














花神遊戯伝




よろしく遊べ、この異世界








糸森 環





[image: ]

角川ビーンズ文庫









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。

















全部、夢だと思っていた。

不可思議で不可解で、秩序のない夢。



















　雨は、空の涙なみだだという。

　ならば、花はな吹雪ふぶきのように空に散っていた、あの夜の雪は。

　月さえ生まれず星も瞬またたきを止めた静せい謐ひつな冬の夜、無限に続く黒い空に、儚はかない細ささめ雪ゆきが舞まっていた。

　美しかった。夜の黒と雪の白、ただそれだけの、色なき光景なのに、途と方ほうもなく美しかった。孤こ独どくで、握にぎり返してくれる手もなく、標しるべとなる一条の月光も見えず、ひたすら雪の降る音しか響ひびかなかった。黒と白。天地の境も搔かき消すモノクロのカレイドスコープ。凍こごえるほどに透すき通った冬の夜だった。そして、『もとの世界』で過ごした最後の夜でもあった。

　あの雪。厳とした美をもたらした、あの白い雪は。

　地上にばらまかれた祝福の花びらだったのだろうか。




　それともやはり、雨と同じ、空の涙だったのか。

　いい。花であっても、涙であっても、かまわない。

　ただ狂くるおしく、魅み入いられた。

　恋こいするように、あの雪に。







「──知ち夏か、泣くな！」

　突とつ然ぜん、闇やみを切り裂さく閃せん光こうのような鋭するどい声こわ音ねで叱しつ責せきされ、雪の舞い散る記き憶おくのなかをさまよっていた意識が急激に浮ふ上じようした。

　ちか。私の名前。心のなかで自分の名前を何度も唱える。知夏、知夏。

　私が私であることを示す、命いのち綱づな。名前にこれほど力があるなんて知らなかった。

　ううん、違ちがう、そうじゃなくて。名を呼ばれるということが、闇に光を投じるくらい強い力になるなんて、考えてもいなかったんだ。

　重い瞼まぶたを必死にこじ開けた直後、視野いっぱいに広がったのは、水面のように揺ゆらめく豪ごう奢しやな茜あかね色いろだった。

　これは、火の赤。処しよ刑けいの火だ。

　そうだった、私は今──十じゆう字じ架かにはりつけにされている最中なんだった。

　丘おかの上の広い処刑場で、物見高い群衆や貴人たちに囲まれながら、火あぶりにされている。

　理り不ふ尽じんな言いがかりで罪状をでっちあげられ、挙げ句、生きたまま黒こげにされるだなんて、とても正気の沙さ汰たとは思えない。

　なぜ私が処刑されなきゃならないの。どんな罪を犯おかしたっていうの、『この世界』で！

『もとの世界』では絶対に起こり得ない不条理な悲劇、それが『この世界』では権力に座す貴人が花はな扇おうぎをひらりと一度、蝶ちようの羽のように動かすだけで、本物の現実に変わってしまう。

　次し第だいに感覚が麻ま痺ひしてきた。きつく縛しばられている手足の痛みも、遠とお退のいていく。

　信じられない無情な現実。どうしてこんなことに。どうして。

「阿あ呆ほ娘むすめ、こちらを向け！」

　四方八方に逃とう避ひしたがる脆ぜい弱じやくな意識を、力ずくという勢いで引き戻もどす男の人の声。

　渋しぶ々しぶと顔を向ける。私同様、処刑の火に炙あぶられている男の人へと。

「泣くな、知夏。今はその涙を拭ぬぐってやれない」

　彼は、一心に私を見つめていた。かき抱いだくような激しい目だった。

　誰だれだっただろう、この人。とっさには思い出せず、胸が軋きしむほどの焦しよう燥そう感かんに苛さいなまれてしまう。

　思い出せ、早く。思い出さなきゃ。ええと、うん──そうだ、思い出した。

　大事な人だった、とてもとても。彼の名前は──。

　私はゆっくりと瞬いた。見とれずにはいられないくらい鮮あざやかな、荒あら々あらしい美び貌ぼうを持つ人だったのかと、今いま頃ごろになって気づく。

　滑なめらかな引き締しまった頰ほおの輪りん郭かく、朱しゆを差した目め尻じりの鋭い美しさ。

　汗あせに濡ぬれた肌はだの奥で火のように燃え、脈打つ血。その鼓こ動どうを聞きたい。

「おまえは、俺が拭えぬときに泣いてはならぬ。こら阿呆娘め、泣くなと言っているのになお落らく涙るいするとは、なんたること。さてはこの地を涙の淵ふちに沈しずめる気か、それとも我らの身を燃やすこの酷こく烈れつな火か炎えんを、涙で鎮しずめようとでも？」

　死の手が間近に迫せまっているにもかかわらず、私はつい、はにかんでしまった。

　阿呆娘、という正面きっての暴言を、どこか威い丈たけ高だかに、だけどとびきりの甘さで口にする意地悪な人が、他ほかにいるだろうか。

「頼たのむ、泣くな。俺の心まで沈めるのか。まだ、溺おぼれろと。今以上に溺れろと？　これほど頑がん固こな馬ば鹿か娘むすめ、楽土だろうがよもつ国だろうが、俺以外にあやせる者など、いやしない」

　心底弱り切っているような、苦しげな顔をするから、また視界が涙の膜まくで歪ゆがむ。

「天あまつ神かみよ、毒にもならぬひ弱な娘を焼き殺すとは！」

　死の縁ふちに立たされているのは彼も同じなのに、天神に投げつける怒いかりは掛かけ値なく、私の身を案じたものだ。暴言の裏に隠かくされた慈いつくしみに気づくと、心がひどく搔かき乱される。

「俺から奪うばうというのなら、せめて千年、調教し終えたあとに！」

　千年!?　千年レベルのサドですか、もう！

　ああ、だめ、本当にいけない。こんな、荒あら神がみのように猛たけ々だけしく美しく、徹てつ底てい的に暴言吐はきまくる意地悪な人、死なせられない。

　私くらいだ、ないがしろにされても乱暴につつかれても襟えり首くび引っ摑つかまれても心から喜んであげる寛かん容ような人間は。だから、だめだめ、死なせられない、死ねない。

　だったらまずは、数多あまたの星と同じくらいに涙を落とし、この野や蛮ばんな炎ほのおを宥なだめてみせようか。







　一章







　銀世界の、白い花。葉を落とした樹じゆ枝しを飾かざる雪は、まるで盛りの花のよう。

　冬道を彩いろどる雪花せつかが美しい、一月下旬のことだった。

「天あま野の君、待ちなさい。……いや、待ってくれませんか」

「人生は、一秒たりとも待ってくれないものなのです」

　私は厳おごそかに、かつ冷れい酷こくに、相手の嘆たん願がんをきっぱりはね除のけ、勝利の笑えみを浮うかべた。

　場所は、年代物の石油ストーブで暖められた、とある一室だ。

　私たちのあいだには、激戦の名残なごりが漂ただよう重じゆう厚こうな一枚板が置かれている。マスを埋うめる、勇ゆう猛もうな駒こまたち。厳げん粛しゆくな盤ばん上じよう世界。

「ふ。まだまだですね、私に勝とうだなんて百年早いです」

　私は両手を腰こしに当てて高たか飛び車しやに言い放ち、がくりと項うな垂だれている私立南なん栄えい高等学校のボスを見下ろした。そう、渡わた部べ隆たか弘ひろ校長を。

　これで五十一勝目。今日も勝利をもぎとった。なにせ私は向かうところ敵なしの、無敗の女王だ。ぱらぱらぱら、と観戦していた部員たちから拍はく手しゆがあがる。毎年廃はい部ぶの危機を迎むかえつつも、なにげに図太く生き残ってきた南なん校こう随ずい一いちの弱小部、それが私の所属する将しよう棋ぎ部だ。

「ふふん、私ってば負け知らずの猛者もさなんですから。格ゲーだって無敗の王、いつだって攻せめ将棋で」

「知夏、茶」

「はい……」

　部長に顎あごで命じられ、私はすごすごと……じゃなくて威い風ふう堂どう々どう、雄お々おしくお茶の仕し度たくをした。そして校長先生と部員全員にいそいそと……じゃなくて泰たい然ぜん自じ若じやく、凜り々りしく湯飲みやカップを渡わたし、おつまみのスイーツも用意した。

　将棋部、別名、サテン部。部室は非常階段近くの隅すみっこ、という疎そ外がい感かんたっぷりな薄うす暗ぐらい場所だけれども、もとは理科準備室だったので、調理も可能な実験台が設置されており、なかなかに快適だ。というか調理ができるよう、数代前の先せん輩ぱい方が改造したんだとか。

　この調理台まわりは、町の小さな喫きつ茶さ店てんの娘である私の縄なわ張ばりと化している。

　私がいれるコーヒーとお茶は父直じき伝でんで、毎日の厳しい修しゆ業ぎようの成果もあって、我ながら絶品と自じ慢まんできる味だ。ちなみに将棋のほうは、祖父直伝。もっと言うと、格ゲーは弟直伝。

　将棋好きな校長先生は、どこで私の猛者ぶりを聞きつけてきたのか、こうして部活時間になるとこっそり現れ、勝負を挑いどんでくる。毎回容よう赦しやせず返り討うちにしちゃうけれど。

　熱いバトル後は、皆みなで仲良くお茶タイムだ。時々他の先生方も出しゆつ没ぼつし、一服していく。

　打だ倒とう天野知夏！　と野望を燃やしつつも嬉うれしそうにお茶を飲む校長先生や、ぼりぼりとお菓か子しを貪むさぼっている気ままな部員たちを見つめ、私は密ひそかに微笑ほほえんだ。

　この高校に入学してよかったなあ。でも無敗伝説は卒業まで誰にも崩くずさせないもんね。

　──これが最後の勝負になるとは夢にも思わず、私は幸せな気分でそう考えていた。
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　私の住む町では、冬休み明けに雪祭りが開かい催さいされる。

　部活後、私は急いで祭り会場へ向かった。

　帰宅部の友人たちと、会場内に設置されている休きゆう憩けい所で待ち合わせしているんだ。

　冬の町は、四時を過ぎると夜の気配が急速に広がり始め、雪道を青く染めていく。

　校長先生との勝負がちょっと長引いてしまったから、約束の時間に遅おくれそうだった。

　私は、会場へ向かう途と中ちゆうで、謝罪メールを友人たちに送った。

「あれ？」

　休憩所に到とう着ちやくして、私は戸と惑まどった。休憩所内にも、その付近にも友人たちの姿はなかった。

「おかしいな、返信メールでは、ここで待っているって……」

　電話してみようと思ったけれど、ケータイは圏けん外がい表示になっている。私は少し迷って、友人たちを探すことにした。もしかしたら友人たちも私を探して歩き回っているのかも。

　テーマごとに区分された会場を、ぐるりと時計回りに巡めぐってみる。

　雪祭り会場は季節の彩り豊かな野草園を利用しているので、無む駄だに広く、いりくんでいた。捜そう索さくには、非常に厄やつ介かいだ。今が一番混雑する時刻だと思うし。

「どこにもいない……」

　会場内を一周し、ついでに野草園の外の通りも覗のぞいてみたけれど、友人たちがいっこうに見つからん。空も地もすでに濃厚な闇やみの色に覆おおわれ、冬独特の、夜や気きの透とう明めい度が増している。

　楽しそうな笑い声を立ててすれ違ちがう家族連れや、恋こい人びとたちの仲なか睦むつまじい様子を目にするうち、じわじわと物悲しさが募つのってきた。

　私は縮こまりそうな気持ちを落ち着かせるために、踵かかとが地面から浮くくらい身体からだを伸のばし、深呼吸をした。たっぷりと、雪の香かおりがした。匂におい立つというほどに。豊かな森を連想する。爪つめの先まで緑の香りが満ちたときのような、心がさらさらと溶とけて流れていくあの感じ。

　時間を確かく認にんすると、一時間以上会場内をさまよっていた。いつのまにか、粉雪までもがちらついている。ちょっと眉まゆをひそめて顔を上げれば、深海のような空があった。

　月さえ搔かき消す真っ暗闇の海を泳ぐ雪。耳をすますと、粉雪の泳ぐ音が聞こえそうだった。

　私は、ぼうっと、雪踊おどる夜空を仰あおぎながら進んだ。

　歩き回って疲つかれたこともあり、少し休むことにする。立ち止まった場所は、疲れた身体を預けるのにちょうどよさそうな雪の柱が並んでいる区画で……ってこれ、展示物の雪せつ像ぞうか。寄りかかったらダメに違いない。私は慌あわてて雪柱から背中を離はなした。表面がぎざぎざしていると思ったら、複雑なくずし文字が刻まれている。凝こっているなあ。

「ん？」

　私の身長より高さのあるこの柱の上に、誰だれかがひっそり乗っていた。

　祭りのスタッフだろうか、だとしても、どうして一人で柱の上に？

　そんな疑問がよぎったのは一いつ瞬しゆんで、私はひたすらぽかんとした。青白い幻げん想そう的なライトに照らされた柱の上に乗っていたのは、繊せん細さいな雰ふん囲い気きの青年だ。つい二度見するくらいの美形兄さんでもあった。三度見もしてしまった。すこぶる奇き異いな恰かつ好こうをしていたせいもある。

　古代衣い装しようというのか、袖そでと裾すそがやけにひらひらとした天てん人にん様的な長い着物をまとっていた。

「あ、ここの場所でなにかイベントがあるとか？」

　しばし固まってしまったが、すぐに理由がわかり、納なつ得とくした。くずし文字を細かに刻んだ太い雪柱の下にプレートがあり、そこに〈神話の世界〉と説明書きされていたんだ。

　おそらくこの区画内で、祭り見物に訪おとずれた子どもたち向けの、ちょっとしたイベントが開催されるんだろう。だからスタッフが雪像のテーマに沿った天人様的コスプレをして、スタンバイしているのだと思う。

「ごくろうさまです」

　粉雪降る寒いなか、コートなしの薄うす着ぎで、しかも柱の上に乗って待機とは、祭りスタッフも大変だ。

　華はなやかな舞ぶ台たい裏ではこうして犠ぎ牲せい者しやならぬスタッフ陣じんの血と涙なみだと汗あせがどろどろ流れ……と思わず涙を誘さそわれて、無駄に胸を熱くしつつ挨あい拶さつすると、コスプレ美形青年はにこりと親しげに微笑み、わずかに身を屈かがめてこっちへ手を伸ばしてきた。もしかして柱から降りたいとか？

　そういえば、上り下りするための梯子はしごや脚きや立たつが周囲には見当たらない。

　よくよく考えてみると、スタッフがたった一人、イベント開始時間まで柱上に待機しているというのは、なにか奇き妙みような話に思えた。

　それでも私に向かって伸ばされた雪のように白い手を無視できず、恐おそる恐る指を近づける。

「あれ」

　ふいに、目の端はしになにかよぎった。黒い影だ。野の良ら犬いぬ？

「あの、ちょっと待ってください」

　柱上の青年に声をかけ、私は隣となりに設けられているもう一本の柱の後ろを覗いてみた。

　念のため、くるりと一周もしてみる。気のせいだったのかな。なにもない。

　少し気味悪く思いながらも、柱上の青年に視線を戻もどす。

「え？」

　青年はやけに慌てた様子で私を指差し、なにかを懸けん命めいに訴うつたえていた。

　いや、私を指差さしているのではなく、背後？……えーと、ほら、大たい抵ていこういうときってホラームービーなんかだと、白目剝むいたざんばら髪がみの幽ゆう霊れいとかバカでかい猛もう獣じゆうとか血ち塗まみれの化け物とかそんな感じのですね、明らかに邪じや悪あくな生物あるいは死し物ぶつのたぐいが真後ろで待ち構えていて、振ふり向いた瞬しゆん間かんに魂たましいを凍こおらすほどの猛もう攻こう撃げきを仕し掛かけてきたり、なんて。

　お誂あつらえ向きにこの辺、人の気配がぱったり絶えているし、雪像用のライトしかないから、よく言えば幻想的しかし見方を変えればおどろおどろしい感たっぷりだし。

「振り向きたくない、むしろ振り向く勇気が私にあると思っちゃいけません!!」

　胸をはって大層勇ましく言い切ると、青年は一瞬絶句し、すぐに口をぱくぱくさせて、なにかを激しく訴えてきた。声に出してくれればいいのになぜ口パクのみ。

　というか、さっきよりもさらに必死な表情なのはなぜ。

「え……、ニ、ゲ……ロ……？　逃にげろ？　逃げなさいってこと？」

　そうそう！　と青年はやきもきした様子で深くうなずいた。いっそ潔いさぎよくなにも聞かなかったふりをしようかという小こ狡ずるい考えが頭をかすめなくもなかったけれど、青年の必死さと羨うらやましいほど清げな端たん整せいさに免めんじて、特別にちょっとだけ振り向いてあげることにした。しかし一秒待たずして、この選せん択たくを激げき烈れつに後こう悔かいした。ち、美形に弱い遺伝子を持っていなければ、毅き然ぜんと無視できたのに。美人大好きなお父さんのせいだ。これだから男って。私は女だけど。

「うぁ」

　私はへたりこむ一歩手前の情けない体勢で固まった。黒い影。巨きよ大だいな、虎とらほどもありそうな黒い獣けものの影が、振り向いた先に見えた。

　その黒い影が、ホラームービーの法則通り、私を飲みこむような勢いで襲おそいかかってくる。人間、本当の危機や超ちよう常じよう現象を前にすると、悲鳴も出ないものらしい。

　私は凍りついたまま、ぎゅうっと目を閉じた。おぅ神様、帰りに神社に寄って賽さい銭せん箱に大奮発するから、ぜひとも今すぐに、か弱い少女の私を無傷で救出してほしい。

　混乱の果ての雑念もとい図ずう々ずうしい願い事を、心のなかで声こわ高だかに叫さけんだ瞬間だった。

　ざしゅっ、と闇やみ夜よを貫つらぬき、雪を散らすほどの鋭するどい音が耳をついた。

　矢が、地面に突つき刺ささったかのような。私は片目ずつ、ゆっくりと瞼まぶたを開いた。

「……ほ、ほ……ほ……」

　矢ではなかった。

「ほ……矛ほこ？」

　矛だ。古代博物館などで厳重警備のもと展示されていそうな、上部の縁ふちに細い輪の飾かざりをいくつも垂らし、でかい花型の紅玉を載のせた仰ぎよう々ぎようしい鋼はがねの矛が、私に飛びかかろうとしていた黒い影の胴どう体たいをざっくり貫かん通つうする形で地面に突き刺さっている。

「どっ、どこから矛!?」

　びくつきつつ見上げると、きりりと表情を引き締しめた雅みやびなコスプレ美形青年が、いかにもこの矛を投げつけましたといった半はん腰ごしの体勢で私に視線を投げていた。

　もうなにから突っこめばいいのかわからなくて、大混乱だ。

　煙けむりのように輪りん郭かくがぶれているこの幽霊的な黒い獣型の影はなんなのか、コスプレ青年の正体はそもそもなんなのか、矛をどこから出したのか、どんなコスメを使用すればその美び貌ぼうを手に入れられるのか、いやこれは違う違う後回し、本気でわけがわからない。

　よーしここで気絶しちゃう？　見なかったふりしちゃう？　と、えらく狡こう猾かつな考えを抱いだいて実行に移しかけたとき、青年がまたもやこっちを指差し、口パクでなにかを訴えた。

　美人でれでれ遺伝子を恨うらみたい、本当に。私は力ちから一いつ杯ぱい嫌いや々いや、青年の指差す方向、つまり矛がぶちこまれている正体不明の怪あやしい黒こく煙えん系獣に目を向けた。

　うわぁやっぱりこれ魔ま物もの系な生物、いや死物か。矛が刺さっているのに一いつ滴てきも血が流れていないしさあ！　わわわ私、せせせ成敗やらお祓はらいやらっていう高等技術は皆かい無むだし、運動神経も当然期待しちゃいけないし、頭脳のほうは……、教科書なんてこの世から全部消え去ればいいのに……、いや、えっと、誇ほこれることはなんだろう、ギャンブラーな祖父に鍛きたえられて将しよう棋ぎだけじゃなく麻雀マージヤンと花札も達人レベルの猛者もさ、町内会のおじさま方からは「知夏先生」と崇あがめられたり、あとなんだ、弟の影えい響きようで立派な格ゲーマニア、来月の末には近所のコミュニティ会館で格ゲーバトル大会があるんだよね、楽しみだなあ……、じゃなくて！　あれっおかしいな、やけに地味というか花盛りの女子高生とは思えないシブイ内容の気が。

　まあとにかく、その程度しか特技を持ってない繊細でいたいけな清純少女です、ほほほ本気で対決は無理なんですから！

「って、外れそう!?」

　獣がもがきまくったせいか、矛がぐらぐら、コーヒーを混ぜるマドラーみたいに揺ゆれていた。今にも地面からすぽーんと抜ぬけそうだ。

「どっどうしよう、誰か呼んでくる!?　警察？　こういう場合、自衛隊？　動物園の飼育員？　陰おん陽みよう師じ？　神父さん!?」

　柱上のたおやかな青年を置いて一人で逃げるわけにもいかないし、だけどここで怪しい影の餌え食じきにもなりたくないし。どうしたら！

　おたつく私に、青年は口パクで『早く矛を支えろ』と訴えてきた。

　あああん神様のばかん、か弱い少女になんちゅうむごい試練を！

　あとは野となれ山となれ。もはや投げ遣やり精神というかやけくそというか、発はつ狂きよう寸前の壊かい滅めつ精神で、青年の指示通りに両手でぎゅっと矛を摑つかむ。すると。

『愛いとし乙女おとめ、いつくし乙女──幾いく年とせ幾世、恋こふる我が君、いま月つき世よに来ませ』

　え？　さらさらとした、清せい涼りようなイメージの男性の声が頭のなかに流れこんできた。

　見知らぬ人間に聞かせるような、距きよ離り感かんのある乾かわいた声じゃない。とても、とても慈いつくしみ、懐なつかしむような、それでいて、悲ひ哀あいの雫しずくがこぼれる優やさしい囁ささやき声だった。

　柱上の青年が、声の通りの深い眼まな差ざしを私に向けていた。
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『恋し君、雨が塵ちりに変わっても、わたしの愛は埋うもれはしない。咲さく花はわたしの祈いのり、降る雪はわたしの涙、群むら雲くもは君に触ふれられぬわたしの憂うれい。月光は、絶えず君を包むだろう』

「は、はい……？」

　幻げん聴ちようじゃなければ熱ねつ烈れつな愛の告白をされているような、と仰ぎよう天てんした瞬間、雪を固めた地面に縫ぬいつけられている黒煙系獣が爆ばく発はつ的な勢いで暴れた。

　私は慌あわてて矛を握にぎる両手に力をこめた。

『ゆけ、そして、どうか許しを』

　許し？　意味がわからず、静かな情熱をたたえる青年を見上げたまま無意識に矛から手を離はなしかけて、ぎょっとした。離れない。手が、矛にぴたりとはりつき、離れない。

　なんで!?　目を剝いて矛に視線を戻したとき、雪が、嵐あらしのように舞まい狂くるった。

　それはまさに、狂きよう気きのさまだった。夜の暗さを塗ぬり潰つぶす雪の白。埋もれそうな白だった。

　私は腰を抜かすほどおののいたあと、この状じよう況きようで一番正しい行動を選択した。

　つまり、全身全ぜん霊れいで気絶したのだ。




　　　　[image: ]




「──お？」

　私はすっきりと目を開いた。

　いやあいやあ、なんだか違ちがう意味で無む闇やみにハイスペクタクルな夢を見た気がする。

　死物系獣との格かく闘とう、そして清純系美男子からの熱烈な告白、といった嬉うれしさと怖こわさがごちゃ混ぜ状態の、波は瀾らん万ばん丈じような夢だ。できれば告白劇だけにしてほしかった。

「……お」

　私は中ちゆう途と半はん端ぱな形に口を開いたまま硬こう直ちよくした。

　あれっ私、両手でしっかりとなにか握っている。というか、その握っているモノの先に、凶きよう悪あくなでかい物体がぶすっと思いきり刺さっていないだろうか。

　しかも、その、えらい勢いでもがいている危険物体と、ばっちり視線がかち合っていたり。

「おおおおっ……！　矛ぉぉ!!　なんで矛あるのさっ、ってこの死物系獣、さっきまで煙みたいにもやっとしてたくせにどうして輪りん郭かくはっきりしてんの、ていうか睨にらむのだめです、速そつ攻こうで号ごう泣きゆうできますよ!?　呪のろい？　私のこと呪っちゃう感じ？　もう殺やる気に満ちてる？　そもそもここどこー!?　なぜ山さん中ちゆうにいるの、ほんとなんなのこれ、コスプレ兄さんどこいったー!!」

　怒ど濤とうのごとく絶ぜつ叫きようしてしまったが、冗じよう談だん抜ぬきに狂きよう乱らんレベル、心の底の底から混乱せずにはいられない。馴な染じみがあるのは、いや馴染みというのもアレだけれど、とにかく見覚えのあるものはこの上部にわっかを連ねた豪ごう奢しやな鉄てつ矛ほこだけ、あとはすべてがすべて様変わりしている。

　目に映る景色なんてもうもう、アンタッどんだけ革命起こせば気がすむのさ、ってな大だい胆たん不ふ敵てきさで変化しまくっているし、ついでに季節もさかさまだ。

　真冬だったはずなのに、晩夏あたりの気温になっている。

「わけわからーん！」

　私は両手で頭を抱かかえ、その場にうずくまって再び発狂、いや絶叫した。

　あ、矛に手がくっついていたはずなのに、今頃何事もなかったようにするっと離すことができるなんて、本当どうなっているのやら。

　なにはさておき、矛で地面に縫いつけられたままの殺意悪意怨おん念ねん邪じや念ねんその他諸もろ々もろてんこ盛り、もはやカオスな悪の磁じ場ば的視線を向けてくる黒い凶きよう悪あく獣じゆうから、少しでも距きよ離りを取って身の安全を図はかろうと、私はずりずりと腰で後退した。押し寄せる恐きよう怖ふと驚きよう愕がくに、この無む垢くでか弱い精神を容よう赦しやなく殴おう打だされ、立つことさえままならない状況だ。

　怖こわ々ごわと再度周囲の様子を眺ながめると、夢のなかとは思えないくらいリアルな山景色が広がっていた。ただ、間ま違ちがっても、森林浴などは期待できない光景だ。爽そう快かいさとは見事に無む縁えん、これほど癒いやされない鬱うつ々うつとした大自然が他ほかにあるだろうか。ない、断言できる。

　やたらと不気味なこの薄うす霧ぎりも非常にいただけない。寂せき寥りようどころか完かん璧ぺき禍まが々まがしく暗いこの荒すさんだ雰ふん囲い気き、幽ゆう霊れいを余よ裕ゆうで召しよう喚かんするに違いない大変ノッポな柳やなぎの枝的暗黒樹木。そう暗黒色なのだ、幹が。真っ黒い。そのくせ、ずさずさと重たげに垂れ下がっている枝葉は可か憐れんなパステルグリーンとか、こんなところで無む駄だな茶ちや目めっ気を発揮してはいけない。どうせだったら潔いさぎよく、どこまでもきっちりと統一するべきだ、淀よどみまくった極ごく悪あく残ざん酷こく暗黒樹海を。

　だいたい、なんで地面がじゃりじゃり、かつ、ふにゃっと湿しめっているのか。

　私に対する挑ちよう戦せんだろうか。おかげで、買ったばかりの白いコートが泥どろまみれに……とぶつくさ文句を言いかけて、ようやく気づいた。

　奇き妙みように蛇だ行こうしている深い溝みぞのなかに、私と獣けものはいるらしい。この溝、もしかしなくても、川の跡あとだろうか。幅はばは不均等で、高さはおよそ私の身長くらいだ。

　一番気になるのは、できたてほやほやなこの川かわ涸かれ感だ。

　旱かん魃ばつなどの天災が原因じゃなく、あきらかーに人じん為い的じゃない？　つい今しがた、ちょっと理由わけあって川水が一気に飛散しちゃったんですよねー、といった突とつ発ぱつ的な雰囲気だ。

　もっと追究すると、溝の外に密生している樹木、不自然にぴかぴかと瑞みず々みずしいのって川水の飛沫しぶきを大量に浴びたから、とかだったり。

「……その原因が、私、とか……」

　いやいやいやいや、ない、ないから!!

　両手と首を限界までぶんぶん振ふり、力強く否定したときだった。

　ずずっ、と奇き怪かいな音が響ひびいた。排はい水すい溝こうに水が吸いこまれるときのような、低い音だ。

　微び妙みように震しん動どうも伴ともなっている気がする。ってことは、地鳴り？

　数歩先で、なにかが地面からこぽりと盛り上がった。ん？　と私は無む邪じや気きに首を傾かしげた。まるで湧わき水みたいな……あ、そうか、また川水が噴ふき出ているのかー、よかったよかった、涸れたわけじゃなかったんだやっぱり。私の推理も捨てたものじゃないな、名めい探たん偵ていの素質あるかな。あれ、でも川水ってこんなふうに地面から湧くものだっけ、まっさかぁ、温泉じゃあるまいし……って黒くない？　水、黒くない!?　どす黒いよ、ヘドロみたいにどっろどろとか、私、そんなひねくれた邪じや悪あくな斬ざん新しんさ、ひとかけらも求めてない！

「ににに逃にげなきゃ……っ」

　溝の上に避ひ難なんできれば、とりあえずの危機は去る。はず。だと信じたい。

　がくがくする足を懸けん命めいに動かし、私は安全地帯の溝の上まで這はい上がろうとした。

　ふと、なにかを忘れている気がして、振り向く。

「あ」

　獣が。私はぬるつく溝の壁かべに手を置いた体勢で動きを止め、獣を見つめた。

　獣はもう私を睨む余裕もない様子で、激しくもがいていた。

　地鳴りの音がさらに強まった。黒水が溝に広がるにつれ、獣の動きも激しさを増していく。

　私はすごく困った。どう考えてもこの獣、普ふ通つうの生き物じゃない。

　一見、犬のようだけれど、大きさは虎とらほどもある。しかも悪あく魔ま的にいかつい牡お牛うし型のツノが頭に二本、伸のびている。毛並みは、意外にもきれいな黒こつ灰かい色しよくだ。

　ぬかるんだ地面を削けずる爪つめは、ぞっとするほど鋭するどい。軽く引っ搔かくだけで、相手に致ち命めい傷しようを与あたえられそうな鋭えい利りさだ。魔ま王おうの化け身しんと言われても、私は疑わない。

　なにより異常なのは、私の手首以上に太さのある矛ほこが胴どう部分を完かん璧ぺき貫かん通つうしているというのに、いっこうに息絶える気配がないってことだ。

　串くし刺ざしにされた状態で、あんなに威い勢せいよく暴れることなど不可能だろう。

　助けないほうがいいよね？　いや、助けた瞬しゆん間かんに牙きばを剝むかれ、襲しゆう撃げきされる確率高いよね、これ。でも我が家ではシベリアンハスキーを飼っているし、動物大好きだし、毛のふさふさっぷりや肉球なんてたまらんし。私は正義と動物愛と恐怖に揉もまれ、煩はん悶もんした。

　ふっと獣が、こっちに目を向けた。思いのほか、理知的な銀色の目をしていた。そのさえざえとした目の奥に時折よぎる、生々しい怒いかりの感情。ひどく人間的な感情に見えた。

　唐とう突とつに、この獣を見捨てちゃいけないという気持ちが芽生える。

　どうしてそう感じたのかは自分でもうまく説明できない。だけどもだ。

　もしここで置き去りにしたら、なにか取り返しのつかない事態が未来を襲おそうんじゃないか。胸に広がる形のない不安に、私は顔をしかめた。

「──かっ、嚙かんじゃ嫌いやだからね！」

　私はよろめきつつ駆かけ戻もどり、獣の身を封ふうじている矛を摑つかんだ。

　憎ぞう悪おの気配を濃のう厚こうにしたたらせていた獣は、私の行動の意味を正しく理解したかのように、ぴたりと暴れるのをやめた。どこか不思議そうに……うう、不ふ審しんそうに見上げてくる。

『どういうつもりだ、おまえ？』と猜さい疑ぎ心しんに満ちまくった警けい戒かいの目だ。

「助けてあげるから、私のこと襲っちゃだめ」

　まさか本当に人間の言葉を理解できているはずはないだろうけれど、不思議だ、獣の目がぱちんと瞬またたき、『なぜ助けようとする？』と訝いぶかしげに返事をしたように見える。

　ここで異文化交流ならぬ異種族交流に、のんびり時間を費ついやしている余裕はない。

　地面から湧き上がった黒水が、急激に勢いを増して溝全体に広がり始めている。

　よいせっ、と私は腰こしを据すえて矛を引っこ抜ぬいた。と思ったら。

「ええええ今度はなんなのっ」

　矛がまたもや手から離はなれない。

　どころか、しゅるっと突とつ如じよ、蛇へびのようにうねり、歪ゆがんで、ついには小さく小さく縮んでいき──やがて一本の細い縫ぬい針くらいに変化したあと、手のひらに突つき刺ささった。

「いっ痛ー!?……くない？　って、ちょ、ちょっと待って」

　突き刺さった鉄の針が、ずぶずぶと手のなかに沈しずんでいく。

　うわああ噓うそだ、なにこれ、最新化学兵器とかウイルス？

　私は動どう揺ようのあまり、その場にへろっと座りこんだ。

　黒水は渦うずを巻くほど嵩かさを増し、いつのまにか、腰を落とした私の胸の下まで到とう達たつしていた。

　不可思議なこの針というか矛の問題は後回しだ、今は溝の上に行かなきゃ。

　だけれどこの黒水、なんだか──重い！

　水を吸いこんだコートを着ているためか、手足をうまく動かせない。

　やばいほんと、単純に水位が上じよう昇しようしているだけじゃなく、地面が沈ちん下かしてる？

　急がないと溺おぼれる。焦あせって足を動かした瞬間、体勢を大きく崩くずした。すでに溝の上に避難していたらしい獣と目があう。だけどもすぐさま視界は真っ黒に変わった。

　間ま抜ぬけにも、私が水のなかでこけて、沈んだからだ。

　一点の光もない黒い川のなか、私は奇妙なものを見た。

　なにか、そう、すごく怨うらみに満ちた『なにか』が潜ひそんでいる。

　触ふれてはいけない禍々しい『なにか』だ。希望を取り除いたパンドラの箱みたいに。

　その『なにか』は、私を捕つかまえようと近づいてきた。『なにか』が、笑う。邪悪に笑う。




　新タナ生キ餌え、怨えん府ぷノ栄さかエ！




　そう言って、げらげら笑い、舌を出す。
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「──」

　誰だれかが私の額を撫なでている気がした。

　それにしてもすんごい不ふ吉きつな夢を見た。死神と幽霊が無数に飛び交かっていそうな不吉極きわまりない山林で獰どう猛もう系の獣を救出し、直後、黒水に飲まれて溺でき死しするという夢だ。

　でも、あの黒い獣、冷静に思い返せば、かなり恰かつ好こよかった気がする。ごついツノとか生えてて全体的には寒気が走るほど禍まが々まがしいんだけれど、それがすごく神こう々ごうしくもあった。

　やっぱり魔王の化身かも。ちっ、懐かい柔じゆうしたかった、美び獣じゆうと思う存分戯たわむれたかった！

　欲よく望ぼう丸出しな後こう悔かいをしつつも私は額を撫でる指の動きに、戸と惑まどった。

　この指は本物だろうか、それとも夢の延長だろうか。

　なにせまだ意識の大半は、霞かすみの林に取り残されたまま。夢とうつつの狭はざ間まをゆらゆら泳いでいる状態だ。せめて目が開いてくれたら、誰の指か、わかるのに。

「──奇き矯きようなこと」

　はい？　男の人の声だ。微妙に淡たん々たんとしているけれど、拒きよ絶ぜつは含ふくまれていない。

「愚おろかな娘むすめ。身を擲なげうって、わたしを救うとは」

　……はい？　私はもぞもぞと苦戦の末、辛かろうじて半分ほど瞼まぶたを開くことに成功した。

「うぉっ」

　呻うめいてしまった。マブ。マブい。人生十六年、出会った人々のなかでも間ま違ちがいなくダントツ、猛もう烈れつにマブな男子が目に映った。

　いやっそういえば、祭り会場の雪柱に乗っていた兄さんも、このマブ男子に匹ひつ敵てきするほど見み目め麗うるわしかったか。でも系統は正反対。向こうは清らか繊せん細さいなおっとり系、こっちは孤こ高こうっぽい冷れい淡たん系。いい、どちらもいい。わたし、えらべない……！

　というか、あのう、あなた様の頭に生えていらっしゃるのはもしかして、どこかで見た覚えがあるかもしれなくもない、かもしれない、悪魔的ツノ？

「美び獣じゆう様……いやいや、魔王様……」

　うう、と私は白目を剝きつつ苦く悶もんした。私の言葉が耳に届いたのか、魔王様は不思議そうに小首を傾かしげた。そういうあどけない仕草をすると、冷ややかな雰ふん囲い気きがずいぶん和やわらぐ。黒こつ灰かい色しよくの長い髪かみが、さらりと天人様的衣い装しようの肩かたからこぼれた。

　私は思わず、もぞっと腕うでを伸ばし、その綺き麗れいな一ひと房ふさを摑んだ。

　ところで今重大な事実に気づきました魔王様、私、がっつり膝ひざ枕まくらされてますあなた様に。

「娘、なにゆえわたしを救ったのか」

　黒灰色の髪の一房を摑み、その手て触ざわりのよさに恍こう惚こつとしていた私の顔面崩ほう壊かい具合があんまりにも不気味、いや華か麗れいすぎたのか、魔王様はそこはかとなく嫌そうな顔をした。

　しかしオトメ的には胸にぐっときますが、冷れい淡たん系美形男子の嫌がる顔。

「魔ま断だちの川を打ち切ったわたしを滅めつするため、召めされたいつくし姫ひめではないのか。憎にくくも焦こがれし陽ひの女め神がみ、その末まつ裔えいでなくては神かみ矛ほこを砕くだけまい。いや、かほど鈍どん重じゆうそうな脆もろい娘が貴たつとき陽女ひめ神がみの末裔とは到とう底てい信じがたいが」

　なにげに私を罵ば倒とうしてますか。それにしても、ひめがみのまつえいってなんだろう？

「なれども、さて。まこと世こそが妖あやかしめいてはおらぬか。いや、世こそも予期せぬ歪みが変へん生じようし、娘の姿となったのか」

　苦く笑しようされた。再び私の額をゆるく撫でると、むず痒がゆくなるかすかな動きで頰ほおに指を遊ばせる。頰の線を滑すべり落ちた指が、汗あせばんでいる首もとのほうへ移った。

　私は、おぐぉ、と雄お々おしすぎる狼ろう狽ばいの声を上げ、無意識に身を仰のけ反らせた。

　それでもいたずらは、やまない。

　指が動く。顎あごの下から肩の窪くぼみへ、また窪みから顎の下へと大だい胆たんに。皮ひ膚ふを湿しめらせる汗を、指の腹で丹たん念ねんに味わうように、甘ったるくこすりつけてくる。一歩間違えば、息苦しくなるほどのきわどい強さだ。それが、次の瞬間には、喉のどが震ふるえそうな優やさしさに変わる。

　唸うなってみてもやめてくれない。指を動かされるたびに、びくんと反応してしまう。

「悩なやましいこと。我が身に巣くう怨うらみの澱おりを飲み干すつもりか。それこそが女神の計というのなら、大したもの。仇あだたる滸こ楽らくの王をこうまで翻ほん弄ろうする。だが憎き清きよ姫ひめ。今、わたしに殺せぬと思うか、おまえを？」

　こらくのおう、とか、よくわからんです。

「いかがする、娘。おまえの手出しで、わたしは魔ま封ふうじの境界を越こえた。一度招き入れられたならば、もはや術は郭かくを失い、我を阻はばまぬ。さあ、このままおまえの身に牙を突き立て、血肉を存分食くろうたあと、愚ぐ昧まいな人の王を討うちにゆくか」

　雲うん海かいのなかを泳いでいるような頼たよりない今の思考力では、冷たさを募つのらせていく魔ま王おう様の言葉を正しい意味で解かい釈しやくすることなどできなかった。

　人の王を討ちにいく、という言葉を、人様のうちへ遊びに行く、と能天気な方向に思いっきり誤ご変へん換かんし、私は、うへへうひゃいひゃひゃと酔よっぱらいめいた怪あやしい表情を浮うかべた。

　ぜひうちにも遊びに来てください、家族総出でその美人な容姿を激写、違ちがった、歓かん迎げいしますから、と欲よく望ぼう迸ほとばしる余計な発言まで、もぐもぐこぼしてしまう。

　魔王様は、私の寝ねぼけまくった台詞せりふを聞き取ったらしかった。

　意外そうに眉まゆを上げ、私をじっと見つめる。

「わからぬ娘、わたしを厭いとわぬ」

　人というのはですね、互たがいの心をじっくりじんわりと時間をかけて見つめ、地道に知っていくもので……と、どうでもいい蘊うん蓄ちくを漏もらしてしまう。

「おまえ、わたしを見、知りたいと？」

　魔王様はちょっとびっくりした、というか、ちょっと衝しよう撃げきを受けた、みたいな顔をした。

　なんで？　わからん反応だ。

　奇き妙みような短い沈ちん黙もく。やがて衝撃から立ち直ったらしき魔王様は、少し身を屈かがめるようにして笑った。膝ひざの上に頭を乗っけてもらっている私に、顔が近づく。黒灰色の髪の幕で作られた薄うす闇やみの囲いのなか、魔王様はどこか艶えん然ぜんとした微び笑しようを作って、私をひたと見下ろした。

「真に、女神の賢さかしき計ではあるまいな？　なんとも愚かしく、淫みだらな娘。いや、わかっておらぬだろう？　おまえ。よい、一いつ時ときの慰なぐさみとなった。今は逃のがしてやろう」

　魔王様は柔やわらかに囁ささやいた。

「もしもまた、再びまみえることがあるのなら。さて、いかほどに。おまえに見み尽つくされるのも、一興か？」

　そして、仮面でもかぶせるかのように、私の顔に軽く広げた左手を置き──。

　閉とざされた視界と同時に、意識も真っ黒な闇やみの底へと落ちていった。
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　全部、夢だと思っていた。不可思議で不可解で、秩ちつ序じよのない夢。次に目覚めたときには、だからきっと、見慣れた自分のベッドの上だと、当然のように信じ切っていた。

「──こんなの、噓うそでしょ」

　奥深く、急きゆう峻しゆんな山さん容ようの底知れなさに、戦せん慄りつが走る。目前には、昔の絵画──たとえば葛かつ飾しか北ほく斎さいの浮うき世よ絵えに描えがかれていそうな、化け物じみた豪ごう快かいなうねりを見せる黒い川が流れていた。

　私は窒ちつ息そくしそうな気分になった。木々に挟はさまれた溝みぞのなかを走る水は、まるで地を這はう大だい蛇じやの群れのよう。押し合いへし合い、駆かけていく。どうしよう、まだ私、夢のなかにいるんだ、絶対にそう。現実を取り戻もどすきっかけになるアイテムが、どこかにあるはず。

　どんなことでも、見るべきものは、原点だ。始まりは、この川だった。

「最初、この川は水が流れてなかった、だけど、地面に突き刺さっていた矛から手を離したあと、水が湧き上がってきて……、矛！　矛どこいったー！」

　思い出した、縫ぬい針程度まで縮んだあと、手のなかに吸いこまれて消えたんだった。

　慌あわてて自分の両手をひらひらさせてみたけれど、表面上はなんの変化も見えない。

「でっでも身体からだのなかに入っていったのは確かだし！」

　もしかして、この川中に身投げ……じゃないや！　飛びこんでみたら、いいんじゃないの？

　私が、というか私の身体のなかにある矛が川に戻されれば、自動的にまた水が涸かれるとか。すると、物事は原点に帰る。

　つまり夢のなかに閉じこめられている私の精神も、現実の世界に戻るってことだ。

　私は言葉なく川を凝ぎよう視しした。流れてる、黒い水がざっぱざぱに流れまくっている。

「とっ飛びこみたくない……っ、でも夢から覚めるためにはこれしか……頑がん張ばれ私、今こそ川の流れに逆らってみせる」

　私は「えーい！」と凜り々りしく飛びこみ……ではなく、へっぴり腰ごしでちょろちょろっと片足から入ってみた。いくじなし、私の弱虫！　でも無理だ、一気にこの川に身を沈しずめるなんて。

　そんな小こ憎にくらしい弱小っぷりに、天てん罰ばつがくだったらしい。

　身体を支えていた右足が突とつ然ぜん、重心を崩くずしてずるりと滑った。見事にまっさかさま、どぼんと派手な音を立てて川へ落ちてしまう。途と端たん、息も視界も黒の色に、塞ふさがれた。

　間ま抜ぬけにも、私はこの瞬間まで、忘れていた。まただ、またあの、よくない『なにか』が近づいてくる。げらげら笑い、不ふ吉きつな予言をする『なにか』。太古の邪じや悪あく。

　私は生なま温ぬるい黒水のなかで、必死にもがいた。げらげら笑う『なにか』が、私を覗のぞきこむ。

　不意に『なにか』が私から距きよ離りを取り、ぐしゃりと大きく顔を歪ゆがめて、上を見た。暗月の夜よりも濃のう厚こうな闇の川の空から、雲を貫つらぬく陽光のように、細い輝かがやきが一筋、降ってくる。

　突然、力強い指が私の手首を摑つかんだ。私の身体を引っ張り上げようとする大きな手。

　ごう、と水が怒ど声せいのような音を立て、うねりの向きを変えた。黒い水を蹴け散ちらすようにして、私の身体は川べりに助け出された。

　薄うすれゆく意識のなか、私は誰だれかの姿を見た。

　深い色の目をした、若い男の人。きれいで、真しん摯しな、澄すんだ藍あい色いろの瞳ひとみだった。

「死ぬな、娘むすめ」







　二章







　うららかな──とは言いがたい、灰色の空の下。疲つかれ顔の太陽が仮か眠みんを取るため薄うす雲ぐもの布ふ団とんに潜もぐり、風もだらけて休息中。そんな感じで緑の匂においが一面にきつく立ちこめ、ゆらめくような、残暑の空気が満ち満ちた、ある午後のことだった。

「──この、道理のわからぬ馬ば鹿か娘むすめが！」

　やばい、見つかったっ。背後から近づいてくる、地じ獄ごく製に違いない怒ど鳴なり声にびびりまくった私は、全速力で近くの岩いわ陰かげに隠かくれ、身をぶるぶる震わせた。

　声の主ぬしに発見されたら、大変なお仕置きをされることが軽く予想できるため、本気で戦せん慄りつを覚えずにはいられない。あの人絶対邪じや神しんとか悪あく魔まの化け身しんだ……！

　ちなみに、黒川身投げ事件から、すでにもう十日が過ぎていた。無事現実世界へ戻る予定だったはずの私は、いったいどうなったのかというと──。

「それで隠れているつもりなのか。幾いく度ども無む駄だに逃とう亡ぼうするんじゃない、阿あ呆ほ娘むすめ！　おまえの耳は言げんを逆さに聞くのか！」

　屈みこむ私の頭の上に、黒い影かげが落ちた。濃厚な怒ど気きと殺気。木々すら凍こおりつくに違いないこの圧あつ迫ぱく感かんに、首を絞しめられた気分になり、ぐおぃぁぅ、と何語なのかも判別できないねじくれた奇き声せいが自分の口から迸ほとばしった。

　その瞬間、がしぃっともの凄すごい勢いで頭を鷲わし摑づかみされた。痛、痛たた痛い、痛っ。

「鳥頭め、俺は先ほど、なんと命じた！」

「鳥頭ってそんな、くそう、サドで威い丈たけ高だかで無情な極ごく悪あく暴言大たい帝ていめ、いつか木こ陰かげから狙ねらい撃うちして逆ぎやく襲しゆうを……痛たたっ、すみませんすみません」

「俺は、なんと、命じたか？」

「はい、さっき、しんじょから、でるなって、めいじられました……っ」

「ならば、なぜちょこまかと動き回っていやがる？」

「ふふん、心して聞くがよい暴君様、私がおとなしく眠ねむっていると思ったら大おお間ま違ちがいですとも。気分転てん換かんに逃亡しちゃおうかなと。ほら、どこかに公衆電話があるかも、なんて。あっ、ケータイとかパソコンがあれば、それでみんなに連れん絡らくが……痛たたた」

「わけのわからぬ戯たわ言ごとでごまかそうとするな。小石ほども日が動かぬうちに、俺の言を蹴け散ちらすのか。なんて助けがいのない女なのか！　まだ気力に翳かげりがあるゆえ身を休めよと言っているのに、なぜ従わない。俺が好きでおまえを閉じこめているとでも？」

「監かん禁きんとか虐ぎやく待たいとか嫁よめいびりとか大好きな暴君にしか見えな……いた、いたた」

「俺は女や幼おさな子ごに手をあげる愚ぐ者しやではなかったというのに。世とは概がいして奇き異いなもの、何事も例外が生まれるらしい」

「うっそだぁ生きつ粋すいの暴君のくせに猫ねこかぶっちゃってエセ紳しん士しめ……痛っ、いたたた」

「よくわかった、おまえなど女と数えてはいけないということだな、いや、人間の枠わくに入れることすら冒ぼう瀆とくだ、この阿あ呆ほ鳥どりめ。一歩歩けば言葉を忘れ、二歩歩けば自分も忘れやがる。そうでなくてはこの愚ぐ鈍どんさ、理りに合わぬわ」

「どっ、どつきたい、本気で踏ふみにじりた……痛っ、痛っ」

　頭を鷲摑みにされるだけでは終わらず、粘ねん土どのごとくもうぐっにぐにに、頰ほおや耳を引っ張られたり潰つぶされたりした。多感なお年とし頃ごろで儚はかなく気弱な少女である私に対し、一いつ切さい遠えん慮りよのうかがえないこの光ひかり輝く残ざん虐ぎやくさ。本物の暴言大帝だ！

　私がじわっと半泣きの顔を見せたら、さすがに無む慈じ悲ひな虐待の手は止めてくれたけれど、そこは性格が木の根のようにねじくれまくった暴言大帝だ。

　優やさしい心で見み逃のがしてくれる気は砂すな粒つぶほどもないらしい。

　しかたない、今回は私が大人になってあげよう。私って寛かん大だい、えらい。

　もともとまだ万ばん全ぜんとは言えない体調で、なおかつ必死に逃にげ回ったこともあり、ここで体力が完全に尽きてしまったようだ。少し休まないと歩けそうになかった。

　悔くやし涙なみだを吞のみつつ、大いなる復ふく讐しゆうも誓ちかいつつ、その場にぐったりと横たわる私の身体を、暴言大帝が盛大な溜ため息いきとともに抱だき上げてくれた。

　あんなに暴力ふるったくせに、身を支えてくれる腕うでは優しい。

「まったく、目を離はなした瞬間、好き勝手に飛び回るとは」

　私の身体を抱かかえ直しながら、ぼやく。お嫁さん抱きに近いような抱かかえ方だ。子どもを抱き上げる感じというか。これって実は、かなりの腕わん力りよくがないと無理だろう。ほとんど片かた腕うで一本に私の体重を乗せているようなものだ。でもその人は、全力でダイエットに挑ちよう戦せんしたい私の体重をものともせず、さくさくと歩き出した。その人が暮らしている屋舎へ。

「着物すらまともに着られず、火もおこせず、湯の使い方も知らなければ、不ふ浄じよう処どころの使い方さえ知らぬ。そんな頭の弱い娘など、見たことがない。物の名すらろくに知らぬ。おまけに、闇やみ夜よを怖こわがり、奇き怪かいな言葉を紡つむぐ。おまえ、人ではなく、妖あやかしなのでは？　頭のない、からつぼ、という妖の一種に違ちがいない。いや、変種か」

　だめだこの人を許しちゃいけない、絶対仕返ししてやるんだ……っ！

　私はひっそり闘とう志しを燃やしつつ、その人をじっと見た。

　すごくすごくすっごく性格極悪、傲ごう岸がん不ふ遜そんな人だけど！　はっとするほど印象的な、整った顔立ちだ。もし私が彼と同じ男だったら、たぶん心から妬ねたましく感じるだろう。

　妙みよう齢れいの女性なら、感じ取れる力強さを勝手に想像して、赤面しそうだ。

　そういう粗そ暴ぼう一歩手前の、鋭するどい美しさを持つ不思議な男性だった。

　年はどのくらいだろう。成人してはいると思う。二十二、三歳あたりかな。

　背が高い。ひょろっとしているんじゃなく、俊しゆん敏びんさを隠し持った、しっかりした体つきだ。

　髪かみは、夜よ更ふけに近づくころの色を思わせる深い青。ショートボブくらいの長さにきれいに切り揃そろえられている。

　片側だけにイヤーフック型というんだろうか、かけるタイプの華はなやかな耳みみ飾かざりを下げていて、これが素人しろうと目めに見ても高そうなものだってわかる。細かい模様が描えがかれた大おお振ぶりの銀細工だ。孔く雀じやくの羽によく似た飾かざりが細工の下部に、だらんとつり下げられている。

　で、その、派手なかわいい耳飾りをつけているほうとは逆側の目め尻じりに、赤い刺青いれずみが施ほどこされていた。花のような、文字のような、神秘的な刺青だ。身に纏まとっているのは、不思議な着物だった。どこかで見た覚えのある天人様的衣い装しようだ。原型は唐から衣ころもってやつかもしれない。

　何枚か薄い衣を重ね着していて、同系色の布帯を巻いている。地面を引きずるほど裾すそが長い。一番外側の衣なんて、ドレープができるくらいに本当、長い。一週間以上をともに過ごしている私も着き替がえをさせてもらったりして、この人と似た恰かつ好こうをしているんだけれど、軽い布のためかこれだけ長さがあっても、思ったより邪じや魔まだと感じない。

　恰好を細かくあげつらって、結局なにが言いたいのかというと。

　現実世界ではどう考えてもコスプレにしか思えない古風で雅みやびな衣装を、この人がごくごく当たり前に着こなしているってことだ。

　そうなのだ、私はまだ、夢の世界に囚とらわれたままでいる。

　そしてこの人は──この人が、黒い川に身投げした私を助け出し、看病してくれた。生活のすべて、お世話になっている状態だった。

　私は複雑な思いを抱えながら、この人を観察し続けた。

　あ、夢のなかの人でも、ちょっぴり微笑ほほえましい部分を持ってたりするんだ。顎あごの線のところ、いかにも爪つめかなにかで引っ搔かきましたって感じで、小さく小さーくかすり傷ができている。

　芸が細かいな、私の夢。すごく人間臭くさいっていうか、リアルだ。

「……なんだ？」

　私の無ぶ遠えん慮りよな視線に気づき、この人は、わずかに当とう惑わくの色を目に乗せた。

　この人は粗そ野やな感じも結構するのに、視線の流し方や身を起こすときの仕草、裾のさばき方など、意識していないところでのささやかな動きが、実はとても静かできれいだった。

　もしかして私が暴言を吐はかせ、粗暴にさせてしまっているのかも。少し反省しようかな。

「や、あの」

　見つめられると、どきっとする。なんか、なんていうのか、その、気き恥はずかしいような、むず痒がゆい感情をむやみにかきたてられる目だ。かあっと頰が熱くなって、落ち着かない。
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「か」

「か？」

「かさぶたっ」

　視線を引きはがしたくて、私はついっと指先で、顎のかすり傷を押してみた。ん、とその人は反射的といった様子で瞬またたいた。予想外の行動にびっくりしたらしい。驚おどろいた顔は、思いのほかあどけない。それがみるみるうちに険に覆おおわれ、怒いかれる不ふ動どう明みよう王おうへ近づいていく。

　こっわー！　でもなんだか、動どう揺ようをごまかしているような。それは私だって同じだった。

　ほんの一いつ瞬しゆんの接せつ触しよくだというのに、指先が体温をしっかりと吸い取って、じんじんしていた。

「……阿あ呆ほ娘むすめ、軽々しく、触ふれるな」

　眼まな差ざしで威い嚇かくされた。しかし、もの申したい、そっちこそ出会ってまだ十日程度しか経たってないのに、うら若き私の頭を遠えん慮りよ会え釈しやくもなく鷲わし摑づかみしたり頰を限界まで引っ張ったり耳をひねりあげたり、挙げ句に鳥頭だの阿呆娘だのと、やりたい放題言いたい放題の見事な暴君っぷりなんですが。俺が自由にいたぶるのはかまわないが、基本としておまえは反はん抗こう却きやつ下か、という傲ごう慢まんルールですか。信じらんない、やるせない。

「俺はなぜこういった、間ま抜ぬけで礼も智ちも慎つつしみも持たぬ異様な女を拾ってしまったのかな。おまえ、いったいどこの巣から落ちた？」

　すみませんそれ、完全に私のこと阿呆な雛ひな鳥どり扱あつかいしていませんか。あの、人間です、一応人間の娘です。傷つきやすい無む垢くな十六歳なので、心から優しくすべきだと思います。

「不気味な顔で睨にらむのはよせ。崖がけ下したに投げ捨てるぞ」

　獅し子しの子ですか私。卑ひ怯きような手段で奇き襲しゆうしたくなってきた。いけないいけない。

「わ、私を簡単に懐かい柔じゆうできると思ったら、大間違いなんですからっ。こう見えてなかなかの猛者もさでっ」

「うるさい、黙だまれ」

「はい……」

　研とぎ上げたばかりの刃は物ものの声で威い圧あつされ、私は速そつ攻こうで従順になった。でも、心は！　心はいつでも無敗の狂戦士！　ただ大変に恥はずかしがり屋なため、表に出てこれないだけだ。

　厚かましい言い訳をじくじくと胸中で繰くり返しているあいだに、この人は足を進め、屋舎に近づいた。先ほど身を隠かくした大岩が点在する地点から、徒歩でおよそ五分の位置にある。

　あの淀よどんだ黒川からだと約十五分の距きよ離りとなるのかな。

　山の傾けい斜しやをうまく利用した掘ほつ立たて柱ばしら式建物で、神社仏閣系で結構見られる造りじゃないかと思う。向こう拝はいのような短い階段を正面入り口に設け、実際の地面よりも高い位置に床ゆかを作っている。

　全体構造は、長方形の真屋の棟むねを三つ、Ｌ字型になるよう配置していて、中央の空間が庭になっている。そこでは薬草などを栽さい培ばいしているみたい。

　あと、棟の横には廁かわや小屋と湯ゆ屋やがある。棟は分断されているけれど、寝ね転ころべそうな幅はばの板いた縁えんを側面に取りつけて唐から戸どから行き来できるようにしていた。

　黒石で枠どられた灯あかり窓が椿つばき型をしていて、ちょっとかわいい。

　庇ひさしの角になる部分に、なぜか五段に連ねた風ふう鈴りんが下げられている。残暑だからかな。

　重要文化財に指定されそうなくらい古風な外観だけれど、そこはともかく、山中にぽつんとある屋舎にしては少し立派すぎないだろうか。

　規模からいっても隠れ家といった雰ふん囲い気きではない。

　その人は、頭を悩なやませ中の私を抱えたまま段を上がり、板縁を回って、寝しん所じよにしている奥側の棟へ入った。靴くつは戸の前で脱ぬぐ。

　草履ぞうりや草鞋わらじなどじゃなく、かっちりした革かわ製せいで、かなりブーツっぽい。編み上げだし。

　色んな国の文化が入り交じっている気がする世界だ。じゃなくて夢。私の夢だっけ。

「あっ靴、私も」

　脱がないと。身体からだを降ろしてくれるよう慌あわてて訴うつたえると、極きわめて意地悪そうに、かつ億おつ劫くうそうに眉まゆをひそめられた。

「ばたつくな。うるさい」

　理り不ふ尽じんなお叱しかりに心が闇夜と化すあいだ、その人は、手早く私の靴をぽいぽいっと脱がしてくれた。私を軽く抱だき直し、戸を開ける。寝所の内部は基本ワンルーム構造なんだけれど、これを几き帳ちようもどきの厚手の垂れ布で二、三のスペースに区切っている。

　奥まった場所に一段高い板を敷しき、そこを寝ね床どこにしていた。

　その人は問答無用で私を寝床の板いた敷じきに横たえた。身体を降ろしてくれる動きは優やさしかったのに、なぜか上うわ掛がけをかぶせるときは乱暴だ。ぎゅうぎゅうと顔にまでかぶせようとする。

「出るな、起きるな、喚わめくな」

　簡潔に、たっぷりと脅おどしの色を含ふくめてそう言うと、夜や具ぐからもぞっと顔を出した私の額を指の腹ではたいた。そしてさっさと仕切りの帳とばりを片手で払はらい、去っていく。

　私は複雑な思いで、その人の後ろ姿を見送った。

　足音が完全に聞こえなくなったあとで、上掛けを抱かかえつつごろごろと右に左に転がってみる。あんまり転がりすぎて感覚がわからなくなり、寝床の台から落ちてしまった。

　段差はほんの十センチくらいなので怪け我がの心配はないけれど、地味に痛い。

「いたた」

　私は、板の床に打ちつけてしまった腰こしをさすり、呻うめいた。

「弱ったなあ」

　水死未み遂すいから十日。もう、十日。私を救助し、なおかつこうしてその後の世話までしてくれる、実はお人ひと好よしな暴君のおかげで、身体は順調に回復してきている。

　あの人の話によると、川から救出した直後は呼吸が停止しかけていたそうだ。その後、およそ二日間、朦もう朧ろうとした状態で寝ね込こんで、ようやく状じよう況きようを把は握あくしたのが三日目の朝。

　夢の世界がまだ続いていることに仰ぎよう天てんし、四日目には回復していない身体に鞭むち打うって、地面を這はうようにこの屋舎を抜ぬけ出した。もちろん、あの黒川へ戻もどるためだ。無む謀ぼうな方法だとは重々承知、だけども黒川へ飛びこむ以外、現実を取り戻すすべが見当たらないのも事実。

　必死に黒川へ戻って飛びこもうとする私を、自殺志願者とでも誤解したのか、その人は何度も言葉を重ね、とめようとした。故意に死を呼び寄せずとも人はいつか必ず命を散らすものだ、死ねば絶望は終わるが、希望や幸福もまた潰ついえると。

　私は困った。その人の心こころ遣づかいを無む下げにするのはさすがに辛つらかったが、だからといってこっちの事情や思惑おもわくなどとても説明できない。

「ううん、黙っているのは悪いと思うけれどさあ……」

　川に身投げすれば現実に戻れるだなんて話、当事者たる私でさえ本音の部分では真実味に欠けると思っている。他人なら、なおさらだよね。説明したあとで危険人物と判断され、行動の自由を奪うばわれでもした場合、ますます現実世界を取り戻す日が遠とお退のいてしまう。

　だから私は、頑がんとして身投げの理由を口にしなかった。

　焦あせりは日を追うごとに強くなる。もたもたしているあいだに、現実世界にあるはずの私の肉体が衰すい弱じやくして、本当の意味で死んでしまうかもしれない。

　なりふりかまってなんか、いられない。

　その人の目を盗ぬすんで、私はとにかく屋舎からの脱だつ出しゆつをはかった。

　初めのうち、その人は、なにか深刻な事情があるのか、と考えたようで憐れん憫びんによる気づかいを見せてくれ、丁てい寧ねいかつ紳しん士し的な態度を取っていた。だけどもあんまり私が言うことを聞かず、救出や介かい護ごに対する感謝も見せず、ろくに理由すら説明せず、しつこく脱だつ走そうを繰り返したために次し第だいに腹が立ってきたらしく、だんだんと化けの皮がはがれ……じゃないや、飾かざらない素すの表情をのぞかせるようになり、ついに怒れる暴君と化してしまったんだ。

「くそう、儚はかない少女に対して、ほんっと大人げない人だよね！」

　自分のことは棚たなに上げ、数々のむごい仕打ちを思い出してちょっぴり憤ふん慨がいしてしまった。

　見放してくれていいとむしろ懇こん願がんの勢いで持ちかけても、向こうも意地になっているのか日に日に闘とう志しをたぎらせ、真っ向から虐ぎやく待たいを……違ちがう、説得を重ねてくるし。

　私を力ずくでも回復させ、なおかつ生きる意志（いや、本当は自殺願望などなくて、現実に戻るためにしかたなく川に飛びこむだけなんだけれども）を取り戻させるまでは、目を離はなすつもりがないらしい。

　縁もゆかりもない見知らぬ娘相手に、どうして親切以上の救いの手を差し伸のべてくれるのか。今の私の姿なんて第三者から見れば、悪女も悪女、礼れい儀ぎすらなっちゃない最低レベルの人間だと思う。たとえ夢の登場人物とはいっても必要以上に親しくなると、別れが辛くなるに違いないから、徹てつ底てい的に嫌きらってくれるようわざとでかい態度をとってるし、名前さえ教えていない。

　当然、相手の名前も聞いていないために、『その人』としか呼びようがない。

　呆あきれられて当然のわがままな行動を取り、迷めい惑わくをかけまくっているのに、ほんと、なんで見捨てず世話をしてくれるのかな。

　その人は、たぶん独身で、一人暮らしだ。少なくともこの十日、屋舎内で他ほかの人間を見ていない。だから、もしかすると、単純に人ひと恋こいしいだけなのかもしれない。なぜ寂さびしい山中で隠いん者じや生活しているのかは不明だけれど、それは現実に戻る私が知らなくていいことだ。

「帰りたい。帰らないと」

　私は寝転がり、膝ひざを抱えた。背中がみしっといいそうなくらいに身体を丸める。帰らないと。

「ちゃんと、帰る」

　現実世界での私の身体、どうなっているんだろ。植物状態で寝かされている？

　まさか、この夢に、精神だけじゃなくて身体ごと閉じこめられてて、現実世界では行方ゆくえ不明になっているとか。

　家族や友達とか、みんな心配しているよね？　家出したのかと誤解されてるかもしれない。

　違うんだよ、私の意思でいなくなったんじゃないんだよ、って力ちから一いつ杯ぱい訴うつたえたい。

　捜そう索さく願ねがい、とか警察に出しているのかな。

　やだな、なんか、捜索願って言葉、やだ。無機質なくせに、切実な響ひびきがある気がする。

　うちの家族、のんびり屋な人が多いから、どうしていいのかわからずに、あたふたおろおろとしているんじゃないかな。弟は比ひ較かく的クールなんだけれど、実は熱血系で涙なみだもろい。ゲームシナリオで感激して、よく一いつ緒しよに泣くんだよね。

　それに、私がいなくなったら、誰だれが校長先生と将しよう棋ぎしてあげるの。対戦後は、緑茶で乾かん杯ぱいするんだもん。昼休みに、先生方のところへコーヒーの出前もしている。町内会のおじさまたちにも将棋や麻雀マージヤンの、勝利のコツを教えてあげてる最中だ。祖父は、私がいれたお茶以外飲まない。お父さんの喫きつ茶さ店てんでは、私がいつも常連のお客さんにコーヒーを出してる。

「あ、部室のストーブ、灯油いれないと……」

　自分が現実に戻らなきゃいけない理由を、ひとつひとつ、心にすり込むようにして数えた。

　不安でがんじがらめになりそうな気持ちをごまかすために、ばたばたと勢いよく手足を動かしてみる。

「大だい丈じよう夫ぶ、私、絶対帰る。頑がん張ばる」

　もしかしたら、夢のなかでは十日過ぎていても、現実世界は違うかもしれないし。そうだ、現実の、どの地点から夢を見ているのかな。雪祭りの会場から？　実は部室でうたたねしているだけなのかも。うん。だったらきっと、すぐに戻れるよね。なんとかなる、大丈夫。

　自分にカツをいれ、ごろっと横たわった。転がり、身を起こし、転がり、悩み、身を起こし、という動作を繰くり返すうちに、あれあれおやおや不ふ可か抗こう力りよく、身体は自然と寝所の外へ出てしまい、板いた縁えんに到とう着ちやくした。で、静かーに、静かーに、這い歩く。

「う」

　しかしながら敵もさるもの、侮あなどれぬ！

　ちょっと先の板縁に陣じん取どって、なにか作業をしている。

　私は見つかる前に慌てて部屋のほうへ戻り、戸からそっと顔だけ出して様子をうかがった。

　逃とう亡ぼうを予期して、わざわざそこで仕事をしているみたいだ。

　どうしようかな、反対側に行けばよかったか、でも向こう方面は勾こう配ばいがきつくて川へ行くのが難しい。というより、その人が座っている場所ってちょうど全体を見回せる位置なため、逃にげるに逃げられない。棟むねの裏手は巨きよ大だいな壁かべならぬ山の斜しや面めんとなっていて越こえられそうにないし……って、それにしてもなんの作業をしているのかな。皮むき？

　ううん、栗くりとか、クルミかなあ。食べたい。健康な十代の女子が十日も、十日も！　甘いもの断ちしているなんて、それありえない、いじめに匹ひつ敵てきするってば。私は悶もん絶ぜつした。どうしよう、こっそり近づいちゃう？　いや、絶対怒おこられる、つつかれる。や、でも栗の誘ゆう惑わくが。

　ややや、あれは敵の罠わなだ、きっと捕ほ食しよく、違った、虐待するための罠なんだ。

「くそう、こうして見ているぶんには大人っぽいし、かっこいいけど、実態は暴言と皮肉とヨコシマな心で形成された暴君なんだもんなあ……」

　私はぶつぶつと文句を言った。そうか、容姿に栄養が全部回ったんだ、だから性格は極ごく悪あく非道、こじれてよじれてうねりまくっているんだろう。天は二物を与あたえないってことね。

　もしかして、暴君様の性格を矯きよう正せいすることが夢のなかでの使命とか？　などと無礼千せん万ばん、我が身を省かえりみない大層生意気なことを考え、私は行きつ戻りつを繰り返した。そんなとき。

「顔に穴があく。仕方のない娘むすめだ。来るなら来い」

　ぎゃあ、と叫さけびそうになった。ものっすごい勢いでバレていたらしい。

「ぶったりしません？」

　唐から戸どにしがみつき、おずおずとたずねると、暴君様は作業の手をとめてこっちを一いち瞥べつし、大きな溜ため息いきをついた。

「人聞きが悪い。俺が女をむやみにぶつとでも？」

　ぶつくせに。べしべしと額を何度もはたかれてますけど。

「どついたりもしません？」

「せぬ」

「約束ですよ、やぶっちゃ、やです」

「わかった。わかったから」

　面めん倒どうそうな口調が気になるけれど、相手は心の捩ねじれ具合が迷めい宮きゆう並みの暴君様だもんね、ふふん照れ隠かくしなんだと思っておく。そんなわけで私は安心し、這はいつつ接近した。わあい栗！　って、やけに黒い。それに尻尾しつぽみたいなものが、ある？　最近黒々しいものばかり見ていてもう満腹状態なんですけど、これ木の実じゃないのかな。特大クルミだと嬉うれしいのに。

「チョコナッツアイス食べたい。マロンケーキも好き」

「なにを言っている」

「全国の女性を虜とりこにする魅み惑わくのスイーツについて語っ……ん？」

　私は眉まゆをひそめて、暴君様の手にある黒い塊かたまりを凝ぎよう視しした。

　大きさはおよそ六、七センチくらい？　ちょっと縦長かも。

　暴君様は、鉄製のへらを使って器用に塊を割った。剝むいたというほうがより正確かな。

　目の前の籠かごへ、ボールの革かわみたいに弾だん力りよくのある殻からを投げ入れる。

　殻のなかには、薄うすい膜まくで包まれたお手玉めいたものが詰つめられていた。

　なかに砂でも入っているらしいけれど、問題はそこじゃないと気づいた。

　殻入れの籠の横にも別の容器があり、そっちは蓋ふたつきだ。かさかさと音が聞こえる。

　かさかさ？　なんで音？　首を傾かしげる私の前で、暴君様は蓋を開け、なかから黒い塊をひとつ取り出した。だんだん血の気が引いてきた。だって、それは。

「だっ、なっ……むっ、い……!!」

「だから、さきほどから、なにを言っている？」

　動いてる生きてる、生き物だよねナマモノだよね、でぷっと丸くて足みたいなのがあるっ。

　私は絶ぜつ叫きようの形に口を開き、仰のけ反った勢いでばたっと後方に倒たおれた。頭打った、火花散った！

　蒼そう白はくになって倒れた私に驚おどろいたらしく、暴君様は慌あわてて鉄製の道具を板いた敷じきに戻もどし、抱だき起こしてくれた。私は、とあるひとつの可能性に思い至り、暴君様の胸に縋すがった。

「もしかしてとかげとか蛇へびとか、そういったナマモノ系漢方の一種ですか。私にくださっていた薬やく湯とう、まさかナマモノを煎せんじたものだったですか。だだだめですほんと、それだけは！」

　飲んだ、日に何度も飲んでしまっていた。私の剣けん幕まくに、呆あつ気けに取られていた暴君様は、次し第だいになんともいえない微び妙みような顔を見せた。さらさらした髪かみを軽く揺ゆすって否定する。

「違う、薬じゃない」

　ななななに、なんですか、食べ物じゃないことを心から祈いのる。

　私がなにを妄もう想そうして怯おびえているのか丸分かりだったようで、暴君様は苦く笑しようした。胸にはりついている私の背を、あやすように軽く叩たたく。……私っ懐なついたりしませんよ、この程度でっ。

「これは鉄てつ鳥どり。碁ご子こ、という。鼠ねずみのように見えるが種族は鳥だ。ただし飛べはせず、目も持たぬ。聖なる鉄、隼はや鉄てつの原料となる鉄を身に宿す特とく殊しゆな地底鳥。地中に巣を作る」

「ご、ごごごこ」

「ごが多い。ごこ。天てん祖そたる女め神がみの力を引き継つぐ、国の護ご女じよ、〈緋ひ宮みや〉へ奉ほうじる神しん鉄てつだ。そういう貴き鉄を、はやてつ、という。この碁子という地底鳥は鋼こう石せきのなかから生まれる希少種であり、また、共食いをする種でもある。こうして壺つぼに入れ、共食いをさせる。生き残りの強き碁子の腹に、隼鉄の粉が──」

「ぎゃああああそんな詳くわしい説明いらーん!!」

　聞きたくなかった、聞いちゃいけない話だった。

　うわあ共食い、世は無情だよ気色悪いよ情なさけ容よう赦しやもないよ、しかもこの人、平然と黒い鳥の、碁子の胴どうを、かっさばいていたじゃないか。よく見れば、ものすごくちまい羽が背中についている。嘴くちばしみたいな突とつ起きもある。本当に見たくなかった、知りたくなかった……！

　両手で耳を塞ふさぎ、ずりずりと後退する私の全力拒きよ否ひ体勢に、なにやらむかっときたらしい。さすが暴君様の呼び名はだてじゃなかった、嫌いやがる私の腕うでをわざわざ摑つかみ、引きずり寄せ、果てには自分の膝ひざ上うえによいせと乗っけてがっちり拘こう束そくしたあと、目の前に碁ご子こを差し出してきたのだから。虐ぎやく待たいの使命感に燃えている据すわった目だ。サドですサドです本物の暴君です！

「よいか、火か々かの季節が目前だ。忌いまわしき火々の季──楽らく奪ばい月つきには神が去り、魔ま力りよくを抱いだくけだものどもが弱まった封ふう界かいを破って訪おとずれる。地を汚けがし、女を穢けがす、醜しゆう怪かいなけだものの種族。この稀まれなる神鉄、隼鉄のみが邪じや淫いんの種族を打ち砕くだける。その聖なる鉄を宿す鳥を厭いとうとは何事か。見ろ」

　何事とかそういう問題じゃない。かかのき、とか、らくばいつき、とかも意味不明だ。

　ただ、鳥を生きたままかっさばくなんてそんな、不気味すぎるしかわいそうだし気味が悪いしかわいそうだし、あああん。

　私は思考を混乱の嵐あらしのなかに落とした。理性が儚はかなく吹ふき飛んでいく。

「──きけけ。惨むごかろうと？　鳥、殺あやめること、酷ひどかろうと？　くきき」

　そうそうそう、そうなんだけれども。

　ってサドな暴君様、なんでいきなり変な笑い方を──。

「稚いとけないこと、柔やわいこと、娘。だが、鼓こ動どうあるもの、輪のごとく廻めぐる定め。あるいは、表ひよう裏りを抱く定め。生きて死に、殺され殺し、食い食われ。月は日を飲み、光は闇やみを垂らし、美は醜に変じ、男は女を見み尽つくすもの。女は怨うらみを孕はらみ、やがて荒あらぶる命を血ち潮しおのなかに産み落とす。連れん鎖さ、永えい劫ごうの連鎖。見よ、土打つ雨が天地を繫つなぐ。雲くも間まより鬼き神しんが降り、騒そう乱らんの鞭むちをふるう。乱れる世、からくも、非情の掟おきてに縛ばくされる。非情が、慈じ悲ひへ転じるゆえに。死が、次の生を約するゆえに。なればこそ、生きる者のすべの酷さ、際きわ立だつほどでなくては、許されぬ。生を、貴とうとき煌きらとするためには。そも、殺さつ戮りくとは神のすべ。神々の争いが、人ひと世よ造りの一いつ端たんである。これらの通り、神模もする人も粛しゆくと残ざん忍にんなるは、条理という。くきき」

　私は目を剝むいた。こぼれ落ちそうなほど、目を剝いた。この芝しば居いがかった台詞せりふは右から左へすぱっと通過している。暴君様が諳そらんじたのでもなく、当然、私が喋しやべったのでもない。

「ゆっ、ゆ……！」

　鉄鳥かっさばきの次は、もう本当、どうなっているのか、だってだって、虚こ空くうに。

「ゆうれい……!?」

「きけけ」

　半はん透とう明めいのシャーマン系幽ゆう霊れいが宙に浮ういていた。いや、幽霊だから半透明なのか。半透明だから幽霊なのか。とにかく、胸から下は完かん璧ぺきに消えていて、見えない。わさわさわさっとした灰色の髪に、たくさん飾かざりをつけている。そして、なぜなのか、なぜなのか！　明らかに頭ず蓋がい骨こつを使って作りましたー、って感じの仮面をつけている。もちろん、耳みみ飾かざりも骨製だ。さらに、すっけすけな黒い羽が生えている。また黒か。黒をとことん極きわめるつもりかこの世界。せめて白なら、天使の幽霊かもしれないって思えなくもないのに。

「昼ですよ、今はまだ日が燦さん々さんと差し……くそう、枝と雲に遮さえぎられて太陽全然見えないけど、それでも一応は昼なんですよ。幽霊来ちゃダメです、丑うし三みつ時にでも出直してきなさいっ」

　恐きよう怖ふと驚きよう愕がくが臨界点を超こえた結果、私は逆上した。なにかあったら暴君様に戦ってもらう気満々で、威い丈たけ高だかに説教してしまう。するとシャーマン系幽霊が、くき？　と妙みようにあどけなく首をかしげた。どこの乙女おとめですか、微み塵じんもかわいくない！

「椰や真ま!?」

　それまで茫ぼう然ぜんとしていた暴君様は、我に返った様子で叫さけんだ。やま？

　やま、って、まさか、このシャーマン系仮面幽霊の名前？　ちょっと待って、幽霊の知人がいるって、暴君様、どんだけ荒すさんだ暗黒色の生活送っているんですか。

「やあ、久しや」

　仮面幽霊も気軽に、よっ、と片手を上げて明るく挨あい拶さつしない！

　もっと厳いかめしく、恨うらめしく、泣く子をさらに号ごう泣きゆうさせる勢いで白目も剝きつつ、さらには呪のろっちゃうぞ取り憑ついちゃうぞって感じで髪も振ふり乱しつつ、ラップ音と苦く悶もんの呻うめきを響ひびかせて登場しなきゃ幽霊の名がすたるじゃないか。

「んふ。娘むすめ、この椰真をそうまでも、ながと見て、もしや惚ほれたか。けきき」

　大いなる誤解を抱いた幽霊が照れ笑いし、獅し子し舞まいみたいなもさもさの髪をご機き嫌げんに揺らして、半透明の不気味な人骨仮面顔を近づけてきたため、私はうぎゃっと飛び退のいた。

　忘れていた、暴君様の膝上に乗せられていたこと。わたたわたたと空中でもがいたけれど、体勢を立て直せない。私は暴君様の膝ひざから転がり落ちてしまった。

　その拍ひよう子しに、肘ひじで例の壺を勢いよくどついてしまう。

「あ」

「けき」

「あ」

　三人、いや、二人と幽霊の声が重なった。

　かしゃーんころーんと倒れた壺が転がり、地じ獄ごくの門もとい蓋が開く。なかから、まろやかに黒光りする碁ご子こがぞろぞろ這はい出てきて、ちょっと不思議そうに蠢うごめいた。

　次の瞬しゆん間かん、碁子たちが、なにか重大なものを発見したようにぴたりと動きを止める。

「え？」

　目を疑った。碁子たちが群れをなして一いつ斉せいに、私に向かってきたからだ。正確には、左手に向かって。甘えるように私の左ひだり腕うでを駆かけのぼり、ちびた羽をばたつかせてはりつく。

　黒に覆おおわれた自分の腕を見て、悲鳴も上げられなかった。

　私は全身鳥とり肌はだ状態でおののき、勢いよく左腕を振り回した。碁子を落とすためにだ。

　ところが逆効果となった。離はなれまいとして、ますます碁子が肌にくっつく。

　嘴なのか、爪つめなのか、つぷつぷつぷと、私の腕に無数の小さい棘とげがくいこむ。

「やっ、や……っ、や！」

　意識が霞かすんだ。いや、実際に目の前に白はく煙えんが流れている。

　暴君様が、庇ひさしにぶらさげていた風ふう鈴りんをいつの間にか手に持って、失神寸前の私の傍そばで揺ゆらしていた。その風鈴から、薄うすく薄く白煙が漏もれている。ちょっと甘い匂においがした。この香かおりが催さい眠みん薬がわりとなったのか、ころころっと私の腕から簡単に碁ご子こが剝はがれ落ちていく。

「い、い……い」

　まともな言葉を話せない。涙なみだが勢いよく噴ふき出し、頰ほおを濡ぬらす。

　やだもうこんな気味の悪い夢の世界、嫌きらい！　平和な現実に戻もどりたい！
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　私の手と腕、刺さされたせいか、湿しつ疹しんが出たときのように赤くなっていた。絶望感でぷるぷるしていると、暴君様は慎しん重ちような動作で私の手を取り、丹たん念ねんに状態を検分した。

「──心配するな。ただ付着していただけで、刺されちゃいない」

　ほんと？　ほんとですか？　縋すがる思いで見つめると、暴君様は困ったような表情を浮かべ、自分の頰にかかっていた青い髪かみを振り払はらって、私をそっと抱き上げた。

「おまえ、俺に叱しかられてもいっこうにめげずにいたというのに、碁子程度が怖こわいのか？」

　普ふ段だん通りの憎にくまれ口を叩きつつも、へこたれてぐったりしている私を休ませてくれるつもりなんだろう、寝しん所じよへと足を運ぶ。

　暴君様の肩かた越ごしに怖こわ々ごわと板いた縁えんをうかがえば、あの仮面幽霊が楽しげに、昏こん倒とうしている碁子たちに、ふー、と息を吹きかけて遊んでいた。
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　寝ね床どこに降ろされたあとのことだ。

　色々とショックが重なって涙のとまらない私を見、暴君様は途と方ほうに暮れたらしかった。私がいつものふてぶてしさを発揮せず、精神的に弱っているので、対処に悩なやんでいるようだ。

　夜具の上に縮こまり涙に暮れていると、気難しげに眉まゆを寄せた暴君様は腕うでを伸のばし、私の目元を袖そででぐいぐいと拭ふき始めた。い、痛い、いたた。

　それから思案顔をしたのち、一いつ旦たん寝しん所じよを出て、水を入れた小さな丸まる桶おけと薄い布を抱かかえ、戻ってくる。てきぱきとした動きで、水に布をひたす。

「手」

　ぶっきらぼうに催さい促そくされ、私はぐしぐしと泣きつつも手を出した。赤く腫はれてしまっている左手と腕に、濡れた布をあててくれる。そのときふんわりと、ほのかに茶葉みたいな、いい匂いが漂ただよった。この布からだ。普ふ通つうの水ではなく、どうやら薬を混ぜているらしかった。

「しばらく冷やせば治るから、大人しく眠ねむっていろ。わかったか？」

　眉み間けんに滝たきが流れそうなほどの深い皺しわを寄せてはいるが、いつもよりも口調が柔らかい。子どもに言い聞かせるような穏おだやかな声こわ音ねだ。私はしゃくりあげつつ小さくうなずいた。

「俺は向こうにいるから」

　碁ご子こ解かい剖ぼう作業を続けるつもりなんだ。さっきの椰や真まって何者。……何者というか見た目からして幽霊だけど。碁子と椰真の不気味な姿を思い出して、私はとっさに暴君様の袖を摑つかんだ。

　立ち上がりかけていた暴君様は、ちょっと驚おどろいたように髪を揺らし、私のそばで膝を床ゆかに落とした。

「案じることはないだろう、あれは、胡う乱ろんな姿ではあるが、山さん精せいのようなものだ。……本人もそのようなものだと曖あい昧まいに言っていたし」

　最後のあやふやな言い回しがとても気になるんですが。そもそも人じゃないような。いえ。

「俺も初めに見かけたときは驚いたが、あれは戯ざれ言ごとをきかせ、人のうろたえるさまを笑うのが好きなだけで、格別に悪さはしない」

　反論する気はないですが、人をからかうのが趣しゆ味みという時点で、間ま違ちがいなく悪さの域じゃ。

　それに暴君様、目が微び妙みように泳いでますから。

「その手も、明日までには赤みが引く……はずだ。確かに碁子は猛もう毒どくを持つ危険な種でもあるが、引っ搔かかれただけで刺されてはおらぬ。安心しろ」

　今の説明で安心感が一気に消しよう滅めつしたんですが。私はぶわっと涙を目に盛り上げた。気まずそうにしていた暴君様は、ぷるぷるとさらに激しくおののき始めた私を見て、顔をひきつらせた。狼ろう狽ばいしたのをごまかすように自分の肩かたまでの髪を指で弄もてあそび、次に耳飾りをいじくる。

「こら、なぜ泣く」

　いや、なぜ泣かないでいられると思うのか、そっちのほうが不思議です。

「おまえ、俺の話を信じぬのか。それが許されると？」

「でも碁ご子こ、毒あるって」

「刺されてはいないと言っているだろうに。……刺されていないと思えば、そのようになるものだ。何事も気のもちようと言う」

　むちゃくちゃな体育会系発言きた。

「でも、暴……あなたも、碁子、触さわるです。毒、危ないです。だめです、触る、だめ」

　やばい、ナチュラルに暴君様と言いかけてしまった。その動どう揺ようを殺しきれず、エセ日本人みたいな話し方になってる、私。

「お願い、触っちゃ、やです。だめ、だめ」

　だって私の手、じんっと痛むし、発ほつ疹しんが出ている。アレは触っちゃならん類たぐいの生物だ。

　アレのもとには行かせないぜー！　と内心勇ましく宣言しつつ、暴君様の袖をがしっと懸けん命めいに摑んでいると、なんとも言えない沈ちん黙もくが広がった。

「ばかめ」

　呆あきれたような、戸と惑まどっているような声音だ。

「阿あ呆ほ鳥どりが、余計なことを考えなくてもよい。俺は、鉄の毒に耐たい性せいがある。そういう体質なんだ。だから鉄てつ狩がり師しとなった」

　てつがりし？

「碁子を育て、原鉄を精製する者のこと。おまえ、本当になにも知らないな？」

　暴君様は耳みみ飾かざりを揺らし、私に少し身を寄せた。ぎこちなく腕を伸ばし、両手の親指の腹で、なぞるように私の涙をぬぐう。今度は、労いたわりが滲にじむ、とてもとても優やさしい感かん触しよくだった。

「ぁふ」

「変な顔。ますます不細工になるから、泣きやまぬか、ほら」

　ひどい。ますますって。なにか言ってやりたいのに、躊ちゆう躇ちよを隠かくすように伏ふせられた目元がやけに艶つやめいていて、見み蕩とれるくらい美しくもあって、私は反はん抗こうすることができなかった。

「椰や真まの言げん通り、嫌いやだ、などという稚いとけなさで何事も退けられるはずがない。この世はむごいぞ、娘むすめ。だから生きる価値がある」

　そう言い置き、さらりと手のひら全体で私の顎あごを撫なでて、暴君様は静かに去っていった。

　この世はむごい。そんなこと、言われなくても知っている。私自身が今、身動きできないくらいのむごい目にあっている。見知らぬ世界に──覚めない夢に、取り憑つかれている。現実に戻りたいのに、方法がわからない。思い通りにいかない世界。泣く種は、つきない。







　三章







　気がつけば、わずかな時間、微睡まどろんでいたらしかった。

　たぶん一時間も経過していないだろう。私は手首で目をこすり、眠ねむ気けと闘たたかいながら上体を起こした。しっかりと上うわ掛がけが身体からだにかぶせられている。暴君様がかけてくれたらしい。

　ということは、眠っている最中に一度、様子を見にきてくれたんだろうか。

　思わず奇き襲しゆうしたくなるくらい口が悪いくせに、なんだかんだで面めん倒どう見みがよく親切な人だ。

　だからだろうか。怒おこられるとわかっていても、かまってほしくてつい減らず口を叩たたいてしまう。いびられるのが嬉うれしいだなんて、自分でもおかしいと思うけれど。

　だめだ、馴な染じんじゃいけない。馴れ合っちゃいけない。

　私は忙せわしなく辺りを見回したあと、自分の左手に視線を落とした。布がまかれている。

　まだじんとした痛みが手のひら全体に残っていた。

　……別に、匂いフェチってわけじゃないけれど！　私は布がまかれた左手を顔に当て、匂いをかいだ。うん、やっぱり茶葉みたいな香りがする。この世界にも、紅茶とかあるのかな。お母さんが好きなんだよね、紅茶。よくリクエストされるので、きらさないよう棚たなに多種のストックを置いている。私、家でも学校でも、ノミモノ係で──。

「違ちがう、そうじゃなくて」

　私は両手で口をおさえた。前まえ屈かがみになり、強く目を閉じる。

　唐とう突とつに、うっと吐はき気がするくらい、激しくこみ上げてくる感情があった。

　今いま頃ごろ気づくなんて私の大おお馬ば鹿か。お母さんは、私がいれた飲み物は、どんな味であっても「美味おいしいね知夏」と必ず褒ほめて笑っていた。私のためにだ。私を、幸せにするために。

　祖父も、ご近所のおじさまたちも、校長先生もみんな、包み込むような優しい目で笑ってくれていた。あたたかな日ひ溜だまりを心に作る眼まな差ざしだった。

「寂さびしい」

　無意識に漏もれた自分の声の弱々しさに、寒気が走った。

　室内は薄うす暗ぐらく、よそよそしく、凍こおりついているように静まり返っている。

　心細さに耐たえきれず、そうっと夜具から抜ぬけ出し、這はい進んで、音を立てないよう静かに戸を開く。立て付けがいいのか、戸はひっかかりもせず滑なめらかにすっと開く。

　私はそのまま這う形で板いた縁えんを前進した。暴君様は先ほどと同じ位置で作業しているんだろうか。もう別室に移っているのかもしれない。どうしよう。

　束つかの間悩んだが、杞き憂ゆうに終わった。暴君様はほぼ同じ場所に腰こしを下ろしていた。ほぼ、といったのは、座る向きだけが変わっていたから。こっち側に背を見せている。

　隠れる所はないので、もし振ふり向かれた場合、私の姿がばっちり見えてしまうのだが、暴君様は虚こ空くうに浮ふ遊ゆうしている半はん透とう明めいシャーマン幽ゆう霊れいの椰や真まと、熱心に対話中のようだった。

　こっちにあまり意識が向いていないみたい。……って、まだいたのか椰真さん。

「殺あやめぬのか」

　物ぶつ騒そうな椰真の言葉が耳に飛びこんできた。盗ぬすみ聞きはよくないとわかっていたけれど、私は動きを止め、耳を大きくした。殺すって、なにを。碁ご子このこと？

　でもすでに暴君様は、作業もとい碁子解剖に精を出しているのに、あらためて訊たずねるのは奇き妙みようだ。そういえば碁子って、解剖しても出血がなかった。化石のような奇き怪かいな生き物だ。

「魔ま封ふうの川がふいに断たたれ、結界が崩くずれたのは、あの娘に関かかわりがあるのだろ？　くけけ」

　娘？　娘って、それ。

「くひ。忌いまわしき滸こ楽らくの種族かもしれぬと疑念を持ったから、連れてきたはず。あのけだものどもは狡こう猾かつ極きわまりなし。原初の血を継つぐ者は、魔力も高い。人に化けているやもしれぬ。邪じやか、聖か。性の見極めはついたのか」

「うるさい」

「もしも滸楽ならば、とんまに見えてあの娘、高位の者かもしれぬ。なにせ魔封の川が氾はん濫らんしていた。あの娘の存在に、歓かん喜きしていた。まったく愉たのしい。魔封の川。けだものの侵しん入にゆうを阻はばむため、怨えん嗟さで穢けがした昏くらき川。魔をもって魔を制すとは。人とはなんて邪じや悪あくなり。けけ」

「椰真。うるさいと」

「ぬし、滸楽の女を飼い馴らすつもりか？　そうして他ほかの滸楽どもをおびき寄せ、一いち網もう打だ尽じんにでもすると？　やはり人とはなあ、くくく」

　なに、この会話？　椰真のいう娘って、もしかしなくても私のことだよね？

　こらく。どこかで聞いた覚えがあるけれど、はっきり思い出せない。

　話の流れからして、よくない表現であることはわかる。私のこと、その滸楽っていう魔ま物ものめいた動物と誤解していない？　魔物だなんてほんと非常識で馬ば鹿かげていると思うけれど、でも碁子とか、この椰真っていう幽霊を自分の目で見てしまっている。今さらだ。

　二人で、私を殺す相談をしているの？

　じゃあ暴君様は、私の正体を見極めるために手厚く看病してくれていたってこと？　そして私を餌えさに、他の悪い種族を引きずり出そうと考えているの？

「あの娘は紛まごうことなく、異質な気を持っている。どうする、殺めるのか。まさか、ほだされたか。きひ」

「ばかな」

「ならば、くれぬか。あの娘。椰真はなんだか気に入った。あの娘、食わせよ」

　ちょっ自分で椰真って名前呼びしても全然かわいくない……じゃなくて！

　食わせよ、ってなに！

「椰真、おまえね。悪あく食じきにもほどがある」

「なんだ、やはり、情を？」

「違うと言っているだろうに。好きにしろ」

　投げ遣やりな暴君様の返事に、びっくりした。

「よいのか。よいのか？」

「娘が、真に魔であるならばな。だがおまえの言うように、あれは──なんだろうな。ただびとではないことは察せられる。妖あやかしにしては、間ま抜ぬけにすぎるが」

　暴君様は、実に素っ気なかった。私は地味にショックを受けた。なにこれ。なんの話。

「後こう悔かいせぬか、胡こ汀てい。あの娘、椰や真まが召めしても？」

「しつこい」

　私はとっさに、耳を塞ふさいだ。

　胡汀──こてい。やだ、聞くんじゃなかった！

　本当、盗み聞きなんてするもんじゃない。私、刑けい事じとか家政婦にだけは絶対になるもんか。

　胡汀。暴君様の名前だ、きっと。ずっと知らずに過ごしたかったのに。

　あっけらかんと口にしてくれた椰真を恨うらみたい。名前を知ってしまえば、ますます暴君様が『現実の』人間に近づく。夢のなかの登場人物、という範はん囲いにとどまらず。

　なんだかこの夢、怖こわいよ。おかしいよ。私の頭では思いつくはずのない奇怪な言葉が、ぽろぽろ出てくる。二人の会話にあった滸こ楽らくとか。碁ご子こというのもそうだ。

　こんなの私の見る夢らしくない。

　私はもうこれ以上一人と一霊れいの会話を聞きたくなかったため、音を立てないよう注意しながら、寝しん所じよに戻もどった。頭まですっぽり夜具をかぶり、狭せまく小さな暗くら闇やみのなか、目を見開く。

　ほんの少し、ほんとちょびっとだけ、暴君様──胡汀に、気を許しはじめていたかもしれない。意地悪な発言こそ多かったけれど、あの人が親身になって私を生かそうとしてくれていたのがわかったからだ。

　でも、さっきの会話を盗み聞きして、すぱっとふんぎりがついた。未練なく逃とう亡ぼうできる。

　真夜中、抜け出そう。怖がりな私は、今まで脱だつ走そうはすべて日中だけだった。夜だと道が見えず、川に無事到とう着ちやくする前に、迷子になる危険が高い、という理由もあった。

　いつまでも、そんな甘い言い訳をして立ち止まっている場合じゃない。

　私が夜中には逃にげ出さないと胡汀も高をくくっていると思うし、きっと成功するはずだ。

　ばかばかばか、暴君様のばか。私、いなくなっちゃうんだからね。

「もうどつかれてもあげないし、いびられてもあげないんですからっ」

　碁子に引っ搔かかれた手よりもじくじく痛む胸を、私は顔をしかめながら押さえた。

　暗闇のなかに、家族や友人たちの笑え顔がおを見る。心は急速に、現実世界へ──みんなのほうへ引き寄せられた。彼らのそばにある、私の世界。平和な日常。

　手を伸のばして摑つかめば、まだ間に合う。きっと取り戻せる。
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　深夜だった。雪を溶とかした水で固めたに違いない、透すき通った白い月が天空に端たん座ざする夜。

　私は寝ね床どこからごそっと身を起こしたあと、屋舎内の気配をうかがい、耳をすました。

　音はない。耳鳴りがするほどの静せい寂じやくが、重々しく広がっている。

　この世界……この夢にはびっくりすることに、電気やガスが登場しない。

　古代チックな生活そのもので、文明の利器とは一いつ切さい無む縁えんだ。水道だって整備されていない。洗せん濯たくや料理などで水を使いたいときは、厨くりやに溜ため置きしている大きな壺つぼから汲くむというのが基本。そもそも壺の水も、近場の川でいちいち汲んだものだった。

　今の季節だと湯をわかす必要がないと言い、胡こ汀ていは川で直接水浴びする。ちなみに使用する水は、あの呪のろわれそうな色をした川のものじゃない。また別の小川があるんだ。

　食事は山菜や魚の鍋なべ物ものがほとんど。生活空間にしている棟むねには、龍たつ型の横木がくっついた自じ在ざい鉤かぎがぶらさがる立派な囲い炉ろ裏りがあって、大たい抵ていそこでささっと調理する。

　あるものの大半が古代チックなので、当然、夜の照明といえば蠟ろう燭そくだけ。蠟燭といっても、現代世界に流通しているキャンドルとはちょっと違う。花か蠟ろう、という。肉食性の花の根に溜まった油分を搾しぼり、煮に詰つめ、冷まして、蠟にしている。これが血の色のようなすごい赤。わずかにアロマめいた香かおりがある。とても貴重なものらしくて、無む駄だ遣づかいをすると怒おこられる。

　この花蠟と、火か芯しんというマッチ的な道具を、ひとつずつ拝借することにした。

　森のなかを歩くときに必要だ。目につきやすいので本当は使わないほうがいいんだろうけれど、山道に慣れていないため、月明かりだけでは厳しい。

「真っ暗だ。無事に川まで辿たどり着けるかな……」

　闇やみの途と轍てつもない密度に、顔が歪ゆがむ。

　前方に伸ばした手の先が飲まれて見えなくなるほどに、深く、暗い。

　私は不自由な視界に四苦八苦しつつも、手て探さぐりで着き替がえをすませ、寝所を出た。

　着たのはもちろん、現代の服。制服とコートだ。季節的に、着込むと暑いけれど、屋舎に置いていくわけにもいかない。手に巻いていた布は外した。胡汀の言う通りだったらしい。赤みはまだ薄うすく残っているけれど、痛みはほとんどひいていた。

　空には白い月が浮うかんでいる。あんまり透き通って見えるためか、もしも月光に触ふれることができたなら、きっと氷の欠片かけらのように冷たく清らかなんだろうと妄もう想そうしてしまった。

　屋舎を離はなれて木立のなかへ入るまでは、ブーツを履はくのを我が慢まんし、裸足はだしで歩いた。

　というのも私のブーツ、ヒールが多少あるせいか、コンクリートじゃなく土の地面であっても靴くつ音おとが響ひびいてしまう。

　肩かた透すかしと言いたくなるほど順調に、逃亡は成功した。本気で行動すれば、いつでも逃げ出せたってわけだ。帰き還かんを引き延ばしていたのは、飼育に燃える……違ちがった、身投げを阻そ止ししようと世話を焼いてくれる胡こ汀ていではなく、ここが居い心地ごこちよくなり始めていた私だったのだ。

　私は木の陰で、ブーツを履いた。それから屋舎のほうを振ふり返る。屋舎のある一いつ帯たいだけが開けた地になっている。淡あわい月明かりの下、幽ゆう境きようの風ふ情ぜいを醸かもし出していた。

「……ばいばい」

　私は顔を背そむけ、木立の奥へと進んだ。
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　呆あつ気けないほど簡単に逃げ出せて、呆気ないほど簡単に迷子になった。

　舐なめていたわけじゃないけれど、暗闇はやっぱり強敵だった。

　深々とした暗さは、花蠟の小さな明かりだけでは到とう底ていかなわない。

　非常に怖い。戻りたくても戻れない。帰りたくても帰れない。天を覆おおう枝の隙すき間まから、細い束となって降り注ぐ月明かりの下で、私は一いつ旦たん、立ち止まり、途と方ほうに暮れた。

　水の音がするほうへ歩こうと考え、黒川が流れている領域を目指していたはずなのに、方向感覚が途と中ちゆうで狂くるったらしい。自分が今、どの位置にいるのかさえ、判断できない。

「どうしよう」

　歩き続けるしかなかった。それしかできることがなかった。
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　獣けものの鳴き声が響いた。

　どのくらいの距きよ離りを歩き続けたのかはわからない。すでに足が棒と化すくらい歩いた、きっと。でも夜は深い。まだまだ深い。低木を揺ゆらす獣の歩みの音が、私を追っていることに気づいたのは、さっき。花蠟の明かりが目印になってしまっているのかもしれない。消すべきなんだろうけれど、明かりがないと、歩けない。

　そこで、苦肉の策。私は、徐じよ々じよに距離をつめてくる獣の鳴き声に怖おそれをなし、木の上に避ひ難なんした。追ってくる獣が、木登りが得意でないことを祈いのるばかりだ。

　この一帯の木々は幹みき肌はだこそ黒いものの、胡汀の屋舎付近に立つ樹木とは様相が違って葉が少なく、枝もどっしりと太いタイプが多かった。

「怖いよ、どうしよう……」

　ろくに視界の利きかない暗さのなかを、走って逃げることなんかできない。

　先のことを考えずに軽々しく無む謀ぼうな真似まねをすれば、駆かけ出すそばから木の幹にぶちあたって怪け我がをする確率が高い。いや、痣あざができる程度の軽傷ですめばいいほうで、運が悪ければ崖がけから転落する危険もある。それは、嫌いやだ。痛い死に方だけは、嫌だ。

　私は頑がん張ばって登った不安定な木の枝の上で身を丸め、顔を伏ふせた。

　叫さけびたい衝しよう動どうをこらえるため、家族や、友人の名前を胸中で何度も呼ぶ。

　彼らの名前は、私の理性であり、力であり、宝物だった。

　この不自由な、薄うす暗ぐらい夢世界のなかで、大事にしたいものなんか、ひとつもない。

　──なのに、どうして、胡こ汀ていの姿や言葉が、頭から離れないんだろう。

「嫌だったの」

　自分だけに聞こえるよう、密ひそやかに呟つぶやく。月にも星にも聞かせられない本心だった。

　盗ぬすみ聞きした胡汀たちの会話に、腹を立ててしまった。それ以上に、本気で傷ついた。

　自分が、自分の価値や存在が蔑ろにされているっていうシビアな事実と向き合うのが、地じ団だん駄だを踏ふみたくなるくらい嫌だったからだ。

　都合のいい話なんてあるはずがないとわかったふりをしつつも、心のどこかでは、自分を大切にしてほしいっていう際限のない強い願望がきっと、あった。

　だから、胡汀が親切に私の面めん倒どうを見てくれる理由を謎なぞに思うかたわら、どうかそれが純じゆん粋すいな優やさしさだけであってほしいと痛切に願っていた。家族が無条件でそうしてくれるように。

　根底に卑劣な本音がたくさんあったことにも、気づいてしまった。

　自分が豊かさに満ちた日本という発展国で生活していたこと。反してここが不便な原始的世界であること。ケータイもテレビもパソコンもない。音楽も聴きけない。コスメも漫まん画がも雑誌もない。ショップの代わりに、ただ木々が鬱々と立ち並ぶだけだ。

　たぶん、学問的な意味でも、ここは遅おくれている。たとえば、虹にじが生まれる理由、真っ赤な夕焼け空が生まれる理由。火が熱い理由。雨が降る理由。

　そんな根本的なことさえ、きっと知らないだろう。でも私は、その理由をちゃんと科学的に説明できる。だから、無意識に優ゆう越えつ感かんを持ち、見下していたのかもしれない。

『現代製』の豊富な知識を持っているってことは、それだけで特権だ。

　なにか特別なことをしなくても、ここでは完全な足手まといであっても──自分一人では着物を着られず、火をおこせず、身の回りにある物の名前さえわからなくとも──崇あがめるように大切にされるべきなんじゃないか。そういう、目を覆いたくなるほど高こう慢まんな不満。

「でも、違うんだ。全部、違う」

　差し出された親切心は、偽にせ物ものだった。魔ま物ものじゃないかと、疑われていた。

　大事にされていたわけじゃ、なかったんだ。

「やだ、私……」

　顔が歪む。そう考えてしまう自分に、ぞっとした。

　最低だ、これは本当に、掛かけ値なく、最低な人間だ。

　──それに、胡汀をだんだんと本物の人間扱あつかいし、なおかつここを他愛たわいない夢ではなく、確かに存在している世界だと捉とらえ始めていることにも、寒気を覚えた。

　自分の卑劣さと、変わり始めた認にん識しきを覆くつがえすには、あるいは目を背けるには、胡汀のもとから逃にげるしか方法がなかった。

　ぎゅっと両手を握にぎり締しめ、目をつぶったときだった。

「──娘むすめ、ずいぶん遠くまで歩いたなあ。くけけ」

　突とつ然ぜん、声が響き、私は驚おどろきのあまり枝から落下しそうになった。目の前にぷかぷか浮いている半はん透とう明めいの物体。夜間のせいか、ちょっぴり発光しているのがなんとも心こころ憎にくい演出だ。

「やっ……!?」

　よっ、と妙みように軽い仕草で片手をあげ、空中浮ふ遊ゆう物体ならぬシャーマン系幽ゆう霊れいの椰や真まが挨あい拶さつした。いいのだろうか、生者を呪のろい、闇やみ夜よをさまよう幽霊的な容よう貌ぼうなのにこの軽けい薄はくさ。

　あげられた片手は、ミイラっぽく不気味に乾ひ涸からびている。

「なんでここに！」

　私は思わず叫び、慌あわてて口をおさえた。いけない、獣に追つい跡せきされている最中だった。

「そりゃあ、娘を追ってきたから」

　悪びれもせずきっぱり言われ、脱だつ力りよくしそうになった。

「なぜ断りなく、保護者たる胡こ汀ていのもとを飛び出した？　闇の時刻、人には災わざわいが降る」

「……あんな人、私の保護者じゃない。私がいつ、どこに行こうと関係ないもの。なんでいちいち断りをいれなきゃいけないの？」

　椰真は首にぶらさげている飾かざり物を両手でくるくる回し、「きけ」と小さく唸うなった。

「獣に追われておろうに、なにゆえ枝上に？　みずから退路を断たったようなものだろう？」

　椰真は不思議そうに、ことんと首を傾かしげた。かわいくない、かわいくない。

「だって、逃げないと！　武器とか持ってないし、私に追い払はらえっこない！」

「だから、なぜ木の上に？」

「他ほかに逃げ道なんてないもん！　帰りたいだけなのに、なんで次々と怖こわいことばかり……っ」

「だが木の上など、なおさら窮きゆう地ちに他あるまい？」

　当然のように指し摘てきされて、ぐっとつまった。

「だって！」

　他に避難場所なんかないって、言ってるのに！　まさか、走って逃げて崖から転落すればいいって？　それともろくに視界が利きかないなかで、獣と格かく闘とうしろとでも？

　夢のくせに、超ちよう人じん並みの運動神経や異能を授さずけてくれもしない。こんなレベルゼロの状態でどうやって追い払えばいいの。ただわかったのは、自分の頭に悪あく臭しゆうが漂ただよっていそうな、いやらしい考えが隠かくされてたってことだけだ。

　──そもそも、このシャーマン系幽霊が、余計な質問を胡汀に投げかけたせいじゃないか！

　憤いきどおって、椰真を睨にらんだとき、くけけけっと楽しげに笑われた。

「な、なんで笑うの！」

「だってぇ、だってぇ、なんでぇ、なんでぇ！」

　ぽかんとした。椰真は奇き妙みような高い声こわ音ねで壊こわれたように、だって、と、なんで、を繰くり返す。

「けけ、まこと楽しや。なあ、椰真に教えておくれ、なにゆえおまえは、陰かげに隠れて不満と弁明ばかりを繰り返す？　おのれというのは、もしや神より大層なものなのか？」

　な──なにを！

「そんなこと言ってない！　私はただ！」

「ただ？」

　だって、とまた言いかけて息を吞のんだ。

「その、だってぇなんでぇ、で神も魔物もひれ伏してくれるのか。なんと万ばん能のうの呪じゆ言ごん。だが面めん妖よう、椰や真まが唱えても、いささかも効力を発揮せぬ」

「違ちがうっ、そうじゃなくて！」

　なんで、なんでこんなこと、この人に──人じゃないけど！　この椰真ってやつに言われて馬ば鹿かにされなきゃなんないの、他人に嘲ちよう笑しようされる理由なんかない！

　なんで、をとっさに使ってしまっていることに、再び息を吞む。

「──でも、不満言って当然じゃない！　だって私、ひどい目に遭あわなきゃいけないような悪いこと、した!?　普ふ通つうに生活していただけだもん、それなのに、なんで！」

「罪を犯おかしていないから山ほど幸さちが降って当然か？　災いも苦難も、みな避さけて通ってくれるのか？　ではとくと見てみよう、おまえの言が正しいのなら、迫せまり来る獣はこの木めがけて登りはせず、おまえを襲おそおうともせぬだろうな？」

　ひどい嫌いや味みだ。そんな都合のいいこと、あるはずない──反論しかけて、だけど言葉にするのはよした。だって夢だもん、夢の人物に反論してなんになるの？

「正しき、悪あしきを論ずる前に。罪の在あり処かを問う前に。まずもって、責から逃のがれれば、おのれの価値をもその場に置き捨てることになるのでは？」

　心臓を素す手でで摑つかまれたような心地ここちになり、血の気が引いた。

　夢だ、と内心で見下したのを悟さとられたかのようなタイミングだったからだ。

「なんで、あなた、私を追ってきたの」

「くけ？　どうなのかねえ、と思うてだよ」

「……どうって、なんのこと？」

「椰真は娘が気に入った。愚おろかだけども、気に入った。だけども、もしも胡こ汀ていがな、おまえを迎むかえにくるのなら、食うのはやめる」

「食うって……」

「椰真は腹が減っておる。だが、食えるものがない」

　幽霊だから、とか。いや、山精だっけ。

「おまえは食えそうだ。異質な気。美味うまそうだ」

「……でも今、私が獣けものに襲われたら」

「くけけけ、人というのは、これだから！　助けよと言うておるのか、椰真に！」

　図星をさされ、私は顔を赤くした。

　この椰真という幽霊、話し方も見た目も奇妙奇天烈きてれつだけれど、とても鋭するどい。

　椰や真まは、笑いながらすうっと姿を消した。

　私は驚いた。どうして消えたのか。理由はひとつしかない。

　椰真に、私を助けてくれる気はないってことだ。皮ひ膚ふに爪つめがくいこむほど強く拳こぶしを握り、怒いかりなのか屈くつ辱じよく感かんなのか、不安なのか、判別できない濁にごった感情が噴ふき上がりそうになるのを堪こらえる。

　唸り声が響ひびいた。いつのまにか、私が登っている木の根元に豹ひようのような獣がいた。束になって降り注ぐ月明かりの下で、獣の目だけが宝石のように輝かがやいていた。

　私と目があった瞬しゆん間かん、幹に爪をたて、よじ上ってくる。

「やだ、噓うそ……！」

　どうしよう。噓でしょう。どうしたらいいの。なんで私がこんな目に。普通に暮らしていただけだ、誰だれかを特別に傷つけたことだってない、犯罪なんて縁えんがない──。

　だから、災難に遭あうはずがないって？

「……っ！」

　私は泣きそうになった。急いでコートを脱ぬぐ。泥どろでがびがびだったはずのコートは、綺き麗れいに洗われていた。その事実に今頃気づいて、愕がく然ぜんとした。私が洗ったんじゃない。

　いっぱい世話をしてくれて、いっぱい言葉をかけてくれた胡こ汀ていが、やってくれたことだ。

　私がこの、わけのわからない環かん境きようで、今まで危険にさらされることなく、飢うえることもなく、孤こ独どくに陥おちいることもなく、好き勝手に不満を垂れ流せるほど平和に過ごせたのは、全部胡汀がいてくれたからだった。たくさん暴言も吐はかれたけれど、本気で怯おびえたことはない。

　胡汀が、怯えさせないようにと、気をつかってくれたんだ。なんだ、とても大事にされていたじゃないか、私。なのに、お礼の一言も口にしていない。お母さんの紅茶と同じで、あとから気づく。鼻の奥がつんと熱くなった。だけども泣き崩くずれる余よ裕ゆうなど、今はない。

　腰かけている枝の下まで迫ってきた獣に、勢いよくコートをかぶせる。

「うっ……う、う！」

　私は、コートの上から、獣を蹴けった。めちゃくちゃに蹴りまくった。

　獣が怒りの咆ほう哮こうを轟とどろかせた。なかなか落ちてくれない。爪をしっかり幹に突つき立てている。

　だから、もっと蹴った。がつがつと硬かたいブーツの踵かかとで。自分が助かるために。

　何度蹴ったかわからない。なにかが潰つぶれる音がして、獣が落ちた。悲痛な鳴き声が耳に届く。暗く冷たい場所に心が転がり落ちていく。言葉にならないくらい惨みじめで、恐おそろしかった。

　椰真の笑い声を拾った気がした。この世はむごい。神模した人もまた残ざん忍にんなんだって。
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「──娘むすめ！　どこにいる！」

　獣の気配が消え、枝上で放心していたとき、聞き慣れた胡汀の怒ど鳴なり声がした。

　いや、やだ！　今は会いたくない、だめだ。

　私は息を殺し、身を小さくした。かたかたと自分の指先が震ふるえていることに気づいた。

「娘！」

　地面を蹴る乱暴な足音が近づいてくる。

　とっくに花か蠟ろうの明かりは消しているのになぜ私の居場所がわかるの、と腹立たしくさえ思ったとき、「ほれ、そこ、そこ」と案内する暢のん気きな声が聞こえた。椰や真まってば！

「ああ無念、おまえ、やはり迎えにきたか」

「うるさい」

　舌打ちとともに椰真の嘆なげきを一いつ蹴しゆうした胡こ汀ていが、木のそばに到とう着ちやくしたようだった。私は恐る恐る視線を落とした。さっき私が蹴落としたはずの獣の姿は、根元に見えなかった。

　とするとコートをひっかぶったまま、逃にげていったのか。私、殺してはいなかった？

　安あん堵どなのかなんなのか、判別しがたい感情が芽生え、さらに指先を震わせた。

「娘！　ばか！　なにをしている、俺を怒おこらせる前に降りてこい！」

　もう怒ってるくせに、とは言えなかった。

「はやく！」

　やだ、だめ。降りたくない。自分では降りられない。足も動かない、手も動かない。

　胸のなかが、苦しい思いでいっぱいだ。八つ当たりしたくさえなっている。

「懲こりもせずよくもそこまで逃げ回りやがって、おまえという阿あ呆ほ鳥どりは！　その木におまえの巣でもあるのか！」

「あ、あっちいってくださいっ」

「なんだと？」

「ばかばかばか、私のこと、普通の人間って思ってないくせに！」

「……なにを言ってる」

「私、あなたなんかに、ほだされたりしないんだから！」

「この阿呆鳥、それほどまでに調教されたいか」

　怒りのこもった声が聞こえた途と端たん、ざかざかと音がした。わずかに木が揺ゆれる。

　軽かる業わざ師し的な身のこなしで、胡汀はさっと木に登ってきた。

　まさか彼まで蹴落とすわけにはいかない。茫ぼう然ぜんとしているあいだに、私が止まり木がわりにしている枝の真向かいに胡汀が到着していた。

「地の上だけでは飽あき足らず、枝の上でも泣くのか、おまえという娘は。ではいったいどの地でなら泣かずにいられる」

　どこで泣こうと私の勝手！

「ほら、とっとと降りろ」

「簡単に、言わないでくださいっ」

「なに？」

「降りられるなら、自力でとっくに降りてます！」

「……おまえ、降りられないなら、初めから登るな」

「登りたくて登ったんじゃないです！──だって、しかたないんだもの！」

　こうやって言い訳ばかり。不満ばかり。私は顔を覆おおいたくなった。

「やだもうっ、戻もどりたい！」

「さっきから、なにを喚わめいている」

「現実に戻りたい！」

「寝ねぼけているのか、阿あ呆ほ娘むすめ」

「全部夢なんだから！　この世界も、全部本物じゃない、偽にせ物ものだもの、あなただって、全部。ここは私の暮らす場所じゃない。なにもかも違ちがう、こんなところ、私、知らないんだから。現実に戻る、みんなに会いたい、お母さんお父さん、友達にも弟にも。あなたなんて知らない人！　他人だもの。もう引き止めないでよ、あの川に戻──っ!?」

「この、ばか」

　私がうるさく喚き散らした言葉のどれかに、大いに怒りを刺し激げきされたらしかった。

　むしろ、こんな夜中まで私を探しまわるはめになって、とうとう堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが切れたのか。

　胡こ汀ていは苛いら立だたしげな様子で、こっちに手を伸のばしてきた。

　私はとっさに、ぶたれる、と思い違いをして、今自分がどこにいるのかを忘れ、後退した。

「娘！」

　あっ、と心からびっくりした。ない。後ろに、なにもない。身体からだがゆっくりと落ちていく。

「ばかめ！」

　怒ど声せいとともに、身体を乱暴に抱だき寄せられた。一いつ瞬しゆんだけ、ジェットコースターに乗ったときのような、お腹なかが変にむず痒がゆくなる感覚に襲おそわれた。

　そしてすぐ、どん、と間接的な衝しよう撃げきが全身に走り、不自然な沈ちん黙もくが広がる。

　わずかな間のあと、私は怖こわ々ごわと目を見開いた。

　私の下に、誰か──胡汀がいる。きょろきょろと周囲を見回して、状じよう況きようをはっきりと把は握あくし、私は青ざめた。胡汀に庇かばわれる形で枝から落下したんだ。

　私を守って、下した敷じきになったの？

　私は、胡汀の腹部からどくことも忘れて、まじまじと凝ぎよう視ししてしまった。

　月明かりが、彼の顔をよく見せた。ぎゅっと苦しげにしかめられた顔。きらきらと、銀細工の耳みみ飾かざりが月光を弾はじいている。

「あ、あの」

　なにを言っていいかわからない。軽く揺すっても、胡汀は返事をしなかった。

　私はまた、心からびっくりして、次の瞬間、後こう悔かいと涙なみだに襲われた。

「ごっごめんなさい！　ごめんなさい!!　私のせいです、私がばかだから！　やだあっ、死んじゃ嫌いやです、ごめんなさい、ごめんなさい！　どうしよう、お医者さん呼んできます、待っててください、私、お医者さん、連れて来る！」

　胡こ汀ていの顔を両手で包んだあと、私は支し離り滅めつ裂れつな叫さけびを放ち、腹部からどこうとした。

「うるさい娘、本当に」

「んう」

「これくらいの高さで誰だれが死ぬか。俺には神じん力りよくもある」

　ぎゅうっと、両手首を摑つかまれた。胡汀は瞼まぶたを開き、私に視線を向けた。

「ごめんなさい、怪け我がありますか、死んじゃだめ、お医者さん」

「うるさいと」

　ふー、と長々溜ため息いきをつかれ、その直後、強制的に胡汀の顔を触さわらせられた。

「夢だと思うのか」

「──あ」

「俺の、この身が、偽物か？」

「あ、あ」

「この鼓こ動どうは」

　摑まれた手が、顎あごのほうへと下げられた。そのまま喉のどを通りすぎ、鎖骨の上にずらされる。

　胡汀はゆっくりと目を瞬またたかせ、私の手首を摑み直した。多少乱れていた自分の襟えりの隙すき間まに、私の手を差しこませる。

　私はびくりとし、条件反射で身を引こうとした。けれども、許されない抵てい抗こうだった。

「どう思う、娘。不確かか、夢のように、朧おぼろだと」

　どくん、どくん。たぶん普ふ段だんよりも速いんだろう鼓動が、指に響ひびく。直接触ふれる皮ひ膚ふは、すぐに汗あせばむほど熱かった。たとえるならそれは、腰こし砕くだけになりそうな熱さだった。

　私は愕がく然ぜんと、胡汀を見下ろした。

　両足で挟はさむ形になった硬い腹部が、呼吸に合わせて、かすかに上下している。ふと、接せつ触しよくしている部分のすべてが、なんだか絞しぼり上げられたみたいにびりびりとしてきた。

　相手の形を自分の手足を使って、あますところなく読み取ったように思えた。この人の全部を。綺き麗れいに引き締しまった肉の厚みや、指が吸いつくような滑なめらかな肌はだ。その甘く激しい身体の温度。

「これ以上なく、本物だとは思わぬか」

　胡汀は、主人の命令を待つ獣けもののようにじっと大人しくして、私を見上げていた。

　私は突とつ然ぜん、熱湯に触れたように、顔が燃えた。

　すでに座っている状態なのに、背骨を抜ぬかれたみたいに安定を失い、倒たおれこみそうになる。

　そのとき、スカートの裾すそから伸びているむき出しの自分の太ふと腿ももや膝ひざが目に飛びこんで、くらくらした。月光の下、自分の身体とは思えない白さだった。胡汀の身体よりもずっと頼たよりなく、か細い気がし、うろたえずにはいられないほど恥はずかしくなった。顔のほてりがおさまらず、全身に熱が広がる。

　慌あわてて自分の太腿から顔を背そむけたのはいいんだけれど、まだこっちをじっと見上げている胡こ汀ていと目が合ってしまった。ざわっと肌が粟あわ立だつ感覚に襲われる。

「聞いているのか？」

　囁ささやくような声。聞きたくないのに、聞かずにはいられない。胡汀って、とびきり恰かつ好こいいんじゃないだろうか。見上げる眼まな差ざしがこんなにもきれいだなんて、どうしたら。月光が溶とけているかのよう。濡ぬれた飴あめ玉だまみたいな、艶つや。地に緩ゆるく広がる髪かみは、星ほし屑くずをまぶしたよう。
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　言葉を失っている私になにを思ったのか、胡汀は地面に肘ひじをつくようにして、上体を起こした。正気に戻って離はなれようとする私の動作を止め、吐と息いきを落とす。

「ばかな娘むすめ。軽口程度で拗すねて飛び出すとは」

　軽口？

「だいたい、おまえの話は、まるでわからない。ここが見知らぬ世界だから、許せぬと？　俺だとて世界のすべてなど知り尽つくしてはいないというのに、おまえはその、どこぞにあるか知れぬ自分の『世界』とやらを、なにもかも、見通しているのか？」

　皮肉というよりも、安らかさの滲にじむ声だ。

「そ、そうじゃないですけど！」

「ならば、そこも、ここも、なにも変わらぬ」

「だって、でも、ここは私の世界なんかじゃ……！」

「私だけの世界ではない、の間ま違ちがいだろう」

「屁へ理り屈くつはやめて！　こんな、わけがわからなくて、不便で、楽しくない場所、知らない！」

「なにが不便だと」

「お風ふ呂ろとか、キッチンとか。テレビもケータイもないし、コンビニも車もないし！」

「てれび？　けーたい？」

　それはなんだ、と静かに問われた。私は勢いに乗って答えようとして、言葉に詰つまった。

　批判を含ふくまない胡汀の冷静な眼差しが、私の言葉を封ふうじ、怯ひるませたようだった。

「今、おまえが口にしたものを俺は知らないが、それは、おまえが生きていくうえで、絶対に欠かせぬものなのか。生死をわけるくらい？」

「──そんなことは、だけど」

「代わりも見つけられぬほどに、貴重なのか。作り出すこともできぬほどに？」

「……作れるはずなんか、ない。馬ば鹿かげてるよ、そんなの」

「馬鹿げていると、見下すようなものを必要としているのか」

「違う、途と方ほうもない話だってことです！　特別な専門知識がないとだめだし、そもそも私一人じゃ無理だし、それに私、まだ高校生で、未成年だし」

「途方も？」

「ここは信じられないくらい不便で、嫌なんだってば！」

「しかし、多くの者の犠ぎ牲せいを必要とし、なおかつ空を摑むほどに途方もない特とく殊しゆな技術で作られた、代わりのきかぬその貴重なものがなければ、若く健康な娘一人、無事に生きていけぬ世界なのだろう。そちらのほうが、不便ではないのか。俺には矛む盾じゆんとしか思えぬが」

「違う……、違うよ、そうじゃなくて、ただ、不便で、なにもかも楽しくないから！」

「この世界の、なにが不便だ。水は豊かであり、火を生み、風を遮さえぎる木々がある。そして楽しみとは、自分の意思で見み出いだすものでは？　他ほかになにが不足だと」

　椰や真まと話したときのように、苦しい気持ちが胸を圧あつ迫ぱくした。なにこれ、変だよ、だって私の主張って恥ずかしいくらい未熟で──空気のように、浅せん薄ぱくじゃない？

　地に足をつけ自力で生きている胡こ汀ていに比べて、私は。阿あ呆ほ鳥どりだと笑われて、当然だ。一いつ生しよう懸けん命めい、手て探さぐりで歩きもせず、巣のなかの雛ひなのようにただ口を開けて、誰だれかが用意してくれる餌えさを待っている状態。

　まだ未成年で学生だから、許される？　自分が生活していた便利な世界じゃないから？

　でも、不平と不満だけは大人顔負け、一人前にしているじゃないか。これって、今自分がいる環かん境きようが問題なだけなの？　場所を選ばなきゃ頑がん張ばれない──その努力って、本物なの？

　けれどすぐには、素す直なおに非を認めることができない。涙の量が、また増える。

「──家族！　大好きな人たちが、ここにいない！」

　私は悲鳴のような声を上げた。そうだ、これだけは、胡汀でも覆くつがえせない。絶対に、揺ゆるがすことなんかできない事実だ。なにも作れなくたって、現実世界には、私に笑いかけてくれる人たちがいる。しがみつくような必死さでそう思い、胡こ汀ていを睨にらむ。

　私の言葉に、動どう揺ようする素そ振ぶりは見せない。はっきりと狼ろう狽ばいしているのは、私のほうだ。

　胡汀はしばしのあいだ、無言を守った。答える気がないのではなく、私が平静をいくらか取り戻もどすまで、待つつもりなんだろう。周囲の静けさが、沸ふつ騰とうしっぱなしの頭を少しずつ冷ましてくれる。私は細く、息を落とした。それを合図に、胡汀が口を開いた。

「幼子のように親と兄弟を求めるのはいいが、血筋とはそれほど尊いか。その他の者は、一いつ切さいを夢と否定せねばならないほどに？　おまえの心は他に見ないのか」

「他に──」

「泣き喚わめかれるのはたまらない。親のように抱だき寄せればいいのか、友のように肩を抱き寄せればいいのか」

「ち、違ちが」

「ならば、なんだ。どう抱き寄せれば逃とう走そうせずにすむ」

「逃走って、私、あの川に」

「川に魅み入いられるな。そのくらいなら、人に見入れ」

　わずかな隙間さえ潰つぶすように抱きしめられた。はくはくと息を求めても、うまくできない。

　胡汀の髪が首筋をくすぐった。擦すり寄るように、頭も抱きかかえられる。

　男の人の匂においがした。それがすごく、すごく……、なに私、恥ずかしい、そんな場合じゃないのに、うっとりする匂いだとか考えて、変態っぽいし、ばかすぎる！

「う、うぁ」

「失い、得るのが、人の定め。たとえ阿呆鳥でも、おまえが確かに女なら、その心はいずれ他の者も見る。男を見ずにはいられなくなるだろう。男もまた、おまえを見る。血筋とは求めるものではなく、このように作ってゆくものでは？」

「……阿呆鳥って」

　あれ、涙なみだがとまった。阿呆鳥扱あつかいで……。

「はじめは事実、おまえの得体の知れなさを危あやぶんだ。だがおまえのような腑ふ抜ぬけで間抜けで能天気な阿呆鳥を、誰がいつまでも本気で忌いまわしきけだものの滸こ楽らくと疑うのか。万が一、おまえが能力のある魔まの化け身しんというのなら、俺など世を滅ほろぼす最高位の魔神にもなれよう」

　噴ふき出しそうになった。この場面で笑わせないでほしいとちょっぴり思ったけれど、胡汀は冗じよう談だんを言ったつもりはなく真面まじ目めも真面目、大真面目らしい。

　じゃあどうして無害な人間だとわかったあとでも、丁てい寧ねいに面めん倒どうを見てくれたんだろう。

「おまえが何度も身投げしようとしたあの川には、俺の母が眠ねむっている」

「……お母さん？」

「どれほどの月日が経たったか。幼き頃ころ、疫えき病びようが蔓まん延えんし、凶きよう作さくの年があった。おまけに無能な帝みかどが立ち、国の護ご女じよたる緋宮の力も脆ぜい弱じやくで、けだものの侵しん入にゆうすらろくに阻はばめず、国が隅すみ々ずみまで荒あれた。魔ま封ふうじの界が必要だった。ゆえに、人柱を。魔物の訪おとずれを阻むには、人の怨えん嗟さを糧かてとしてでも牢ろう固こたる結界を作らねば、到とう底てい立ち行かぬと、各地で儀ぎ式しきが行われた。俺の母親は、貴人の父の手がついた無位の者。正妻に疎うとまれ、人柱の役を押しつけられた」

　人柱？　それって、生いけ贄にえのこと？

「俺は救えなかった、罪もないのに犠牲を強しいられた母を。父に、蔵くらに監かん禁きんされ、その間に儀式は決行された。あの無念を忘れぬ。蔵の壁かべを削けずった、血ち塗まみれの指の痛みを。父の非情さを。川は黒く染まり、巨きよ大だいな界へと変じた。俺の母親だけではない、他の、無害な弱い女たちも飲みこんだ。いずれも、貴人などと傲ごう岸がんな顔をさらす下げ種すどもに翻ほん弄ろうされた哀あわれな女たち」

　胡こ汀ていの声こわ音ねは淡たん々たんとしていたけれど、染しみ出るような深い憎ぞう悪おがあった。

　お母さんを救えなかった悔くやしさや苦痛、恨うらみ、そういった負の感情から逃のがれるために集落を離れ、山中に一人暮らしをしているんだろうか。

　硬こう直ちよくする私に気づいて、ゆるく背をさすってくれる。そうされると、すっぽりと胸のなかにおさめられているので、微睡まどろみたくなるくらい心地ここちよかった。

　私が緊きん張ちようを解いたのに気づいたのか、胡汀はまるで懐ふところに隠かくすかのようにきつく抱き寄せる。

「俺が鉄てつ狩がり師しになったのは、人柱という酷こく悪あくな方法に頼たよるのではなく、聖なる鉄の力で魔を討うちたいと願うからだ。なのに、おまえ、よりにもよってあの川で、身投げをしようと？　させるものか、あれは怨嗟の川。おまえの事情など知らぬ、楽土か黄泉よみか、いずれに戻りたいと望むのかも知らぬ、だが、身を投げても戻れるものか。魂たましいまで食い尽くすあの川では」

「で、でもっ、私、あそこから！」

「うるさい。今、立っている場所こそが、おまえの真実ではないのか」

　でも、ずっと夢だと信じてきたのに、それを心の支えにしてきたのに。

「今が、うつつだ。それを受け入れなければ、始まらぬ。阿呆鳥め、俺がこんな女を見捨てられぬ心地になるとは、世とはまったく……」

　ふー、と今日一番、深い溜ため息いきをつかれた。その意地悪な物言いに反論したいことは山ほどある。けれど──私を、迎むかえにきてくれた。なんの役にも立たない、我が儘ままばかりが一人前の私を。幾いく重えにも装そう飾しよくされた言葉より雄ゆう弁べんなのは、行動だ。また、たくさん泣きたくなる。

　今が現実。きっとわかっていた。本当はわかっていた。

　もうこれ、単なる夢のはずがないってこと。

　この人が与あたえてくれるあたたかさも、周囲の景色も全部、本物の現実なんだって。

　認めたくないから、逃にげていただけだ。

　逃げることって、なんて楽なんだろう。

　重い荷物を降ろした感じ。羽が生えたように、身体からだが軽くなる。

　だけど、自分の価値も、羽のように軽くなる。

「……私、いていいですか。もう少し、そばにいていいですか？」

　帰ることを諦あきらめたわけじゃないけれど、それでも、この人、私を見捨てられないんだっていう。深夜、危険な山中を探し回ってくれるくらいに。

「巣から落ち、人が育ててしまえば、もう野生には戻れぬものだ」

　胡こ汀ていは、やや私の身を離はなし、無の境地に達した仙せん人にんみたいな顔をする。

　あのう、それ、まさか本当に私のこと、阿あ呆ほな鳥って思っているとか。

　情けない気持ちを抱いだきつつもなんでなのか、じんわり嬉うれしくなってしまう私は、この人を飼い主、いや違ちがう違うっ、信しん頼らいできる大事な相手だと思い始めているんだろう。

　不思議なものだ、枝上にいたときの、汚きたない気持ちが流れていくのがわかる。

　心が生まれ変わるような。

「飼ってやるから、もう泣き喚くな」

「う」

「おまえ程度を癒いやすのに、俺で不足はなかろうに。いや、俺が極きわめて、惜おしい」

「うう」

　暴君だ。私の顔つきになにを思ったのか、途と端たんに意地悪そうな表情を見せる。

「おまえにとって、俺の上が、泣かぬ地か？　難なん儀ぎなこと」

　それ、私が重いって遠回しに言っているんですか。

　びくつきながらもしがみつくと、ぐいっと乱暴に後頭部を押され、腰こしの後ろ側へ両りよう腕うでを回された。そうか、いいんだ、私、そばにいてもいいのか。

　帰れなくて辛つらいのに、ここに残れてほっとしてもいる。あたたかい胸に頰ほおを預けると、頭の上に小さな笑い声が落ちてきた。私の存在は、きっとこの人に、許された。

　お父さんやお母さんたちの悲しそうな顔が、ふと頭によぎった。寂さびしそうに将しよう棋ぎの盤ばんを見つめる校長先生。空のカップを手のひらで包む祖父。祭りの日、会えなかった友人たちの姿。膝ひざを抱かかえている弟の姿。

　ごめんなさいごめんなさい、いつか必ず帰るから。待っていてくれるだろうか、もうおまえなんて知らないよって、存在を忘れられたらどうしよう。

「私のこと、忘れないでね。私も絶対忘れないから……」

　口のなかで小さく、呟く。

　居場所がなくなるのが、怖こわい。自分の部屋がきれいに片付けられ、そしてそこに、別の誰かがいたら。その人に、みんなが笑え顔がおを向けていたら。でも、悲しんでもほしくない。

　私は頰の形が潰れるくらい、ぎゅうっと胡汀にしがみついた。甘ったれだと思ったのか、胡汀は苦く笑しようし、私の髪かみを軽く引っ張った。

　大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫だよね？　みんな、きっと元気でいるよね？　もう少しだけ、私、ここにいる。必ず、帰り道を探すから。

「おおい、邪じや魔まにはなりたくないが、どこかへ移らぬか。山さん獣じゆうの群れが近づいてきているぞ」

　突とつ然ぜんのどかな声が割りこんできた。椰や真ま。私だけでなく胡汀までも、我に返った様子でばっと身を離し……というか胡汀さん、思いっきり私を突つき飛ばしたんですが。いた、いたた。

　涙目になって、ことの原因となった椰真に八つ当たりの目を向けると、それが癖くせなのか、あどけなく、くひ？　と首を傾かしげられた。下半身のない骸がい骨こつ仮面のシャーマン系幽ゆう霊れいもとい山精が、そんな仕草をしてもかわいくなんて……！

　……でもちょっとだけかわいく見えてきたような、うう、うううん。
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　椰や真まの話によると、私と胡こ汀ていがけっこうな声量で話をしたため、寝ね静しずまっていた獣たちが起きてしまったようで……これ以上不用意に騒さわぎ立てるのはよくないし、なおかつ私はここに来るまででもう体力限界、しかも辺りは真まっ暗くら闇やみ、なにげに胡汀の屋舎からずいぶん離れている。と、色々な要因が重なったこともあって、こうなったらもう夜明けまでの時間、どこか近場で安全な場所を探し、そこで休んだほうがいいという運びになった。

　幸いと言っていいのか、この付近には、たまに胡汀が狩かりのとき利用する、小さな洞ほらがあるらしい。そこで、休息を取ることになった。

「わ、暗い」

「蠟ろうがあるだろう」

　おっしゃる通り。無断で持ち出した花か蠟ろうの残りがまだある。

　ちくちくと私を責める胡汀の視線を背に感じつつ、花蠟を入り口付近に置く。もとは大たい獣じゆうが冬とう眠みんに利用していた穴なんだとか。大人二人が休息できる程度の広さだ。ちなみに椰真は、楽しげに洞の前を浮ふ遊ゆう中だった。下半身ないし、上半身は透すけているし、不気味だから。

　椰真のことはともかくも。どどどどどうしよう、どうする私。今さらなんだけれど、すっごく緊張してきた。

　この人、さっきまで私のことぎゅっと抱だきしめたりしていたし、かっ、恰かつ好こいいスよねお兄さん、目め尻じりの刺青いれずみも神秘的。乱暴だし、横おう柄へいだし、口も悪いし、すぐどつくし、頭も鷲わし摑づかみするし、頰や耳もつねるし、人間扱あつかいしてくれないし……あれっなんか異様にバイオレンス……いやいやいや、でも優やさしかったり、お人ひと好よしだったりする面もあって、胸がね、どきどきがくがくぶるぶると！　うん、恐きよう怖ふのせいじゃない、きっと。

　などと悶もん絶ぜつしつつ密ひそかに横目でうかがうと、胡汀と視線がかち合ってしまった。

　私は羞しゆう恥ちに羞恥に羞恥を重ね、きゃああん知夏のこと見ちゃいやああん、と乙女おとめっぽくもじもじ恥はじらって、両手で顔を覆おおった。だめだ、見れない、しっかり顔見れない。

「って、痛、痛たた」

　え、いきなり頭鷲摑み？　なぜそんな「今のおまえの態度、別の意味で許せんわ……」と言いたげなむごい顔してるんですか。

「そっ、そんな極ごく悪あく顔も、イケてるだなんて、思ったりしてあげないんだから！　私はこう見えてなかなかの猛もう将しよう、懐かい柔じゆうする気ならそれなりの誠意もとい賄わい賂ろを払はらっ……痛、いたた」

「うるさい、阿あ呆ほ鳥どり」

　怒おこられた。だけどもおかしい、いつもみたいにせっせとつついて詰なじってくれない！

　あっさりした虐ぎやく待たい具合に驚おどろき、恥じらいを一いつ旦たん脇わきに置いて凝ぎよう視しすると、胡こ汀ていは視線を逸そらし、おもむろに立ち上がった。

「少し出てくる。すぐに戻もどる」

　置き去りにされるのかと、私はひどく狼ろう狽ばいした。

「向こうに、らりらの実がなっているはずだから。腹が減った」

　らりらの実、というのは桃ももみたいな果実のことだ。お世話になっているあいだに、何個か食べさせてもらった。皮は硬かためだけれど、甘あま酸ずっぱくて、瑞みず々みずしい。

　そういえば私、子どもの頃ころ、桃もも缶かんとかオレンジ缶とか、すごく好きだった。

　部室の棚たなにも二十個ばかり置いていたっけ。先せん輩ぱいが商店街のくじ引きで当たったと言って、みんなで仲良くお茶タイムに食べていた。

「おまえ、動くなよ。大人しくしてな」

　懐なつかしい風景を脳のう裏りに描えがいてしんみりしているあいだに、胡汀はさっさと洞を出ていく。

　その淡たん白ぱくぶりに私は気き後おくれした。

　最後まで目を合わせてくれなかった！　いや、私のほうが先に全力で恥じらって顔を背そむけたんだけれども。どうして胡汀まで？　私が阿呆で腑ふ抜ぬけで能天気で間ま抜ぬけすぎるから？……って今さらだけれどすごい言われようだ。いいんだろうか、これで。

「くけけっ、追わぬのか」

　突然、私の真横、つまり今まで胡汀がいた場所に、椰や真まがワープしていた。

　うわあ、至近距きよ離りで見るのはかなり怖おぞ気け走るヤバイお姿。

「追うって……」

「くく、照れておる、照れておる、あんななりで、小こ娘むすめのように、くくく」

　胡汀が去ったほうを見て、椰真は怪あやしい声で笑った。

　私はつい胡う乱ろんな目で椰真を見た。この子ってば。

「それにしても、惜しいことをした。椰真は、娘を気に入っていたのに。まあ、いい。椰真は待つのに慣れている。胡汀が飽あきたら、椰真が召めす」

　召すって。なぜ私、変な生き物、いや死物にはよく好かれるんだろう。謎なぞだ。

「あのね──私、知夏。天野、知夏、っていうの」

　今までもったいぶって、名前を明かさなかった自分が馬ば鹿かみたいだった。

　さっき椰真には、色々と意地悪なことを言われたけれど、本当は、それを意地悪と感じてしまう私の心が歪ゆがんでいただけだ。肩かたの力が抜ぬけると、世界は見み違ちがえる。

「ちか？」

　くけ、と首を傾げる椰真に、私は笑いかけた。

「うん。ねえ、よろしくね。私がいつか──いなくなるかもしれない日まで、仲良くしてね。椰や真まちゃん」

　私はよいしょっと立ち上がり、洞を飛び出した。胡こ汀ていを追うために、外の世界へ。

　今の私が生きる、現実の世界へ。
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　……などと恰好つけて勢いよく飛び出したはいいものの、現実は厳しかった。

　枝から漏もれた月の光が地面の所々に白い輪を作っているだけで、基本、真っ暗闇だ。

「知夏？」

　悄しよう然ぜんと立ち尽つくす私の横に、椰真が並んだ。

「……椰真ちゃん、胡汀、どっちいったかわかる？」

　向こう側、というように、椰真が右の方角を指差した。

「あれ、椰真ちゃんてば、もしかしてさっきよりも姿がはっきりしている？」

　透けているのは相変わらずだけれど、全体像が見えるようになってるよね。上半身は裸はだかで、ごっちゃごちゃごってごてに民族的首くび飾かざりを下げている。腰こし部分は布を巻きつけている感じ。

　そ、それにしても椰真ちゃん、とっても瘦そう身しんであられ、あられれれ、あられれるんですね、と私は意識が遠とお退のきそうになった。ミイラの化け身しんというくらい、がりがりなんですけれど。

「ふふっ、知夏が名を呼んだから」

「え？」

「胡汀と知夏。おまえたちが名を呼ぶ。すると椰真をより、明らかなものにする。言こと霊だまが、椰真を生かす。きけけ」

「あ……」

　私が呼んだから、椰真ちゃん、姿が濃こくなったんだ。

　山精って、そういうものなのかな。もっと早く呼んであげればよかった。

「ほら、ついてこい」

　おお、椰真ちゃんが一気に私に懐いている！

　薄うすーく発光している椰真ちゃんのあとについて、胡汀を追う。

　いや、なんかアレだ、見方を変えると椰真ちゃんてば、鬼おに火びとか人ひと魂だまとかそんな感じの薄ら寒い発光具合で、いやいやいや！　深く考えるまい。

　微び妙みように悩なやみつつしばらく行くと、椰真ちゃんめナイス案内人、束に降る月光のなかに胡汀を見つけることができた。足音に気づいたのか、胡汀がゆっくり振ふり向く。

　私は思わず木こ陰かげに隠かくれた。えらく渋しぶい感じの沈ちん黙もくが生まれた気がする。

　ややして、私の意思を汲くんでくれたのか、それとも尾び行こうがバレずにすんだのか、胡汀がまた先を進む音がした。私はほっとして、尾行を再開した。でも胡汀、もうちょっと歩調緩ゆるめてくれないかな。足元がよく見えないし、この辺は傾けい斜しやが多くて転びそうになる。

　悪戦苦く闘とうしていると、予想通り、盛大にこけた。物音を聞きつけたらしき胡こ汀ていに振り向かれ、打った膝ひざをさすりつつも慌あわてて茂しげみにもぐる。いないふり、いないふり。

　渋い沈黙、のち、歩き出す音。あ、歩調がゆっくりになっている。

　わああい、やったあああ！　とひっそり歓かん喜きし、尾行を続ける。

　でも、私ほんとに鈍どん臭くさい。低木の枝に巻きついていたらしい蔦つたに、足が絡からまった！

「ぬ、抜けな……っ」

「椰や真まには、ほどけぬ」

　だよね、期待していないけどさ！　痛、この蔦、棘とげがついている。薔薇ばらの先祖ですか。

「このっ、私の邪じや魔まを…………あ」

　ざくざくざくと足音が近づいてきた。胡汀だ。蔦と格かく闘とうし、ある意味のたうちまわっている私と、ヤンキー座りで暢のん気きに傍ぼう観かんしている椰真ちゃんとを見比べて、呆あきれた顔をしている。

「ありがとうございます……」

　情けない。胡汀は、所持していた小刀を使い、無言で蔦を切ってくれた。そうだ、私は胡汀の名前をこうしてすでに聞いてしまっているけれど、その事実を本人はまだ知らない。

　当然、私の名前も知らない。人との関係って、まず名乗り合うことから始まるよね。

　私、知夏っていうんです。ふ、容姿の通り愛らしい名だな。やあんそんな、知夏恥はずかしい！　恥じらう姿も可か憐れんだが、もっとよく顔をお見せ……とかなんとか、そんなドラマが生まれる場面だ、これ。胡汀さんったら胡汀さんったらもう、よーし名乗る？　名乗っちゃう？

「あのっ」

「知夏はまこと、鈍臭い。なあ、胡汀？」

「!?」

　や、やや、椰真ちゃっ……！

「椰真ちゃぁぁぁん!!　今、女の子の夢ぶちこわしたよ!?　妄もう想そうと愛と欲よく望ぼうがぐつぐつ煮にこまれた夢が一気に崩ほう壊かいしたから。暴君様の名前も私の名前もあっさりと暴ばく露ろするなんて、どんだけ無情……！」

「うるさい、阿呆鳥」

「胡汀さん、ひ、ひどっ」

「それに気味の悪い顔を見せるな、おぞましげな言も紡つむぐな。そも、暴君とはなんだ、放ほうり捨てるぞ」

「わわ私の名前、知夏っていうんです、本名です、天野知夏です、本当なんです信じてください。椰真ちゃんが全部悪いんです」

「うるさい」

　名乗って、本っ当に嫌いやそうに、かつ迷めい惑わくそうに嘆たん息そくされるという経験はさすがに初めてだ。私のこと、本音ではどう思っているのか、知るのが怖こわい。切実に。







　四章







　洞ほらで過ごした翌朝。憂うれいの太陽が灰色の溜ため息いきをあちこちに落とし、空は曇どん天てんの模様だ。

　容よう赦しやなく鼻をつままれて起こされたあと、少し回り道をしてから胡こ汀ていの屋舎に戻もどることになった。

　どこか近くに泉があるなら顔を洗いたいと言い張った私のささやかな希望を、嫌いや々いや取り入れてくれたのだ。ふふん、身だしなみは大切、うら若き乙女おとめとしては当然の主張だもんね。

　ちなみに私は現代の制服を着ていたし、コートは獣けものとともに消えたので、見かねた胡汀が内衣の一枚を貸してくれた。制服、冬モノで、実は地味に暑かったから、嬉うれしい。帯も一本借りて、これで安心。脱ぬいだ制服は、胡汀が持ってくれるって。暴君ながらも親切だ。

　眠ねむい目をこすり、胡汀の後ろについてのろのろと道なき道を進む。

　私はあくびをこらえた。疲ひ労ろうがまだ取れていない。

　洞のなかは狭せまく、身体からだを伸のばして眠れなかったせいで、身体ががちがちに強こわ張ばっている。

　今日も絶好調に薄うす暗ぐらい山景色だ。黒い幹の他ほか、赤茶の樹木もこの辺りに点々と根を生やしている。この赤幹の樹木は、なにげに常とこ夏なつの島で見られるような大おお振ぶりの葉を広げていた。

　それにしても椰や真まちゃん、朝から元気にくるくると私の周囲を浮ふ遊ゆうしちゃって。微笑ほほえましいような、不気味なような。いかん、遊園地のコーヒーカップを連想して目が回ってきた。

「寝ねぼけていると、また転てん倒とうするぞ」

　振り向いた胡こ汀ていは、足元のおぼつかない私の様子に、眉まゆをひそめた。

「はい……」

　私の朝に、快活さを望むなんて無む謀ぼうも無謀、天地を根こそぎ引っくり返すようなものだ。

　自じ慢まんじゃないが、いつだって寝い汚ぎたない。

「おまえは、まったく、もう」

　必死に頭を覚かく醒せいさせようと、目元をごりごり拭ぬぐっていると、お叱しかり声を発した胡汀に手を摑つかまれてしまった。眉み間けんの皺しわがすごい。

「ごめ……」

「うるさい」

　目をこする動きをとめられたのかと思っていたら、そのまま、大きな手が私の指をきゅっと握にぎった。温ぬくもりをもたらす胡汀の手をじっと見下ろす。

「さっさと歩け」

　手を繫つないでくれてる。目の前にあるすらりと伸びた背中を、瞬またたきも忘れて見つめた。

　歩く動作に合わせて揺ゆれる髪かみや、翻ひるがえる衣ころもの裾すそ。現代にはない、古風で神秘的な姿。そういう不思議な人と、手が繫がってる。

　とても、とても、振り向いてほしい。

　同時に、こっちを見ないで、と正反対のことを真しん剣けんに思う。

　心が生まれ変わったせいなんだろうか、この感情の変化は。

　私は悩んだ。新しくなった心は、自分の手に負えないくらい厄やつ介かいだ。

　それに、どうしたことか、宝箱のようにめいっぱい、華はなやかなものやまばゆいものが詰つめこまれてしまったらしい。色とりどりの宝石みたいにきれいなもの。

　この人の背中を見ていると、心のなかの宝石が増えていく。

　けれども私の心はやっぱり、ちっぽけだ。いつか弾はじけて溢あふれ出してしまうんじゃないか。

「くき。荒あらぶる気配。怒いかりの気配」

　手を繫いで歩く私たちをちょっと羨うらやましげに見ていた椰や真まちゃんが、ふいに顔を上げ、楽しそうに首を傾かしげた。

　荒ぶる気配？　まさか、昨日出現したような獣がこの近くに潜ひそんでいるってこと？

「どういうことだ」

　思わず胡汀の背中にはりついてしまった。胡汀は一度、おどおどとへばりつく私をうかがう素そ振ぶりを見せ、硬こう質しつな声で椰真ちゃんに問いかけた。

「争い、争い。向こう側に。人というのは、まこと、なあ？　けききっ」

　椰真ちゃん、揉もめ事好きすぎる。

　あとで人情という文字を教えてあげなければ。人じゃないけれど。

「人？　獣ではなくか？　向こう側というのは──集落のほうでなにか災わざわいが？」

　一いつ瞬しゆん、胡こ汀ていは走り出しそうなそわついた雰ふん囲い気きになり、こっちに視線を走らせて身体を強張らせた。私の存在をどうすべきか、困っているんだ、きっと。

　集落って、人が住んでいる場所のことだよね。

　胡汀以外の人間が近くに存在するという意味？

「知夏」

「はいっ」

　名前、呼ばれた。飛び上がりそうになるほど驚おどろき、元気な返事をしてしまった。

「先ほどの洞に戻れ。俺が迎むかえにゆくまで、決して動くな。椰や真ま、この娘むすめを見張って──」

「私も、一いつ緒しよにっ」

　置いていくつもりだとわかって、私は慌てて胡汀の腕うでにしがみついた。

「離はなれたくないです、一緒に行きたいです」

　渋じゆう面めんを見せる胡汀に、必死に言い募つのる。他に人間がいる。会いたい、話をしたい。

　まだ本当は、ここが百パーセント現実の世界だと信じ切れない優ゆう柔じゆう不ふ断だんな気持ちがあるから、胡汀以外の人間にも会ってみたいのだ。

　もしかしたら、私がもとの世界に戻るためのキーとなる人かもしれない。

　そういう狡ずるい計算と、純じゆん粋すいな好こう奇き心しんと……胡汀と離れたくないという独どく占せん欲よくめいた焦あせり。

　だけども身元不明の奇き怪かいな娘である私をつれて他の人間に会うのは、胡汀の立場からすると、決して得策とは言えないんだろう。それに、争いの気配だと椰真ちゃんが言っていた。

　誰だれかが喧けん嘩かしているとか？　どうしよう、一緒に行ったら迷惑になる？

「いえ、なんでもありません。私、洞で待ちます。あのう、戻ってきてくれますよね？　大人しくして待ってますから、邪じや魔ましませんから」

　置き去りにされたらどうしよう、と少しだけ不安を抱いだく。

「危ないことがあったら、逃にげてください。怪け我がしちゃだめです、私、怒おこります」

　内心で「早く戻ってこーい」と念じつつ切せつ々せつと訴うつたえると、苦虫を嚙み潰つぶしまくったような顔で見下ろされた。私は首をすくめ、胡汀の反応を怖こわ々ごわとうかがった。

　引き止めてしまったので鬱うつ陶とうしく思われたんじゃないかと、不安が積み重なる。

「俺が、逃げろと言ったら、文句を言わずすぐに従え。いいな」

「え？　あっいいんです、私、寄り道しないできちんと洞に戻ります、一緒に行ったらきっと足手まといになりますね？」

「うるさい。来い」

「わ」

　額を軽くこづかれたあと……うん、腹立たしげに三度もこづかれたあと、乱暴に手を引っ張られた。

　揉め事大好きな椰や真まちゃんが、数歩先で待っていて、早く来いというように黒い羽をばたつかせていた。




　　　　[image: ]




　千年樹かと思うくらい立派な木のもとで発見したのは、目め隠かくしをされ、逆さに吊つるされていた男性だった。

　両手も背中側でしっかりと縛しばられているために、縄なわをほどけないでいる。

　懸けん命めいにもがいている様子から、命に別状はないってわかる。なぜこんな山中に一人、吊るされているんだろう。狩しゆ猟りよう用の罠わなに誤って引っかかったのかな。

「あれは……伊い織おり？」

　いおり？　吊るされている男の人のこと？

　そちらへ駆かけ寄った胡こ汀ていのあとに続く。だけど、見えない壁かべに阻はばまれたみたいに、突とつ然ぜん、胡汀はなにもないところで立ち止まり、警けい戒かいの空気を強く漂ただよわせた。

「だめだ」

　胡汀は憤いきどおりを押し隠かくした鋭するどい眼まな差ざしを、枝に吊るされている伊織という男性に注いだ。

「呪しゆが」

　しゅ？　私は怪け訝げんに思い、胡汀の視線を追った。吊るされている伊織さんの真下の地面が、黒く汚よごれている。なんだろう、血でもまかれているように見えた。

　それに、伊織さんって人が一番外側に着ている白い衣、最初は単なる模様かと思ったけれど、どうも違ちがうようだ。実は呪じゆ文もんっぽい黒い文字がびっしりと書かれている。耳なし芳ほう一いち的にだ。いや、書かれているのは衣にのみなんだけれども。

「清めの水がない。獣けものの血で記した呪じゆ術じゆつ。あの式陣は罪人を呪のろい、根ねの国くにの醜女しこめを喚よぶものだ。不用意に近づけば、こちらに災いが移る」

　うん、わけがわからん。式陣って、地面に描かれている模様のことかな？

「でも、あの人、胡汀の知り合いです？」

　当とう惑わくし、小声でたずねると、胡汀は鋭い目をしたまま、私を見た。

「おまえ、やはり、あの洞ほらまで戻もどれ。俺は集落へ行ってみる」

　わたわたする私に気づいてか、胡汀は硬かたい表情を消し、どこか困ったようにうなじ辺りを片手でこすった。

「知夏」

「はいっ」

「必ず迎えにいってやるから、大人しくしていよ。わかったな。椰や真まがおまえを気に入っている。そばにいてくれるだろう」

「はい……」

「くき」

　両手で私の顔に触ふれ、宥なだめるように撫なでると、裾を翻し、足早に遠ざかっていく。

　不安な思いで、一歩、胡こ汀ていを追いかけ、椰真ちゃんに「だめ、だめ」と首を振ふられたときだ。

　じゅるじゅると泥どろ水みずでも啜すするような音が響ひびいた。木こ陰かげに消えかけていた胡汀にも、その音が届いたらしい。ふと動きをとめて、こっちに顔を向けた。

　奇き妙みような音の原因は、伊織さんの真下の式しき陣じんだった。

　気のせいでなければ、目の錯さつ覚かくでもなければ、なっなんだか、どろどろした黒い手がいっぱい伸のびてきてますよ、そこから。

　ほら、雰囲気的にはあれだ、お盆ぼん時の海で、死者たちがおいでーおいでーと手招きしているような……ぎゃあああ!!

　どう見ても濃のう密みつな悪意しか感じ取れない肌はだ溶よう解かい状態のゾンビ的黒い手が、垂れ下がっている伊織さんの、無造作にくくられているストレートな黒くろ髪かみをひっぱって──。

「ちょっと待ったー!!」

　その人、たぶん胡汀の知り合いなので、冥めい土どに連れていったらいかーん！

　私は恐きよう怖ふを勇気に変え、暴挙の女王と化した。全速力で伊織さんに駆け寄ったのだ。

「知夏!!」

　胡汀の驚きよう愕がくの声が響いたけれど、女子高生の暴挙は誰にもとめられない。

　この式陣の影えい響きようなのか、それまで私たちの存在に全然気づいていなかったらしい伊織さんは、突とつ如じよびくっと身を揺ゆらした。

　どうやら陣のなかに私が飛びこんだことで、気配を感じ取れるようになったらしかった。

「ぎゃあああ、気色悪い、怖こわい、不気味、ぎゃあああ！」

　やかましく叫さけびつつも、私はそう、ブーツで陣を蹴けりまくった。というか、ジャンプしまくった。特とく殊しゆ能力皆かい無むの私だ、他ほかにできることなどない。

　ところがなぜなのか、ブーツで蹴りまくり効果というよりも私が陣に入った瞬しゆん間かんに、黒い手が名残なごり惜おしそうに消えていったのだ。え、もしかして、こういう邪じや悪あくそうな幽ゆう霊れいたちを軽く退散させられるくらい私って霊れい験げん灼あらたかで純真無む垢くな聖少女？　後光とか差してる？　と仮に胡汀が聞いていたら間ま違ちがいなくはったおされるだろう勘かん違ちがいをしたが、実際、黒い手は搔かき消えた。だもんで、せっせと血みどろの地面も綺き麗れいに蹴け散ちらしておいた。ふー、労働の汗あせは美しい。

「──誰だ？」

　伊織さんは、警戒の声を発した。

「心して聞いてください、ふふん私こそ、一家に一台、悩なやめる人の救世主、そしてあなたのための可か憐れんな聖女で……痛、いたたたた」

　位置的にさかさまの伊織さんの顔がそばにあったので、まず目隠しを取ってやろうと手を伸のばし、そんな台詞せりふを気障きざに告げたとき、後ろから髪かみを無造作に引っ張られた。

　なにこの、庭の雑草を引っこ抜ぬくような粗そ暴ぼうな手つき。

　あのう、私一応繊せん細さいな心を持った十代の女子なんですけれど、これどんな扱あつかいですか。

「阿あ呆ほ鳥どり、どけ」

「その声は……、胡こ汀ていか？　阿呆鳥？」

　胡汀は返事をせず、私を思いっきり睨にらみつけると、懐ふところから小刀を取り出した。

　こっ怖っ、今の眼差しってば、「おまえ、余計な真似まねすんなや、あとでヤキいれんぞ」的な、凶きよう悪あく極きわまりない脅きよう迫はくと怨おん念ねんがこめられていた。

　小刀で縄を切り、伊織さんを無事に降ろしたあとで、なぜかすごくお怒いかりらしい胡汀にもう一回、髪の毛雑草摑つかみをやられた。

　人間って本当邪悪で残ざん酷こくな生き物だよね、と椰や真まちゃんに視線で訴うつたえておく。

「──礼をいう」

　人の心に蔓延はびこる悪徳について私が深く嘆なげいているあいだに、伊織さんは自分で目隠しの布を取った。人助けはするものだ、切れ味鋭するどい美男子だったとは。

　伊織さんの、髪と同じ黒い目が、むっすりしている極ごく悪あく胡汀から、感無量で震ふるえている私へと移動した。ちなみに椰真ちゃんの姿は、伊織さんには見えていないようだった。

「あんたですか？　先ほどの声は」

「はい、私が全国美男美女の味方、知夏という聖少女です。特技は将しよう棋ぎと格ゲーです。コーヒーとお茶全ぜん般ぱんをいれさせたら日本一、世界のシェフもこの美味クオリティに全力号ごう泣きゆうです。実は、人様の声マネも得意だったりします。いつでも私の勇姿に一ひと目め惚ぼれしてくれて構いませ……痛い、胡汀、痛いです、本当に！」

　三度目、やられた。雑草摑み。胡汀様、私になにか恨うらみがあるとか。

　いつもいたぶられるとき、痛い、と訴えてはいるものの実際のところ、さほどの強さじゃないのに、今回は髪の毛引っこ抜けそうなくらい本当に容よう赦しやない。

　伊織さんが啞あ然ぜんと、悪あく魔ま精神を持った胡汀の残ざん虐ぎやく非道な所業を見ている。

　胡汀に文句を言おうと思って凜りん然ぜんと見上げると、氷結しそうなほどの凍こごえた目を寄よ越こされたので、速そつ攻こうで逸そらしてしまった。

　やばい、これは心底腹を立てている目だ。「命、粗そ末まつにすんなよ？」的な視線！

「この頭の弱い駄だ犬けん娘むすめは気にするな。いったいなにがあった？」

　伊織さんは、涙なみだ目めの私を気にかけつつ、ぽつぽつと話してくれた。

「河かわ方かたの儀ぎだ」

「……なんだと？」

「緋ひ宮みやの神じん力りよくを補うなどと称しようして、集落の遊女たちが人柱に選ばれ、川に流される。俺の母もその一人に指名されたが、まんまと逃にげやがった。ゆえに、俺は見せしめとして吊つるされた。早くこの場から立ち去れ。くそったれ、集落の者がすぐに戻ってくる」

　荒すさんだ目で、伊織さんは吐はき捨てた。

　かわかたの儀。それはまさか、胡こ汀ていのお母さんが死ぬ原因となった儀式と同じものでは？

　嫌いやな予感にどぎまぎしながら胡汀に目を向ける。

「まさか。あの儀式は、神かん巫なぎたちが仕切るもの。たかがいち集落が、独断で行うと？　いや、長は、二度と人柱を立てぬと誓ちかったではないか。ありえない」

「魔ま封ふうの界が急激に弱まったためだ。都からの咎とがめを恐おそれ、今日中に生いけ贄にえを川へ捧ささげるつもりだぞ、やつらは」

「ばかな。界の衰おとろえは、緋宮の責」

「責とは、玉のように転がるものだ。人のあいだを転がるうちに泥どろまみれ。最後に拾う者の手も、泥まみれ。そいつが、尻しり拭ぬぐいをさせられる」

　伊織さんの皮肉な言葉に、胡汀は目を瞑つぶった。

　すぐに開かれたその眼差しには、嵐あらしがあった。激しい怒りが、吹ふき荒あれている。
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　伊織さんの警告は、すぐに現実のものへと変わった。

　がさがさと低木の枝葉を蹴散らして近づいてくる荒あらい足音が聞こえたからだ。

　私たちは、はっとして振り向いた。誰だれかがくる。

　仮に集落の人だった場合、当然、縄なわをほどいて自由になっている伊織さんは見つかったらやばいし、救出した私たちだって咎められること間違いない。

　なんていうのか、ここは私の常識では到とう底てい推おし量れない、難しい世界だ。見せしめとして木に吊るしたり、人柱を立てたり。処しよ罰ばつの方法が原始的かつ過激で、酌しやく量りようの余地がない。

　胡汀や伊織さんの話を聞く限りでは、正当な理論よりも、偉えらい人やあるいは大多数の感情が重視されるような印象が見受けられる。善悪の基準が決して不動ではなく、天気のようにころりと変わる感じ。そんなふうに、私の目には映る。いや、したり顔で批判できるほど、ここの制度についてを詳くわしく知らない。だけど、とにかく今は逃とう亡ぼうが最優先ってことはわかる。

「ついてこい」

　舌打ちを我が慢まんしている顔の胡汀が、私の腕うでを摑み、走り出そうとした。

　つられるようにして伊織さんも立ち上がり、駆かけ出そうとする。

　でも伊織さんは、今まで逆さにされていた。それにたぶん、集落の人たちに、一方的な暴力をふるわれていたんじゃないか。崩くずれた襟えり元もとからのぞく肌はだに、真新しい痣あざがある。口の端はしも切れて血がにじんでいる。

　そのせいで、立ち上がった瞬間、めまいを起こしたんだろう。

　ぐらりと伊織さんの身体からだが傾かしぎ、倒たおれそうになった。

　私はとっさに胡こ汀ていの手から抜け出し、伊織さんに頭ず突つきを……じゃないや、しがみつく感じで身体を支えた。

　重い、細身なのに男の人ってなんて重いんだろう。……女のくせに重い私ってなんだろうと思わなくもないけれど。ぶつぶつと内心で嘆き、伊織さんに声をかける。

「大だい丈じよう夫ぶですか」

　伊織さんは意表をつかれた顔をして、私を見下ろした。

「具合、悪くないですか」

　のんびり会話している場合じゃないって重々承知しているけれども、ここで一歩も動けなくなっては意味がない。あのまま倒れて捻ねん挫ざでもしてしまったら、自力での逃亡が困難になる。なおさら事態は悪化する。

「あ、あ……。ん」

　伊織さんは、きりりとつり上がり気味の目を丸くし、子どもみたいにこくんとうなずいた。大丈夫そうだ。

　ようし走りましょ、と示す意味で、私は凜り々りしく微笑ほほえみ、所在なげに立ち尽つくしている伊織さんの手を握にぎった。まためまいを起こしたとき、すぐに支えられるようにだ。

「あ……」

　早く行かなきゃと思っているのに、なぜか伊織さんは動いてくれない。

　急いでよー！　と訴えるつもりでやきもきと見つめると、色白な伊織さんの目元が、朱しゆを散らしたように、ぱあっと染まった。ええっ、一刻を争うような緊きん急きゆう事態のなかにいるのに、予想外のウブい反応された。わわ私までつられるじゃないか。

「阿あ呆ほうどもめ、なにをしている！」

　ごもっとも。先に行きかけていた胡汀が苛いら立だちもあらわな険しい顔で戻もどってきて、低い声で雷かみなりを落とし、手を握ったまま見つめ合って顔を赤らめるという暢のん気きな私たちを睨んだ。大きく二度、舌打ちもされた。

　さらには、引き裂さくようにして私たちの手を払はらい、うわっ、お腹なか苦しい！　肩かたに荷物担かつぎされた！

　だけど、時遅おそしだった。胡汀に全力で謝罪したい。

　がさっと茂しげみを飛び越こえるようにして、誰かが姿を見せたんだ。

「!?」

　うっそー！　女の人だ！

　茂みから現れたのは、目が離はなせないほど美人な女性だった。

　年は二十歳はたちくらいだろうか。雪のように真っ白な長い髪かみ。背は高めだ。紛まごうことなきクールビューティな顔立ち。硬こう質しつな雰ふん囲い気きが少しだけ、伊織さんに似ている。

　なんなの、なんなのさ、この世界、私を置いてけぼりの美世界なのか！　と大いに憤ふん慨がいした瞬しゆん間かん、蝶ちようを追ってふよふよ漂ただよっている椰や真まちゃんの姿が目に入った。

　ご、ごめん椰真ちゃん、なんかごめん。

　そんな間の抜ぬけた感想はともかく、美女はすごくきつい目をしていた。

　伊織さんと似た白い衣い装しようをまとっていて、髪ももみくしゃというほどに乱れている。

　左の頰ほおが赤く腫はれているのは、誰かに殴なぐられたせいじゃないだろうか。

　美女の目は、私たちの姿を捉とらえた瞬間、大きく見開かれた。幽ゆう霊れいにでも出くわしてしまったみたいに、さっと顔色が悪くなる。いや、うん、実際ここには椰真ちゃんという謎なぞの生物……いやいや死物が……と私は狼狽うろたえた。心配は無用だったとすぐにわかった。

　伊織さん同様に美女もまた、椰真ちゃんの姿が見えていないらしかった。

「白しら雨さめ!!」

　伊織さんは獣けもののように唸うなり、恫どう喝かつの声を発した。

　しらさめ？　白雨っていうのが、美女の名前らしい。

　伊織さんは、いったいどこにそんな瞬しゆん発ぱつ力りよくを隠かくし持っていたのか、と驚おどろくくらいの俊しゆん敏びんさを見せ、固まっている白雨さんに飛びかかった。

　片手で白雨さんをなぎ倒し、馬乗りになっている。

「おまえ、おまえが、母を唆そそのかして逃げやがったせいで。あばずれめ！」

「離せ！　大人しく死ねというのか私に！　なにが、河方の儀だ、なにがこの国のためだ。無力な女ばかりを犠ぎ牲せいにする国など、反吐へどが出る」

「無力？　無力だと？　男をさんざんたらしこみ、見下してきたおまえが言うのか」

「だからなんだ、騙だまされる男が愚ぐ鈍どんなだけ。今さら、誰が他者のために死んでやるものか、勝手に野垂れ死ね、下げ種すどもが」

「ここでおまえを逃のがしてやるとでも思うのか！」

「おまえのような愚ぐ図ずにやすやすと捕つかまるものか！」

「男をくわえるしかねえ口が、ほざけ！」

「逃げの手引きをしたのは、おまえの母だ。男と見れば喜び勇んで足を開く淫いん女じよ、その子どもは下げ劣れつなろくでなし！」

　美人同士が繰くり広げる荒すさんだ舌ぜつ戦せんに魂たましいを抜かれそうになってしまったが、禁句に等しい白雨さんの最後の罵ば声せいで空気がさらに悪化した。

「──殺してやる」

　荒れ狂くるっていた伊織さんの声から、感情が消えた。だからこそ、危険に思えた。

　私は二度目の、暴挙の女王と化すことにした。

　おいせっ、とこちらも罵ば倒とう合戦の壮そう絶ぜつさに呆あつ気けに取られて隙すきだらけになっている胡こ汀ていの肩から飛び降り、手を振ふり上げた伊織さんにがっつりしがみつく。

「っ!!」

　伊織さんはぎょっとした様子で振り向き、私の姿を確かく認にんして、さらにぎょっとした。

「あ、あんた……っ」

「ストップ！……じゃ通じないか、ええと、待って！　今は逃にげるの先！　そうですね？　逃げなきゃ、ですね？」

　厳いかめしい顔を作って「殺人反対ー、殺人あかんー」と言外に訴うつたえると、伊織さんは狂きよう暴ぼうな気配を消して目を泳がせた。ここでとめなかったら、大げさじゃなく本当にこの白雨さんという女性を撲ぼく殺さつしそうだったんだもの！

　そんなおっかない真似まね、私の目が黒いうちは許しませんっ、という思いは噓うそじゃないけれど、ねえ早く、逃げないと！

　──あー、ほら！　足音、たくさん!!

「走れ！」

　と胡汀が鋭するどく叫さけんだ。私を睨にらんで。やばい、アレ絶対「おっまえ、ほんっとに、あとで容よう赦しやなくシバく！」っていう熱意と悪意と殺意が充じゆう溢いつしまくった目だ！

　わわ私、まま間ま違ちがったことなんて、ししししていな……っ、と盛大な虐ぎやく待たいの予感に怯おびえて放心したとき、我に返って状じよう況きようを理解したらしい伊織さんに手を引っ張られた。

　つられたように白雨さんも身を起こし、走り出そうとしたんだけれど──。

　伊織さんに飛びかかられたときに、足を痛めたみたいだった。蒼そう白はくになって、足首をおさえている。すぐに立ち上がったけれど、痛みが強いのか、表情が険しい。

「ん！」

　よろめきそうな白雨さんの肩の下にもぐるようにして、身を支える。

　身を硬かたくする白雨さんと、至近距きよ離りで目が合った。

　こんなときにすみません、あとでなんのコスメ使っているか教えてください、なにこの、指で触さわりたくなるような長い睫まつ毛げ。メイクしたみたいに、つやつやの肌。

　お姉さんどんだけ美人なのさっ、と地面に拳こぶし打ちつけて訴えたい。

「あ、ああ歩くです、走るです」

　長々と凝ぎよう視しされて、私は緊きん張ちようのあまり変な言こと葉ば遣づかいになった。だめだ、うちは先祖代々、美形にめろめろな遺伝子を持っているし、あと三秒見つめてしまったら、絶対惚ほれる自信がある。

　私はずっとうっとり見ていたい誘ゆう惑わくを振り切るため、大きく顔を背そむけた。

　ああもったいない、今が緊急時じゃなきゃ、心ゆくまで様々な角度からガン見したのに。

　──だけど。

　心は。

　心というものは。

　人が人として生きる間、どんなときでも多た彩さいな感情にまみれている。危機や平和にかかわらず。

　そしてその感情は、誰だれもが同じ形であるはずがない。

　馬ば鹿かな私──顔を背ける、というこの他愛たわいない仕草が、白雨さんの心をひそやかに抉えぐったなんて、夢にも思わなかった。

　伊織さんと今しがた、荒んだ言い争いをして心が陰かげっていたことも、また、拍はく車しやをかける結果になったんだと思う。

　彼女からすると育ちが良さそうに見える私が、視線が合った瞬間に嫌いやそうに顔を背けたこと。そのくせ、偽ぎ善ぜんのように肩を貸したこと。

　もちろん、私は決して嫌けん悪おが理由で顔を背けたわけじゃない、その逆だ。

　偽善のつもりもなかった、肩かたを貸したのは全員で一刻も早く逃げるため。

　白雨さんの背景とか知らなかったもの。

　遊女だとか、無位の女……家か畜ちくと同じ扱あつかいを受ける弱い立場の人間だとか、そんなの。

　すべては言い訳にすぎない。他人が当たり前のように親身に意を汲くみ、まるごとの理解と寛かん容ようを示してくれるはずがなかった。

　自分にとって些さ細さいな行動でも、相手にとっては刃やいばの切れ味。

　言動って、そんな恐おそろしい誤解を生む。

　私は思い至らなかった。なんでもない行動が、他人を傷つけるなんて。
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　いくらも進んでいないところで、胡こ汀ていは足を止めた。

　白雨さんと私の歩みが遅すぎるため、絶望的な気分になったんだろう。

　本当は、男性で力もある胡汀か伊織さんのどっちかが私とバトンタッチし、白雨さんを支えていったほうが断然効率的だ。胡汀もそう考えたようで、私を押しのけて白雨さんを担かつぎ上げようとした。拒こばんだのは白雨さん本人だ。男に触られたくない、っていう明確な嫌悪の顔をしちゃったもんだから、伊織さんも胡汀もかなりむっとした。

　とくに伊織さんは、刺さし殺しそうな目で白雨さんを見ていた。この二人、犬けん猿えん以上の仲だ。

　ただ、胡汀は暴君様に間違いないけれど、基本は忍にん耐たい強づよく、他人に優やさしい。私以外の。

　ぞんざいに私を指差して「この阿あ呆ほ鳥どりは、見た目通りに鈍どん臭くさく、非力だ。こいつの力でのろのろとおまえを支えていては、逃げ切れない」と白雨さんに説明した。色々もの申したいけれど、オトナでツツシミブカク、ココロのヒロイ私は、素す直なおに同意を示してあげた。

　それでも白雨さんは、徹てつ底ていした拒きよ絶ぜつを見せた。状況がどれほど厳しいか胸の底では正しく理解しているだろう。だけども、他人の言葉に耳を貸せないほど頑かたくなになってしまっている。伊織さんや、彼と知り合いの胡こ汀ていには死んでも身を預けたくない、そのくらいなら一人で逃げるって、そんな感じの偏かたよった意地。この場で悠ゆう長ちように口論している時間はなかった。

　結局、私が白雨さんを支えて逃とう亡ぼうすることに。

　懸け念ねんした通り、ろくに走れない。山歩きに慣れていない私だ、余計に歩みも遅おそくなる。

　複数の足音が背後まで迫せまってきていた。私は焦あせりで、全身に汗あせをかいていた。

　ついにはこんな怒ど鳴なり声まで聞こえてくる。「伊織を探せ！　誰かが逃がしたぞ！」私たちは、みな、顔を暗くした。最悪の展開を想像せずにはいられなかった。

「──知夏」

「はいっ」

　振り向いた胡汀は、やけに静かな目をして、私を見下ろした。

「これでは逃げ切れぬ。来い」

「えっ」

「その女は、伊織、おまえが責を担になえ」

　嫌そうにそっぽをむいていた伊織さんは、燃える目で胡汀を睨んだ。

「俺は、この阿呆鳥……知夏を拾った責がある。この娘むすめを一いつ切さいの争いから守ると、恐るべきことに誓ちかいを立てたばかり。ゆえに、他ほかの者は捨てられるほど非情になれる。この娘を苦痛に喘あえがせ、泣かせるくらいなら」

　私は、おろおろした。この人、なにを、なんて発言を、なに、ほんと、なに！

　そこまで覚かく悟ごして、昨日の夜、私を迎むかえにきてくれたのか。

「この、毒のような女を、俺に押しつけると？」

　伊織さんの暴言に、白雨さんは憎ぞう悪おを顔にはりつけた。

「……薄うす汚ぎたない男どもめ。唾つばを垂らして女の身をまさぐることしか、頭を使わぬ」

　白雨さんが落とした呪じゆ詛そのような響ひびきの声に、私たちは一いつ瞬しゆん、飲まれた。

　それが隙となったらしかった。

「渡わたすものか。男に護られるばかりの愚ぐ劣れつな女など」

　怒いかりの意思を閃ひらめかせ、白雨さんは私を引き裂さくくらいの強さで抱だきしめた。

　憎にくしみの抱ほう擁ようだった。ふわりと、乱れた長い白はく髪はつが、マントのように私を包んだ。

「──白雨、そこまで性しよう根ねが腐くさっているのか」

「どうとでも言え」

「殺されたいか、ここで」

「呪のろわれろ、男ども。私がいったい、なにをした。どんな罪を犯おかしたと。かつては貴人であったはずの我が身、それが男どものくだらぬ策さく謀ぼうにて、穢けがれた遊女に落とされるなど。糸引く情じよう欲よく、肌はだに這はう指、くねる手足、虫のごときおぞましさ！　耐たえに耐え、その果てに、人柱だと。わかるものか、誰にも私が、わかるものか。私を売った父も呪われろ、私に触ふれた男どももすべて！」

　私の肩を羽は交がい締じめにする白雨さんの腕うでは、かすかに震ふるえていた。身体からだのなかにはきっと、怒りと怖おそれと、涙なみだが、今にも張り裂けそうなくらいにつまっている。
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「男ども、逃にげればいい、どこまでも女を捨てて」

　闇やみのような声だった。憎しみを毎日毎日、鏡のように覗のぞきこみ、心を押し潰つぶしてしまった人の、暗い声だった。

　聞かずにはいられなかった。でも、胡こ汀ていと伊織さんは、白雨さんが放つ闇をすぐにはねのけた。男だから共感と同情が続かないのか、それとも、白雨さんの境きよう遇ぐうがこの世界では珍めずらしくもない、よくある悲劇のひとつだったからなのか、私には判別できなかった。

　ざっ、と背後で茂しげみをかきわける大きな音がした。近い距離にまで、追っ手が迫っている。

「──逃げて！」

　私は夢中で、だけど小さな声で訴うつたえた。どう宥なだめても白雨さんはきっと私を解放しない。力ずくで引き離はなすことはできるだろうけれど、その場合、白雨さんは死ぬ気で抵てい抗こうするだろう。

　そこで時間をロスすれば、間ま違ちがいなく全員が捕つかまる。

　私を一切の争いから護る、だなんて言ってくれた人を見る。

　もう護られた。とっくに護られた。

「逃げてください。私、大だい丈じよう夫ぶです」

「阿呆鳥、おまえ！」

　怒おこられた。実は後光さしている高潔な聖少女なので、義ぎ俠きよう心しんや正義心が燃えに燃え……なんかじゃ当然ない。

　本音を暴ばく露ろすれば、「うわあああん怖こわいマジ怖い、助けてええ！」といった感じで間違いないんだけれど、そんな情けなさを丸出しにして、胡こ汀ていに失望されたくなかった。恰かつ好こよくいたかった。なにより、私がここで泣き喚わめいてしまえば、さっきの誓いを守るために、胡汀はきっと本気になって私を助けようとするんじゃないかな。他の人を全員、犠ぎ牲せいにして。

　そんなの、だめだよね。私自身が阿呆で小こ狡ずるくて非力なのは偽いつわりない真実なんだけれど、それが原因で誰かを巻きこむはめになったり、胡汀にひどいことさせたり、逆にひどい目にあう人が出てしまうっていうのは、すごく……辛つらいかも。

　私はもじもじしながら囁ささやいた。

「あとで、気がむいたら、たっ、助けてあげられなくもありませんよっ。だから、今は逃げるです」

　言葉かみかみなうえ、ちょっと声が裏返っている自分のへたれっぷりに泣きたくなったが、意図はどうやら伝わったみたいで、胡汀はぐっと唇くちびるを引き結んだ。

　や、やばいコレ。「キサマッ、あとでもう、語り種ぐさになるくらいどつき回す……！」っていう野や蛮ばんな目だ！　ってか私、黙だまっていれば文句なしに美び丈じよう夫ふで神秘系なこの人の顔を、こうまで何度も何度も破は壊かい神のごとく凶きよう悪あくにさせちゃって、あとで天てん罰ばつとか受けないだろうか。

　恐ろしい予感に冷や汗流しまくったとき、私成敗の意い欲よくにめらめらっぽい胡汀の邪じや悪あくな視線が、蝶ちようを捕まえられず悲しげな様子でふよふよ浮ふ遊ゆうしている椰や真まちゃんに一瞬、鋭するどく向かった。直後、白雨さんに攻こう撃げきを仕し掛かけようか悩なやんでいるらしい伊織さんの腕を乱暴に取り──私たちを置いて、躊ちゆう躇ちよなく去っていく。

「……見ろ、小こ娘むすめ。あれが、あの、醜みにくく去る姿が、男の本性だ」

　白雨さんは無感動な声でぽつりと呟つぶやいた。背後で足音がとまるのと同時のことだった。
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　私と白雨さんは、姿を見せた集落の人に身を拘こう束そくされた。

　私たちを追っていたのは、五人の男性だった。年ねん齢れいはばらばら。皆みな、独特の衣い装しようをまとっていた。引きずるくらい長い外衣を軽く羽織って、帯でひらひらしすぎるのを防いでいる。下には割合ぴたっとしたズボン。で、ブーツイン。履はき口付近に、鳥の羽やフリンジがつけられていて、なにげにかわいい。この世界の文化、本当にわけのわからないごちゃ混ぜ感でいっぱいだ。髪かみの毛は、長い人が多い。年配の人ほど、鮮あざやかな髪かみ飾かざりをたくさんつけている気がした。これも羽つき。簪かんざし系のものを挿さしている。案外、派手だ。

　五人のなかには、矢や剣けんを携たずさえている人がいた。この武装している人たちが私と白雨さんを囲み、歩くよう強要した。私を見て、皆さん、「何者？」と奇き妙みような顔をしていた。

　でも白雨さんに関係があると考え、集落に連れて行くことにしたらしい。

　結構歩かされるのかなって覚悟していたのに、一時間程度の距きよ離りで到とう着ちやくした。

　集落は、予想外にしっかりした規模を持っていた。機能的な印象を受ける。

　ここへの到着までに、色々なことが把は握あくできた気がする。まず、国の全体像。山、山、川、山、川といった感じの水源地豊富な山脈国家なんじゃないかってこと。

　いや、全体像っていうのはいくらなんでも大げさか。だけど、遠方をうかがっても、平地が少なく、霞かすみのなかに峻しゆん厳げんな山々がそびえているばかりだった。

「蜜み柑かん畑っぽいかも」

　地面の傾けい斜しやを利用して形成された集落を前にし、私はぼそっと独白した。ほぼ段々畑状に、建物や田がずらーっと並んでいる。山をくだる形で進んでいたので、集落の様子がよく見えた。

　私は、胡こ汀ていの屋舎はかなり立派なほうだと思っていたし、実際その判断は外れていなかったんだけれど、それでもだ。集落内の家屋だって極きよく端たんに見み劣おとりするほど、ひどくない。

　むしろ、想像していたよりも全然こぎれいだった。

　おおよその造りは胡汀のところと同じだ。民家、商店、公共施し設せつ、って感じで区画的にちゃんとまとめられている気がした。

　確かな「文化」と「生活」がうかがえることに、私は驚おどろいた。人がいる。子どもから大人まで、ごく自然なばらつきで人々が道に出ている。

　道も、狭せまいけれど結構整然と敷しかれていた。傾斜の多い地面のせいかな、面おも白しろいことにいたるところ、短い橋まみれ。とにかく、橋。段差のあるところすべて、橋。

　段々畑の下と上、あるいは、斜ななめ、横、その他、屋舎同士の上階を繫つなぐ吊つり橋も多かった。

　どれも基本は梯子はしごっぽい簡素なものなんだけれど、転落防止のためだろう、手すりがつけられている。そこに洗せん濯たく物ものや干ひ物ものが、ぶらさがっていた。

　この雑多な賑にぎ々にぎしい雰ふん囲い気き、活気ある市場みたいで子どもは楽しいかもしれない。

　他にも珍しいものがあった。一定の間かん隔かくで、花の形の細長い燈とう籠ろうが設置されている。

　燈籠は、整備された家屋の並ぶ通りだけじゃなく、段々畑の一番下に設けられている広場にも置かれていた。

　向かっていたのはこの広場だったらしい。直行って感じで最短距離の橋を渡わたる。周囲を柵さくで囲み、塔とうめいたのっぽな櫓やぐら的建物を三方向に置いている場所だ。

「あの川、まさか……」

　私はバレないよう慎しん重ちように周囲の観察を続けた。集落全体を挟はさむ形で、左右に二本の川が流れている。左手側は穏おだやかな清流、右手には──思わず一いつ瞬しゆん目をそらしたくなってしまったが、うん、あれだ、見覚えがありまくる不ふ吉きつな黒い川。

　だけど、なんだろう、気のせいじゃなければこの黒川、伊織さんが言っていたように少し薄うすまって赤茶っぽくなっている？

　私と白雨さんは、乱暴に広場の真ん中に突つき飛ばされた。すでに先客がいて、四、五人の女性が後ろ手に縛しばられ、うずくまっている。彼女たちは白雨さんと同一の白い着物を着用し、頭には青い花か冠かんをつけ、そこから髪の毛のように無数の鳥の羽を下げていた。

　誰だれもが同じ仮面をかぶったように、沈ちん痛つうな面おも持もちをしていた。

　私の勘かんが正しければ、この人たち、「河方の儀」っていう酷むごい儀式の人柱に選ばれたんじゃ。

　そもそもどうして河方の儀が必要なんだっけ。国の、ご……、ごじょ？　護女たる「緋宮」さんの力が弱まっているため、魔ま封ふうじの界が必要だって胡こ汀ていが言っていた気がする。えーとあとなんだっただろう、火々の季節っていう「楽らく奪ばい月つき」が近いので凶悪なけだものがたくさん来る、とかそんな話をしていた気がするけれど、それにしても楽奪い月ってなんだろう？

　もとの世界でいうところの「神かん無な月づき」みたいな感じかな。

　神様がその月にはみんな不在になるんだよー、とか？

　あとで胡汀に詳くわしく聞いてみようと思い、私は現状を振ふり返って一気に鬱うつ々うつっとした。

　会えるよね会えるよね、死体となってご対面はいやだ。

「ん？」

　ふと濃のう厚こうな視線を感じ、私はぱちりと瞬またたいた。女性陣じんのみならず、私と白雨さんをここに強制連行してきた男性たちまで、こっちに無ぶ遠えん慮りよな目を向けている。

　私は大層おののいた。注目を浴びることに慣れていない。

「なんだ、この娘むすめは？」

「ここの者ではないぞ」

「では、〈くれぼたん〉の者か、〈せすみれ〉の者か？」

「いや、どちらの集落にも馴な染じみがいてよく通うが、こんな娘は見たことがない」

「待て、この娘。無位にも遊女にも見えぬと思うが。衣ころもは質のよいものだ。貴人ではないか」

「だが、貴人の女がなぜ白雨といた？」

「香こう人じんの娘では？」

「香人の娘でも、年とし頃ごろなら普ふ通つうは顔くらい隠かくさないか？」

　などと男性陣が額を寄せ合い、ちらちら私をうかがいつつ議論をかわしているが、丸聞こえだ。こうじん、ってなんだろう。雰囲気的に、貴人よりも身分が下だけど、平民よりは上、って感じに思える。

　どうしよう、ここは積極的に、毅き然ぜんと挙手して「私、胡汀のペット……、いやいや違ちがう、胡汀の居い候そうろうでーす」と素す直なおに真実を明かしちゃう？

　それともやっぱ胡こ汀てい的にミステリアスな暴君と化し、「ふ、恐おそれ多い、私ってば後光さす聖少女」と腰こしに手をあてて、生意気そうにかましてみるとか。

　いや、これは自分的に色々と無理が……でも出会いというのは摑つかみが肝かん心じん。いや、でも。

　狼ろう狽ばいしすぎて迷めい路ろと化した自分の思考に翻ほん弄ろうされているあいだに、事態は急変した。

　白雨さんが、捻ひねり上げるくらいの強い力で私の腕うでを摑んだんだ。痛っ……、ってなに？

「鉄てつ狩がり師しの男が月げつ星せい境きようの中腹に一人、居をかまえているのだろう？　確か、胡汀といったか」

　げっせいきょう？　この集落の名前？　いや、集落を含ふくんだ地名のことかな。

　名前に注目している場合じゃない。白雨さんは、どうして胡汀の話をはじめたのか。

「胡汀と会ったのか？　あれは聖鉄を扱あつかう者、香人よりも貴き者だ。おまえが惑まどわしていい相手ではないぞ！」

「誑たぶらかしていたのは娘のほうだ。どこぞから流れてきたこの下女が、胡汀とやらを弄もてあそんでいた。いや、鉄狩り師だけではない、伊織もだ」

「なんだと。おまえ、自分が助かろうと、虚きよ言げんばかりを紡つむぎやがって」

「伊織を逃のがしたのはこの娘！　伊織は逃にがしたが、私がこの淫みだらな娘を捕つかまえてやった！」

　私は慌あわてふためいた。白雨さん、どうしてそんな！

「しっ、白雨さん、よよよく見て、私の容姿であんな暴君的美男子とかナイフ系美青年を誑かせるはずがないです！」

　ずっぽりと地底の奥まで落ちこみそうな切ない発言をしてしまったが、背に腹はかえられない！　あ、白雨さん、「しまった、言われてみればその通り。もっとましな噓うそのほうがよかったか」的な猛もう烈れつ後こう悔かいの顔をされると、すごく傷つくというか、こう見えてなかなかに繊せん細さいな生き物なので、あああん椰や真まちゃん慰なぐさめて……って椰真ちゃん消えたー!!

　ここに到着するまでは一いつ緒しよに来ていたのに、どこいった椰真ちゃん!?

　私の心を突き刺さしまくる意味での悔かい恨こんを一瞬だけ見せたけれど、白雨さんは前言撤てつ回かいするつもりはないらしく、すぐに態度を立て直し、戸惑っている様子の男性陣を睨にらみ上げた。

「私のかわりにこの娘を川に流せ！　鉄狩り師を惑わせた罪深い女だ」

　なんだってー!!

　私、ちょっと勘かん違ちがいをしていた。たとえ捕まっても軽く軟なん禁きんされる程度で、しばらくは詮せん議ぎのために猶ゆう予よがあるだろうとか、結構楽観的に考えていた。

　で、ひとけのなくなった深夜あたりに、ヒーローよろしく胡汀が颯さつ爽そうと救出に来てくれる、というアクション系ドラマでよくあるパターンが脳のう裏りにあったのに！

　胡汀も私の意図を汲くんだからこそ、不必要な口論を避さけ、伊織さんを連れて一いつ旦たん去ったはず。全員捕ほ縛ばくされた場合、逃とう亡ぼうが難しくなる。だから態勢を整えたのち、助けにくる。

　そういう意味で、あのとき、椰真ちゃんに合図を送ったんだと思っていた。私がどこに監かん禁きんされるか確かく認にんしろ、って合図。でも椰や真まちゃん、どこいった！

「白雨さんっ」

　予想外の展開を迎むかえ、私は混乱と怯おびえのなか、白雨さんの袖そでを握にぎり、引っ張った。

　白雨さんはこっちに視線を投げかけ、だけど意志の力で、動きを止めたように見えた。

　白い陶とう器きを思わせるきれいな横顔は、触ふれた瞬しゆん間かん砕くだけそうなほどに強こわ張ばっていた。

「娘、おまえがまこと伊織を逃したのか」

　男性陣のなかでも、一番年とし嵩かさに見える人が一歩前に出て、警けい戒かいをあらわにした厳格な態度で私に質問した。

　気がつけば、広場に人がずいぶん集まってきていた。中心にいる私たちを取り囲むようにして集落の人々が恐ろしげに、それ以上の好こう奇き心しんを押し出した顔をして傍ぼう観かんしている。

　私は胸に千個の石をつめられたような気持ちになった。

　誰の顔を見ても、助けてくれる気なんてさらさらないとわかる。

　どころか、ここにうずくまっている女性たちをちょっと小こ馬ば鹿かにした、冷たい目もあった。もっともらしくひそめられた眉まゆの下に滲にじむ、薄うす暗ぐらい優ゆう越えつ感かん。たぶん、白しろ装しよう束ぞくの女性たちが、彼らが口にしていた無位の者、あるいは遊女だからこその蔑べつ視しなんだろう。

「……はい、そうですけれど、でも」

　私は、返答につまった。どうしよう、なんて答えたらいい。私が否定すれば、白雨さんが犠ぎ牲せいになってしまう？　伊織さんを助けたのは事実で、それを否定しちゃいけない気がする。

　だったら私が犠牲になる？　他ほかの女性たちはどうなる？　人柱なんてだめだ、って叫さけぶ？

　ここのしきたりや状じよう況きようを全然理解していない私が、いったいなにを言えるだろう。

　河方の儀が集落の存亡にかかわるほど重要なのか、少数をどうしても犠牲にしなくちゃ成り立たない残ざん酷こくな世界であるのか、なにも正しく判断できないのに。

「何者だ、娘」

　何者って言われても。普通に自己紹しよう介かいしてすむ話じゃないだろう。

「──なあ、この娘と、白雨を流せばどうか」

　え？

「長よ、娘を解放すれば、儀の決行を胡こ汀ていに知られる。以前に、あいつの母親も人柱となったはずだな。昔はともかく、今は貴人と同じ位を持つ者に育った。川の界が薄まってきているというのに、無用な横やりを入れられるぞ。一刻も早く娘を流せば、胡汀に気づかれずにすむのでは？　この娘に胡汀が骨ほね抜ぬきとなっているのならば、なおさら急ぐ必要が」

「だが……」

　ちょっ、ちょっと待って。

　胡汀が去ったときの姿は、どうやらこの人たちに目もく撃げきされていないっぽい。

　白雨さんが暴ばく露ろしない限り、胡汀が関係している事実を知られずにすむだろう。

　それはいいとして、儀ぎ式しきを胡こ汀ていに秘密にしている？

　思い返してみると、伊織さんの説明を聞いたとき、胡汀はすごく驚おどろき、同時に腹も立てていた。

　推量するに、胡汀はこの集落の出身者なんだろう。非ひ業ごうの死を遂とげたお母さんのことが頭にあり、儀式そのものに強い嫌けん悪おを抱いだいている。

　彼が子どもだったころは、大人の事情ってことで儀式を押し通したんだろうけれど、今は違う。鉄狩り師という、貴人と同じ身分を持っている。おそらくこの人たちよりもっと上の身分。反対意見を差しこまれた場合、かつてのように蔵に監禁などの強きよう硬こうな手段はとれない。

　内輪もめを危き惧ぐした集落の人々は、胡汀には儀式の再現を秘密にした。都合のいいことに、彼の住すみ処かは集落の外にあり、離はなれているため、さっとすましてしまえばバレないですむ。

　でも、ここで私を見み逃のがした場合、後々胡汀に企たくらみの全ぜん貌ぼうを告げ口され、結果として激しい非難を受ける危険がある。

　なら発覚する前に私をいっそ人柱にしちゃえー、ってこと？

　馬ば鹿かげてる。そんな単純な理由で、私を殺すって？

　命、軽すぎるよ、ここ！　後先のことなんてなにも考えていない、つぎはぎだらけの軽けい薄はくな理り屈くつじゃないか。そんな話が通るの、おかしいよ！

「他の女どもはどうする。ともに流すか」

「いや──待て」

　長という人に、私を人柱にするよう提案した四十代半ばあたりの男性は、好色そうな目をしてうっすら笑い、息をひそめて俯うつむいている女性たちを冷然と見つめた。

「娘むすめが消えたとなれば、胡汀が騒さわぐだろう。この女たちをあてがえ」

　や……闇やみ討うちしたいこの人ー!!

　女の人を軽視しすぎ、胡汀を侮あなどりすぎ！　言葉の端はし々ばしに、鉄狩り師なんて言っても所しよ詮せんは山ごもりの世間を知らん若造だ、適当にあしらっておけばいい、って見下し感が滲んでいる。

　そこには、身分的な事情に対する仄ほの暗ぐらい妬ねたみ、なんていうのもはっきりうかがえる。

「では急げ。呪じゆ弦げん師しを呼べ」

　じゅげんし？　今度はなんなのさっ、と憤いきどおりつつ視線を野や次じ馬うまたちのほうへ向けると、海を分けたモーセのように人ひと垣がきが割れた。秘密結社的な三角頭ず巾きんと装束をまとった人が三人ほど、割れた人垣から姿を見せた。衣装は白じゃなく血で染めたように真っ赤で、裾すそをひきずっている。帯のかわりか、左右の肩かたから腰にかけてクロスするように黒い縄なわを数本、ゆったりと巻き付けていた。見ようによっては、鎖くさりで束そく縛ばくされた罪人みたいだ。

「川へ連れていけ」

　長の声に、男の人たちが動き、私と白雨さんの腕うでを摑つかむ。

「ふざけるな、なぜ私まで！」

「黙だまれ白雨、おまえのせいで、小こ賢ざかしい茅かやには逃げられた。生きていてもおまえは伊織に恨うらまれる」

　茅？　伊織さんのお母さんだろうか。

　確か白雨さんと伊織さんのお母さんが結けつ託たくして、逃とう走そうを図はかったんだと言っていた。

　白雨さんを黙らせた面おも長ながの顔の人は、ふと懸け念ねんの表情を見せ、他の男性たちに問いかけた。

「その、伊織の処しよ罰ばつはどうする。あいつは山のがきどもを操あやつっているぞ。逃した場合、面めん倒どう事にならないか」

「くそがきどもめ。孤こ児じと哀あわれみ、これまでは見逃してやったというのに、つけあがりやがって。犀さい鬼きなどと称しようして、集落の倉を何度襲おそったことか」

「だが、山は広い。犀鬼どもを見つけるのは至難」

　さいき。山に住む孤児……、私は胸のなかで言葉を嚙かみ締しめた。

　皮肉なことに、闇討ちどころか真正面からどついて改心させたいくらい憎にくたらしい人たちのおかげで、貴重に違ちがいない情報が続々と手に入っている。

　孤児が身を寄せ合って山に暮らすという世界。古典的以上の野や蛮ばんな儀式が平然と行われる世界。女性の地位が低い世界。とても、怖こわい世界だ。ここは。

「伊織はあとだ。今は、この娘たち。何年も呪じゆ力りよくを維い持じした魔ま封ふうの川が、前まえ触ぶれなくふいに薄うすまるとは。いかなる凶きよう兆ちようなのか。緋宮様はなにをしておられるというのか」

　私を見下ろして、長はもの悲しげな表情を浮うかべ、呟つぶやいた。

「だが長、魔封の川が弱まったのは、この一帯のみだ。もしもこれが都の神かん巫なぎ様方に知られたら」

「我らが、けだものどもと通じていると疑念を抱かれるかも」

「集落を滅めつされるだろう」

「もとをただせば、鉄てつ狩がり師したる胡こ汀ていの怠たい慢まんが災いでは。隼はや鉄てつを奉ほうじる量が不足していたのだ。だから川の界の力が衰おとろえたに違いない」

「他の集落を渡わたる川は、無事なのか──」

　男性たちは、勝手なことを口々に言い合った。

　ひどい、責任を全部胡汀になすりつけるつもりなの。

「長、さあ早う手を打たねば。集落が滅ほろぼされる前に。我らのために」

「生きるためだ、まこと、我らが生きるため」

　面長の顔の男性は、苦く悩のうの色を見せている長を急せかし、血走った目を私に向けた。

　同じ人間を見る目じゃない気がして、寒々しいものを覚えた。
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　黒川にかかる簡素な板いた敷じきの桟さん橋ばしまでひっぱられたのち、私たちは川かわ面もに浮いている不可思議な薄い石せき盤ばんの上に乗せられた。波形に縁ふち取どられた畳たたみ一畳じようほどの大きさの石の板で、表面にはびっしりと異様な赤文字が記されている。漢字的というよりもヒエログリフに近い。

　うえええ、これ、明らかに呪じゆ術じゆつ系の代しろ物ものだ。

　この板に乗せられる瞬しゆん間かんまで、白雨さんはもう、見事というほどに暴れ、抗あらがいまくった。

　だけれども多勢に無勢、どうしたってかなうはずがない。激しい抵てい抗こうに苛いら立だったらしい男の人にこめかみを殴なぐられ、朦もう朧ろうとしているところを石盤にさっさと乗せられてしまう。

　うう、この男の人の顔、絶対忘れないんだから、すっごい方法で復ふく讐しゆうするんだから！

　奇き怪かいな石盤の上で、ぐったりしている白雨さんの頭を膝ひざに乗せ、私はキッと桟橋の男性陣じんを睨にらんだ。誰だれも怯ひるんじゃくれないところが虚むなしい。

　この先、どうなるの。ただ川にすーいすいと流されるだけ？

　え、じゃあ、流れの緩ゆるやかな場所で川に飛びこめば、普ふ通つうに助かるんじゃないの？

　心臓は一応ぶるぶるどきどきがくがくしているものの、命の危機をあまり実感できなかったため、涙なみだが出るほど怖いという切せつ羽ぱ詰つまった気持ちにまではなれない。

　だって手足を縛しばられているわけじゃないし、ただ一枚の石盤に乗っけられているだけだし……そもそもなぜ石盤が水に浮き、なおかつ私たちを乗せても割れたりしないのか非常に謎なぞなんだけれど、うん、もう、ここは摩ま訶か不ふ思し議ぎが当たり前に存在する世界なんだって思おう。

　乱れてしまった白雨さんの髪かみをもそもそ撫なでつけていると、正気に戻もどったらしい厳しい目で睨まれた。

「どれだけとんまなんだ、おまえ。死にかけているというのに、抗いもせず！」

「ごっ、ごめんなさい」

　つい謝罪してしまう自分に哀あい愁しゆうを感じなくもない。胡こ汀ていのときもだったけれど、出会ってわずかの時間で、すでに互たがいの力関係が決定づけられてしまっていないだろうか。

　私って、どんな世界でも底辺なのか……やだなそんな人生。

　などと白雨さんにちくちく罵ののしられ、切なさがいや増したときだった。

　赤あか装しよう束ぞく三人組が桟橋の際きわまで歩み寄り、ぱらぱらっと紙かみ吹雪ふぶきみたいなものを黒川へ流した。

　紙吹雪が水面に乗った瞬間、川が熱されたフライパンと化したように、じゅっと音を立てる。紙きれが一いつ瞬しゆんで燃えた。途と端たん、川が鞭むち打うたれた馬のように、流れを速くした。

「え、え？」

　三人がいったいどこから取り出したのか、バカでかい孔く雀じやく羽の扇せん子すをぱしっぱしっと開いては閉じ、何語なのかさっぱりわからない呪文らしきものを唱え始めた。

　するとだ。身体からだに急激な重力が降ってきた。磁石に変化した石盤に身体が引き寄せられているみたいだった。石盤の文字が触しよつ角かくみたいにざわざわと蠢うごめいている。

　気持ち悪い、この呪文に反応している！

「っ！」

　なんだか息苦しい。呼吸できない。

　白雨さんも身体を動かすのがきつそうだったけれど、私とは違って胸を圧あつ迫ぱくする苦しさは感じていないらしい。私はどっと汗あせをかいた。やだなにこれ、息、できない。肺が潰つぶれそう。

　もしかして私、絶体絶命？　本物の出来事なの？

　どこかでまだ信じきれない思いがある。偽にせ物ものの世界なんじゃないかっていう甘い考えが。そして、夢にすぎないと見下すような意識が。隠かくしきれない、いやらしい感情だ。だから──さっきまで悠ゆう然ぜんとかまえていられた。白雨さんに怒いかりをもって厳しく糾きゆう弾だんされても。

　その罰ばつなのか。これは虚きよ構こうではない現実の痛みなんだとわからせるつもりの罰なのか。

　目の覚めるような強きよう烈れつな圧迫感に、私は喘あえいだ。どうしよ、苦しい！

「──おい、おまえ？」

　白雨さんは、私の膝から上体を起こし、驚おどろきを顔に浮かばせた。

　私は答えられる状態じゃなかった。生理的な涙が頰ほおを流れた。身体を搾しぼられているような強い苦しさに、意識が霞かすんでいく。自分のなかにあるなにかが、三人の呪文に強く反発し、暴れているみたいだ。胸に広がる苦しさに、瞼まぶたが落ちそうになったときだった。

「──知夏。つれてきたぞ。椰や真まは偉えらい、役に立つ」

　椰真ちゃんの声が耳元で聞こえた。

「椰真ちゃ……」

「くけけ、猶ゆう予よがないと考えたから、すぐ報しらせにいった。椰真、利口」

　うん、椰真ちゃんはお利口さんだ。私は微笑ほほえんだ。

　次の瞬間。ひゅん、と空気を切り裂さく音がした。ひゅっ、ひゅっ、といくつも空に鋭するどい弧こを描えがき、飛んでくる細いもの。それは小気味いい音を立てて、桟橋に突つき刺ささった。

「矢だ！」

「誰が放っている!?」

「早く逃にげろ！」

「くそ！──おい、あれは胡こ汀ていのやつじゃないか！」

　焦あせりと恐きよう怖ふを交えた男の人の声に、私は視線を上げた。

　遠くの、段々畑に設けられた橋の上、赤い弓を掲かかげた暴君様の姿があった。彼だけではなく、木こ陰かげにもちらほらと誰かの姿が見える。伊織さん？　それに子どもの影かげもある。

　もしかすると、集落の人の会話にあった犀さい鬼きっていう子たちだろうか。私は目をぱちぱちさせて邪じや魔まな涙を散らし、胡汀を見つめた。すばやく弓をひく姿。物語に登場する英えい雄ゆうのようだ。

　迷いのない動きで矢を放っていた胡汀が、まるで私の視線に気づいたように動きを止めた。

　気づいたよう、じゃない。確かに、私を見てくれている。

「こて……」

　笑おうとした。来てくれた、会えた、という場にそぐわぬ純じゆん粋すいな喜びのまま。

　だけどそのとき、矢から逃のがれるため身を屈かがめていた長が、鬼おにのように顔を歪ゆがめ、桟橋に繫つながれていた縄なわを小刀で叩たたき切った。縄は、私と白雨さんが乗る石盤と繫がれていたものだった。

　石盤が、川の流れに乗った。

　昨年の夏休みに、家族で川下りを楽しんだことがあったけれど、あの流れとは比ひ較かくにならない激しさだ。ただ、不思議なことに、私たちを乗せた石盤はさほどの揺ゆれをもたらさない。呪術的アイテムだからだろうか。

　呪じゆ弦げん師しが紡つむいでいた呪文が完成する前に、石盤が流されたことが逆に幸いとなったのか、胸の圧迫感はだいぶん薄うすれたんだけれど、今度は別の問題が浮ふ上じようした。

　勢いよく川を下る石盤に、細かな亀き裂れつらしきものが入り始めたんだ。

　たぶんこれ、川の一番深いところにさしかかったとき、割れる仕組みなんだと思う。

　呪文は一定のあいだ、人柱の身体を石盤に留とどめるための呪じゆ縛ばくの役割があったんじゃないか。

　黒川は下流へ向かうにつれ速度が増し、幅はばも一挙に拡大する。大河と称しようするほど広大ではないし、深さも大したことはないだろう。なのに明らかな脅きよう威いを感じずにいられないのは、やっぱりこの黒い色と、自然の法則を無視した異様なうねり方のせいだ。

　私は視線を虚こ空くうへ投げた。ゆるく蛇だ行こうしている川だからか、集落は木々に消されてもうほとんど見えなかった。周囲の景色も矢のように流れていく。

　胡こ汀ていがどこにいるかもわからない。追いつけないだろう、この速さでは。

　椰や真まちゃんもついてこれなかったんだろうか、それとも胡汀のほうへ向かったのかな。いつのまにか姿が消えている。神しん出しゆつ鬼き没ぼつだ。

　私は唇くちびるを嚙かみ締しめた。考えの足りない自分に腹が立ち、嫌いや気けが差した。いつも事が起きてから気づき、後こう悔かいする。飛び降りるのならば、もっと早い段階でためすべきだった。

　それか、この急流地点をなんとかやりすごし、もう少し緩やかなところで降りるかだ。

「盤が割れる！」

　白雨さんは、両手で石盤の縁ふちを摑つかみ、身体を支えながら叫さけんだ。

　流れる景色のなか、白雨さんの長い髪がはらはらと宙に舞まっていた。緊きん迫ぱく感かんに満ちた状じよう況きようだというのに、白く長い髪が宙に躍おどる様は、胸を突くくらい幻げん想そう的に見えた。

「死にたくない、屑くずのような生で終わるなど！」

　白雨さんの鳶とび色いろの目が、こっちを向いた。苛か烈れつな眼まな差ざしだった。

　命を守るために、命を奪うばうことを辞さないという矛む盾じゆんした、だけどとてもまっとうな意志が、激しく瞬またたいている。獣けもの的てきな、きれいな輝かがやきだった。

　あ──石盤が割れるのを少しでも遅おくらせるため、私を突き落とそうと考えているんだ。

　正直なところ、私たちの体重が原因ではなく、石盤自体に刻まれたこの呪言の力で割れるんだと思うけれど、そんな推理、焦りに心をとらわれた白雨さんの意志を変える力にはならないだろう。藁わらにも縋すがる思いなんだ、きっと。

　一方、私には迷いがあった。この期ごに及およんで、迷いがあった。

　黒川に飛びこめば、もとの現実に戻れるんじゃないかっていう淡あわい希望を捨てきれない。

「でも」

　もし帰ることができた場合──その後の胡こ汀ていはどうなるんだろう？

　私を救出しようとしたとき、集落の人たちに弓をひく姿をはっきりと目もく撃げきされてしまった。立場の対立はこの先、彼らとのあいだに取り返しのつかない不和を呼ぶだろう。いや、不和という範はん囲いですむならいい。確かく執しつが深まり、その果てに処しよ刑けいされかねないのでは？

　見ず知らずの私を拾い、なおかつ世話をし、護まもるとまで誓ちかって、それを本当に実行に移した人だ。なんの恩返しもせず、逆に仇あだで返すように一人だけさっともとの世界へ逃げるなんて、許されるのか。

「でも、でも」

　両親に会えるかもしれない、友達とまた遊べる、学校にも行ける。夜中のコンビニ、集めたコスメ、アクセサリー。ちょっと気になるいっこ上の先せん輩ぱい。なにげにうちの弟、パンを焼くのがうまかった。私があんまりへただからって、最初は見るに見かねた様子で手伝っていたのに、今やプロ並みの出で来き映ばえ。日曜の昼は、私が紅茶をいれて、弟がパンを焼く。友達や近所の人を招いての午後パーティーだ。頰をこする、あたたかい布ふ団とんの感かん触しよくが不意に蘇よみがえる。窓の外に見える、オレンジ色の街灯が蘇る。夕方の散歩。公園。高い空。林立するビル。たくさんのことが蘇る。タンスのなかを引っくり返したみたいに。

　どうしよう、すごく、すごく、すべてが愛いとおしい。こんなに鮮あざやかな色をした毎日を過ごしていたなんて、気がつかなかった。本当に、気づけずにいた。

　なのに、胡汀のあの姿。私の手を引っ張り、先を歩くあの背中が、頭から離はなれない。

　ひらり、ひらりと泳ぐ裾すそや、動きに合わせて揺れるショートボブくらいの髪かみ。阿あ呆ほ鳥どりと呼ぶときの声こわ音ね。毎回、怒りの度合いによって、声音にちょっと違ちがいがあるんだ。

　私を虐ぎやく待たいするときの手は、実はすごく加減されている。泣かせないくらいの、ごく軽いつつき方だ。

　その気づかいこそが、泣きたい気分にさせてくれるんだって、胡汀は知らないだろう。

　心がちぎれそうになる。なぜなのか、心が壊こわれそうになる。

　ぐっと息をとめ、胸に広がる衝しよう撃げきをやりすごしたときだった。

　白雨さんは、自分の顔を長い髪で隠すように俯うつむけ、こっちに手を伸のばしてきた。

　その瞬しゆん間かん、天てん秤びんは片方に傾かたむいた。

「──待って」

　私のほうに伸ばされた手が、虚空で止まった。

「白雨さん。お願い、あります」

　ざあ、ざあ、どぷ、と黒い川がリズムよく音を立てて流れている。

「胡こ汀ていに、会ってください。そして、私がすっごくすっごく、ごめんなさい、って謝っていたと伝えてください。許されてあげなくもありませんから広い心で許してください、って」

「なにを──」

　それまで視線を合わそうとしなかった白雨さんは、私の言葉にばっと顔を上げた。

　苦痛と罪悪感、憎ぞう悪お。意志。この人はなんて、強い輝きがあるんだろう。

　法も正義も敵かなわず、善悪も関係ない。生きる意い欲よくという輝き。

　生きたい、と願うことは、一番の尊い欲よくなのかもしれない。

「あなたに殺されはしません。いえ、違うな、これ。あなたは私を殺さない。私は自分の意志で、飛びこむんですから」

「な」

「帰るの。私は帰ったって、そう胡汀に伝えてください！」

　これで何度目か、私は暴挙の女王と化した。

　目を見開き、身を乗り出そうとする白雨さんの姿が、最後の景色となった。

　私は全身に力をこめ、石盤から飛び降りた。

　そして、痛む心も身体からだも、黒い川のなか。
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　帰れると思ったんだ。きっと帰れるんだって。




　──帰ル場所ナド、アリハシナイ。




　噓うそだよ、そんなの。帰りたいと思う場所が、帰る場所だ。

　……誰だれ？　あなた、誰。

　ああどうして忘れてしまうのか、黒い川に潜ひそむ『なにか』を。嘲ちよう笑しようを響ひびかせる『なにか』。




　贄にえ。贄。贄。贄ノ定メノ、哀あわレナ女め神がみ。




『なにか』が近づいてくる。私を飲みこもうとして。

　おかしいよ、出口が見えない。もとの世界に続く出口がどこにもない。ただ、真っ暗なままだった。とても黒いだけだった。胡汀が言っていたじゃないか、川に飛びこんでも戻もどれない、魂たましいまで飲まれるだけって。深い怨うらみだけが満ちる、希望のない川だもの。

　ふいに『なにか』が高笑いをやめた。




　──イツモ、イツモ、邪じや魔まガ。




　前と違って、どこかもの悲しげに『なにか』が呟つぶやき、上を向く。




　──我、憎にくミ、憎マレルノミ。




　え？　どういう意味。

　私は近くまできた『なにか』を見た。確かにその姿を、見た。

　だけども、突とつ然ぜん、身体が勢いよく誰かに引っ張られて──大事な、決して忘れてはならないはずの、この記き憶おくを黒い水の底に、置き去りにしてしまった。

『なにか』が水の底から、じっと私を見上げていた。孤こ独どくの眼差しだった。







　五章







「──んう」

　こほっと私は咳せきこんだ。

　ううっ、やけに喉のどのなかが気持ち悪い。泥どろ臭くさいというか、生なま臭ぐさいというか。

　身体も重い。頭痛もする。苦しい。って、誰、私のお腹なかをつくつく突つっついているのは。

　むず痒がゆい！　くすぐったい、うわっ、顔を舐なめられた？

　……舐める？

　頰ほおを襲おそった奇き妙みような感触に、私は頑がん張ばって、ボンドでくっつけられたみたいに強固な瞼まぶたを無理やりこじあけた。

「……び」

　私はぐわっと跳はね起きた。

　全身ずぶ濡ぬれ、見るも無む惨ざんな有あり様さまで川べりに寝ねそべっていたっぽいけれど、そもそもなぜ川べりに寝ね転ころがっていたのか思い出せないんだけれども、そんな謎なぞは今重要じゃない。

「美び獣じゆう様ー!?」

　以前、私を置き去りにした薄はく情じような二本ツノの美獣様が目の前にいた。

　あああん美獣様め、おまえも無事だったんだ、よかったー！

　私は喜びつつ、わしわしわしっと美獣様の顔を両手で撫なでた。

「こいつめぇ、心配させおってからに。どこにいたのじゃ？」

　私何歳の爺じじいさ、というツッコミはなしだ。

　見た目通り、なかなかに高飛車な美獣様が「おまえ、うっさ。気安く触さわんなよ、こらっ」ってな感じで私の膝ひざをばしっと尻尾しつぽではたいた。ふふん、そのくらいじゃへこたれないもんね。

「もー、本当に心配したんだからねー？」

　ごめん、これはちょっと噓。なにせ目まぐるしい日々だったので、忘れていた。

　すっかりこの世界の摩ま訶か不ふ思し議ぎに順応してしまったのか、美獣様の悪あく魔ま的ツノも、もうあんまり怖こわくない。むしろ旧友に出くわしたノリになってしまう。

　あれ、美獣様の毛も、私同様、ずぶ濡れだ。

「美獣様もまさか黒川に？……って冷たっ。もしもし、もしもし？　なぜ私の真ん前で毛をぷるぷるするのですか」

　やだこの子までいじめっ子か。私のまわり、暴君で埋うめ尽つくされているんですけれど気のせいですか、と誰かにぜひ訴うつたえたい。

「あっもしかして。美獣様が、溺でき死ししかけの私を助けてくれたの？」

　今頃気づく私も私だが、美獣様がここにいるってことは当然──もとの世界には帰れなかったってことだ。

　もとの世界。ああ、思い出した。全部思い出した。

　白雨さんと石盤に乗せられたあと、川に飛びこんだんだっけ。でも失敗したんだ。

　私はなんともいえない複雑な気持ちになり、視線をあてどなくさまよわせた。

　黒い幹に、パステルグリーンの葉。不可思議で幻げん想そう的な世界が、目の前に〈現実〉として広がっている。川流しの儀ぎ式しきを平然と行う残ざん酷こくで極きよく端たんなこの世界。

　その向こうに、木こ漏もれ日に彩いろどられた現実世界が透すけて見えた。幻まぼろしのように。

　帰れなくて落らく胆たんしたのか、安あん堵どしたのか。でもこれだけは言える。胡こ汀ていの忠告通り、川に飛びこんでもどうやらもとの世界には戻れないみたい。それがわかっただけでも、大進歩だ。

　他ほかの方法を探さなくてはいけない。

　自分的に結構シリアスに考えていると、「おまえ、俺を無視すんの。いい度胸じゃない？　調子のんなよ」ってな感じで美獣様にごすごすと鼻で額をこづかれた。痛、いたたた。

「あああん美獣様ったら、可愛かわいいやつめ。わしの嫁よめに来なさるか？」

　だから私はいったいどこのエロ爺なのか。だいたいこんな暢のん気きな会話をしていていいのか。

　真しん剣けんに苦く悩のうしつつ美獣様をしゃわしゃわといじり倒たおしたとき、なぜか驚おどろきの目で見られてしまった。相変わらず理知的な目だ。

　その賢かしこそうな目が、じっくりがっつりぎっちりという勢いで私の全身を遠えん慮りよなく眺ながめ回す。

「……視し姦かん？　やんっ知夏恥はずか」

　と初うい々ういしく頰を染めて恥じらい、冗じよう談だんを言いかけると、速そつ攻こう、尻尾ではたかれた。今のは痛かった……。やだこの子、絶対人間語を理解している。

　美獣様がやけに人間臭くさく、ふー、と溜ため息いきを落とした。なんだろう、「俺、なんでこんな阿あ呆ほ娘むすめ助けちゃったんだろ……」みたいな乾かわいた空気を感じたんだけれど。

　気を取り直したらしい美獣様が、私に擦すり寄ってきた。鼻先を、私の首筋に持ってくる。

　美獣様が！　私に！　甘えていらっしゃる！

「おお！　よーしよしよし、いい子じゃいい子じゃ。そんなにわしが好きかえ。ちこう寄れ」

　私は嬉うれしくなって抱だきついた。美獣様が、笑ったような雰ふん囲い気きを匂におわせた。苦く笑しようかな。

　じゃれつくように、とん、と鼻先を私の口に押し当てる。ひげがちくちくする。

　なんですか求愛行動ですかそれ、ほっほう、可愛いやつよの。

　私がでれっとしているあいだに、美獣様の大だい胆たん行動はさらに加速した。しかし、悪い方向に。

「うあ？」

　嚙かんだのだ。私の繊せん細さいな右みぎ腕うでを。手首のちょっと上あたり。

「痛ー!!　なんで、なんでー！」

　嚙むなんて！　今までのフレンドリーなやりとりはなんだったのさ、油断させる作戦？

「ばかー、ばかー、美獣様のばかばかばかー！　信じてたのに、私の純情を弄もてあそぶなんて、人でなしー！」

　そもそも人ではなく獣けものだもんね、というツッコミはしちゃいけない。

　失しつ恋れんして心破れたような気分になり、私は飛び退のいて、逃にげようとした。

　が、恨うらむべくは、濡れた服。おまけにこっちの世界の衣い装しようってば、ずるずるだらだら長いもんだから、水を含ふくんでしまうともう大変。蔦つたのように足に絡からまり、やばいよ私、胸むな元もととか足元が妙みようにはだけまくってて恥ずかしいんですが。

　あああそうだ、胡こ汀ていの屋舎を飛び出したとき、もとの世界の制服を着たんだった。

　で、その後、胡汀にとっつかまって……じゃないや、木の上で発見されて。制服だと目立つため、胡汀が外衣のなかに着ていた内衣の一枚を貸してくれたんだった。内衣は外衣よりも少し丈たけが短い。といっても私の背丈には十分すぎるほどで、だからこそ、外衣的に着ることができたってわけ。そういえば胡汀、私の制服をどこへ持っていったんだろ……まあそれはともかく、こういう事情なので、今日は下にズボンをはいていない。これじゃ私、露ろ出しゆつ痴ち女じよっぽい！

　美獣様が、這はって逃げようとする私の前に回り、座りこんだ。「逃げるな」って言っているようだった。だけど、無む抵てい抗こうな私にひどい真似まねしといて！……って、あれ。

「あんまり、痛くない……」

　恐おそる恐る、嚙まれた腕を確かく認にんしてみると、不思議だ、つぷっと牙きばが皮ひ膚ふを裂さく感かん触しよくがしたはずなのに、血も流れていない。ただ、うっすらと痣あざができているだけだった。

「って、嚙んだ痕あとがどうして、こんな痣の形？」

　花の蔓つるめいた、もやもやっとした赤い痣が手首に浮うかんでいる。それもブレスレットのように、手首をくるっと一周して。まさかと思うけれどこれ、一種のマーキングとか？

　困こん惑わくしていると、美獣様は「ほら、大して痛くないじゃん？　いつまでもぶすくれてないで、とっとと機き嫌げん直せ」という感じに痣部分をぺろりと舐めた。

　攻こう撃げき目的じゃなかったというのはなんとなくわかったんだけれど、じゃあ、どういう意味なのか。友愛の証あかしとは思いにくい。

　ちょっと警けい戒かいして身を引く私を見み据すえ、美獣様は両目を細めて耳を立てた。

　それは、ひどく獣らしい仕草だった。いや、根こん本ぽん、獣なんだから、今さら獣らしいという表現はおかしいんだけれど、とにかくそんなふうに見えた。獲え物ものをとらえる獰どう猛もうな眼まな差ざしだ。

　ぺたりと前足を私のむき出しの太ふと腿ももに置き、顔を近づける。

　虎とらみたいに大きいので、結構威い圧あつ感かんがある。

「美獣様？　あのう、私のこと捕ほ食しよくするような雰囲気がなきにしもあらずな気がしなくも」

　なんだか得体の知れない怖さを感じて、私は切々と混乱した言葉を紡つむいだ。

　そのときだった。

「──知夏」

　椰や真まちゃんの声がした。

　同時に、美び獣じゆう様の気配が一気に禍まが々まがしく鋭するどいものに変わった。

　美獣様は、私から離はなれ、大きく跳ちよう躍やくした。向こうの木立のところまで、一いつ瞬しゆんで跳とぶ。

　そのまま駆かけ去るのかと啞あ然ぜんとしていると、美獣様は優ゆう雅がに尻尾を一度動かし、振ふり向いた。

　──「今は見み逃のがしてやる」というような、傲ごう然ぜんとした目だった。

　なにを見逃すというのか、私の命のことではない気がした。食い殺す目的ならば、あんなにじゃれてくるはずがないし、そもそも川から助けたりしないだろう。

　固まる私をつらっと見やって、美獣様は今度こそ完全に姿を消した。

「知夏」

　惚ほうけているあいだに、椰真ちゃんが横に来ていた。ヤンキー座りをして、頭が地面につくくらい大きく首を傾かたむけ、私を覗のぞきこんでいる。

「おまえ、なにをされた？」

　きけくけけ、と椰真ちゃんはわさわさ頭を揺ゆらし、気難しげに唸うなった。

「けだものの匂いがする。悪あしき匂い」

「──けだもの？」

　椰真ちゃんは答えず、ふいにふよっと宙へ浮かぶやいなや、「おうい」と叫さけんだ。

「知夏、ここだ。ここにいる」

　誰だれかに呼びかける声。それはきっと──。

「知夏！」

　がさっと野草を蹴け散ちらして、駆け寄ってくる人を見た。らしくなく髪かみを乱し、裾すそも乱して。

　なんだか、ぐっときた。叫びたくなるほど！

「胡こ汀ていっ」

　私は、うっぎゃあああん、と野や獣じゆうの雄お叫たけびに等しいかわいらしさ皆かい無むの泣き声をあげ、両手を伸のばして駆け寄ろうとした。だがここで、互たがいに駆け寄り、手に手を取り、見つめ合い……といった王道恋れん愛あい映画的展開にならないのはなぜなのか。濡ぬれた衣服に邪じや魔まをされ、すっ転びかけるのが私というものらしかった。やだもうこんな人生。

　ぐごぁ、と奇き声せいを上げ、顔面を地に衝しよう突とつさせる寸前。

「この、阿あ呆ほ鳥どりが！」

　目の前が見えなくなり、一瞬で呼吸がとまるほど身体からだが圧あつ迫ぱくされた。

　強い力で、抱だきしめられたせいだ。

「こてっ、胡汀、ごめんなさい、ごめんなさい」

「うるさい、阿呆鳥め！」

「怖こわかったです、私、無敗の猛もう将しようのはずなのに、怖」

「黙だまれと言っている！」

　怒おこりながらも、ぎゅうっと抱きしめてくれる腕はあたたかい。

　それに、胡汀の鼓こ動どうが、すごく速いのがわかる。

「阿あ呆ほ女、よくもこれほど俺を引きずり回してくれる！」

「胡汀」

　腰こしをくびってしまうくらいの腕の強さ、そして後頭部をおさえる手の大きさ。憤いきどおりだけではない、強いなにかの感情をまとう人が、私の全身をすっぽりと包んでいる。

　──なんだか、私の身体は、この人にとても合うのではないかと、そんな錯さつ覚かくを抱いだいた。

　むがむが泣きつつ、それでも懸けん命めいにしがみついていると、実は胡汀と一いつ緒しよに来て、後ろでずっと待っていてくれたらしい伊織さんに、苛いら立だたしげに怒ど鳴なられた。

「ばか！　いつまでそうしている！　追っ手が来るぞ」

　私はこの瞬しゆん間かんまで、伊織さんと──そして無事助け出されたらしき白雨さんがそばにいることに気づかなくて、ぎゃあっと胡汀を押しのけてしまった。

　伊織さんは、私を見て、束つかの間茫ぼう然ぜんとし、ついで火を灯ともしたように赤くなった。

「こ、衣ころもを……」

　とのか細い声に、突つき飛ばされてむっとした胡汀と、白雨さんと、椰や真まちゃんが私に注目した。見事に襟えり元もとと裾をはだけさせた私の破は廉れん恥ち極きわまりない痴女っぷりに。

　でも、その露ろ出しゆつは、一瞬だけだった。胡汀が、ぱっと私を後ろに隠かくしたからだ。

　そして、伊織さんに、厳おごそかに命じた。

「衣を一枚、寄よ越こせ」
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　今はとにかく追っ手を振り切るため、逃げることが先決だった。

　だけど逃とう走そう劇にはえてして苦難と困難と災難がつきものらしい。

　まずは怒いかり冷めやらない胡こ汀ていの、毒針のようなお説教から始まった。うん、アレだ。石盤から飛び降りる直前、まるで遺ゆい言ごんのように白雨さんに託たくした言葉が原因。

　白雨さんってば案外律りち儀ぎな人だったみたいで、きっちりと胡汀にあの言葉を伝えたのだ。

　私が川に沈しずんだあとの話だ。伊織さんは仲間の犀さい鬼きさんたちに協力してもらい、今にも溺おぼれそうな白雨さんを渋しぶ々しぶとだけど救出したらしかった。で、そのとき、一緒に流されたはずの私はいったいどこに消えたのかって話になり、遺言を報告。ちなみに感謝してもし足りない勇者な犀鬼さんたちは、すでに撤てつ収しゆう済みだという。人前に出るのは嫌きらいらしい。

　お説教というか、言葉責めで身が灰になりかけたのは初めてだ。本当に強きよう烈れつだった。だけど、まあ、これは自じ業ごう自じ得とくな面があるので、大人しく拝はい聴ちようしておいた。問題は、そのあと。

　なぜ流れの速い川から無事生せい還かんできたのか、やけにしつこく聞かれてしまった。

　私は深く考えず、「かっこいい美獣様に助けられた」とありのままを説明しようとしたんだけれど、それより先に、椰や真まちゃんが重々しく口を開いたんだ。

「滸こ楽らくに嚙かまれたようだぞ」って。

　椰真ちゃんの声は、私と胡汀しか聞こえない。あれ、そういえば。鉄てつ狩がり師しという特とく殊しゆな職業についていて、なおかつちょっと神かん巫なぎっぽい雰ふん囲い気きの胡汀が椰真ちゃんを視し認にんできるっていうのはわかるけれど、なんで私までも可能なんだろう。謎なぞだなあ、この世界。

　などと暢のん気きに考えながら胡汀を見れば──鳥とり肌はだが立っていそうな目で、私を凝ぎよう視ししていた。

「──見せろ」

「え」

「腕うでを」

　私はおずおずと、胡汀に腕を差し出した。

「これは、なんだ？」

　胡汀の声は、緊きん張ちよう感かんに満ちていた。抜ぬき差しならないような緊きん迫ぱくした空気に、ひっそりと火花を散らして睨にらみ合っていた伊織さんと白雨さんもこっちに顔を向けた。

「これは、どうしたことだ？」

「あ、あのう」

「滸楽に嚙まれたというのか？　どういうことだ。これは──求きゆう婚こんの索さくだ。けだものがおまえを助けたのか？」

　怒おこっているのかと勘かん違ちがいしてしまうくらいに真しん剣けんな声だった。

　滸こ楽らく。けだもの。私は目まぐるしく考え、理解した。

　あの美獣様が、滸楽というけだもの。そして滸楽は蛇だ蝎かつのごとく人間に忌いみ嫌われている。侵しん入にゆうを阻はばむために、川流しというむごい儀ぎ式しきをするほど。

「──わ、わかりません。気づいたら、川べりにいて」

　私はまずい噓うそをついた。誰が聞いたって、ごまかしているとわかるだろう。

　救助の手がない限り、あの激しい流れで、鈍どん臭くさい私が助かるはずがないのだ。

　しかし、事実なんてとても言えそうになかった。理由は複数ある。

　感情的な一点をあげるとするならまず、美獣様が本当に滸楽という忌き避ひする生き物なのだとしても、私にとってはそうじゃなかったってこと。

　次に、超ちよう絶ぜつ嫌けん悪お対象の魔ま物ものだとわかっていても、それはあくまで、つい最近得た知識という範はん囲いの話で、こっちの人たちのように実生活には一いつ切さい結びついていないってこと。

　本当の意味では、人々が滸楽に向ける嫌悪と恐きよう怖ふを、きっと理解できていない。

　正直に胡こ汀ていたちに告げた場合、助けてくれたんだろう美獣様を「売った」状態になるってことも、要因のひとつ。

　これらの点よりも重要なのは、自分が過去に取った行動のほうだ。私がこの世界に来たとき、黒川は干ひ上あがっていた。川の溝みぞのなかに、美獣様はいた。矛ほこで刺さされた状態でだ。

　その矛を、私が抜いたんだ。ああまったくもう、自分の馬ば鹿か頭が嫌いやになる。

　あのとき、すごく混乱していたからか、冷静に状じよう況きようを判断することができず、記き憶おくがパズルのように散らばってしまっているんだ。矛を抜いたあと、どうなったんだっけ。

　今回同様、私は川で溺れたはず。偶ぐう然ぜん通りかかった胡汀が助けてくれたんだよね。

　魔ま王おう様的な人と話をしたような気がするけれど、あれは現実じゃなくて夢だっけ？

　それに、この世界に来る直前、雪の柱に乗っていたコスプレ青年はいったいなんだったのか。

　謎ばかりが敷しきつめられて、足の踏ふみ場もない状態だけれども、だんだんとこっちの人々の生活がわかってきた今、もしかすると私ってば実は大変なことをしでかしてしまったんじゃないか、と懸け念ねんせずにいられない。単なる謝罪のみでは到とう底てい許されない行こう為い。

　川の結界を弱めた元げん凶きようなんじゃないか、とか。

　無知が招いた恐おそるべき事実を明かして、胡汀に失望され、拒きよ絶ぜつされるのが怖かった。

　きっとこれが、とっさに真実を隠さずにはいられなかった一番厄やつ介かいな理由だ。

　胡汀の顔を見れなかった。重い沈ちん黙もくが広がる。

「……伊織」

　名を呼ばれたのは私じゃなかったけれど、思わず身体がびくっとなった。

「しばらくはおまえの隠れ家で世話になるつもりだったが、そうもいかなくなった。そちらの女だけを連れていけ」

　感情を押し殺して抑よく揚ようのなくなった胡こ汀ていの言葉に、伊織さんはすぐ反応した。

「あんたが来ないのに、なぜ白雨を匿かくまわねばならない？　どこへ行こうとしている。──それに、その」

　と、なんて呼ぼうか迷っているような目を私に向け、伊織さんは口をつぐんだ。

　そうだ、胡汀、私の救出時に弓ひく姿を集落の人々に目もく撃げきされてしまったんだもん、平然と屋舎に戻もどることなんてできないだろう。一生、逃とう亡ぼうし続けねばならないような、悲ひ惨さんな生活になる可能性だって十分以上にある。私のせいでだ。

　この人の人生、私が狂くるわせている。

　ますます顔を上げられなくなり、項うな垂だれていると、大きな手が私の顎あごをとらえた。

　そのままくいっと上を向かされる。抵てい抗こうを許さない強ごう引いんな手だ。

「典てん田でん山ざんの西部谷に、偏へん屈くつな呪じゆ弦げん師しの知り合いがいる。そこへ向かう」

　てんでんざん？　面おも白しろい名前の山だなあ……じゃなくて胡汀、あの、手、手が。

「典田山へ向かうには、墨すみ伏ぶし関門を通る必要があるぞ。峠とうげも険しいうえ、山さん獣じゆうの子育ても終わりを迎え、気が荒あらくなっている」

「どうであろうと行かねば。火々の月までに印を消す必要がある。俺の鳥に、忌まわしき印が結ばれるなど我が慢まんならぬわ」

　吐はき捨てながら、胡汀は尖とがった視線で私を貫つらぬく。批判の色がある眼まな差ざしだ。

　それでも、なぜ私がさっきごまかしたのか、詰きつ問もんしようとはしない。

　伊織さんや白雨さんの目があるせいだろう。

　って流しかけてしまったけれどご主人様、私のこと本当に、拾った阿あ呆ほ鳥どり扱あつかい。

「まさか同行させるつもりなのか？　無む謀ぼうだ、道に慣れた男でも、五日はかかる。女ならもっと。ましてやそんな……小さい、可か憐れんな女人なら」

　それまで目を厳しくしていた伊織さんは、途と中ちゆうからつっかえつっかえな声になり、私に一度視線を落とすと、目め尻じりを赤くした。そして、驚きよう異いの発言を投下してくれた。

「花のようにか弱く清せい楚そな、愛らしい人を、峻しゆん厳げんな山へと連れて行くなど、悪あしき所業だ」

　はな、の、よう？

　いったいそんな、吹ふけば散る風ふ情ぜいの儚はかない美人がどこにいるのかと、私は本気できょろきょろした。白雨さんが超ちよう絶ぜつ美人なのは間ま違ちがいないけれど、クールビューティな女王様然としている人だから繊せん細さいさとはあまり結びつかないし。

　耳を疑ったのは私だけじゃなかった。胡汀と白雨さんも「今なんて言った？　本気か？　頭大だい丈じよう夫ぶなのか」と伊織さんの正気を全力で疑う怯おびえた顔をしていた。二人の視線が同時に私のほうへ向き、「噓だろ……マジかよ」的な、すこぶる引いた表情に変わる。

　あの、お二人様、私のことをどんな目で見ているんですか。って、伊織さん、まさかあなたの言う花のように清楚な人って、冗じよう談だんとか目の錯さつ覚かくとか狂きよう気きの沙さ汰たとかでなければ、わ、わわわ、私のこと？

　私も青ざめつつ伊織さんを見つめた。これはやばい、伊織さんって研とぎ澄すまされた刃は物もの的な美男子なのに、稀まれにみる感性音おん痴ちなのか。なんてこと。

　あ、私のことを命の恩人と思っているから、逆の意味での色いろ眼鏡めがね？

　悪お寒かんがやまなくて凍こおりついている私たちをものともせず、伊織さんは実にきりりとした生き真面まじ目めな顔で、白雪のごとくたおやかな麗れい人じんを何日も山歩きさせてはいけない、といった主しゆ旨しの意見を力強く口にした。れ、麗人……。

　椰や真まちゃんまでもが、「うっわぁ……」という怯えた態度を取ってますけど。

　伊織さんの熱意に挫くじけたのか、驚おどろきすぎて反論できなかったのか、とにかくさすがの胡こ汀ていも気け圧おされ、なんだかんだの末に、全員で、その典田山の西部谷に向かう運びとなった。

　まずは、胡汀の住すみ処かである月げつ星せい境きようが存在する、この山──百ひやく緑ろく山ざんというらしい──をくだるという。

　だけども問題はまだまだ山積み。山歩きに最低限必要な装備さえ欠けているっていう状態ももちろん、深刻な不安材料のひとつ。

　さらには、私という知識皆かい無むの足手まといがいるうえに、仲なか違たがい中の人もいる。

　そんな旅の仲間で、物事が順調に進むはずがなかった。
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「ひゃくろくざん。ええと、げっせいきょう」

　私はひょこひょこと胡汀の後ろを歩きつつ、呟つぶやいた。

　地味に足が痛い。ブーツのなかは裸足はだしだ。新調したばかりのブーツだからか、まだ足に馴な染じんでいなくて、くるぶしや親指の先が擦すれてしまう。

　気を紛まぎらわすために、私は胡汀に頼たのんで、この世界の仕組みをお勉強中だった。

「百緑山。月星境。蹄ひづめ型をつくる陸には五国あり、その最さい端たんに築かれたこの蒸む槻きの国は、山さん川せん国こくともいう。平地が極きよく端たんに少なく、見み渡わたす限り、峨が々がと連なる山ばかり。わずか一部に砂地があり、そこに要かなめとなる陽よう都とが存在する」

「むき。ようと」

「そう、蒸槻は国の名。陽都は、神かむ人びとたる帝みかど、神族、香こう人じんなど、貴人を中心とした栄えの都。政まつりごとの中ちゆう枢すうでもある。百緑山、典田山、十と十と山ざんなどの、峻しゆん険けんな山脈に囲まれた都だ。山々に集落あり、その場所を、人住まう幽ゆう境きようとしている。月星境とは、そのひとつ」

「とと、ざん？」

「十十山な。俺はそちらへは足を向けたことはないが。山によって特色がある。こちらの山はよく雨が降り、むこうの山は年中気候がよい」

　私の歩みが遅おそくなっていることに気づいてか、胡こ汀ていは手を引いてくれた。

　伊織さんと白雨さんは無言でそばを歩いている。椰や真まちゃんはまたも失しつ踪そう中だ。

「そして、護女の緋宮」

「ひみや」

「天てん祖そ陽女ひめ神がみの血族。聖なる鉄を操あやつる女」

　聖なる鉄。この言葉、何回か耳にしたけれど、よく意味がわからない。

「神世の説から話すか。地が、ただ地であったばかりの時代、天あまつ神の命にて、天馬に乗った陽女神が降り立った。対ついの月つき神がみも降り立つはずが、天つ神が、先に陽女神に声をかけたと知って機き嫌げんを損そこね、使いの大おお犬いぬだけを寄よ越こした」

　神様なのに、子どもっぽい。人間臭くさい。

「未開の地を見み尽つくす途中、天馬が誤って陽女神を落馬させてしまう。そして、陽女神に恋れん慕ぼを抱いだいていた大犬が、陽女神を攫さらい、劣れつ情じようのまま陰処ほとにツノをさした」

　ん？　な、なんか怪あやしい言葉が聞こえたような。

「女神の陰処から流れた血が河となり、犬の精は山脈と変じたという。産さん児じは種となり、五穀の豊ほう穣じようをもたらした。これが、五国の所以ゆえんだな。『護国』ともいう。だが、女神は畜ちく生しようの子を宿したことを恥はじ、冥めい戸どの奥へと去られてしまう」

　私は首を傾かしげた。これ、ちょっと日本神話に似ている気がする。確か、ナントカ神の身体からだから穀物が出てきて、とか。するとこの世界、ベースは日本なのかな？

「置き去りにされた大犬は女神のつれなさを怨うらみ、『女神を得るまで、この楽土の女をすべて奪うばう』と呪じゆ詛そを放った。冥戸の泉で禊みそぎをしていた女神は呪詛の痕こん跡せきを知り、大犬を離り島とうへと追放したのさ。ところが、大犬の呪詛は強かった。これにより、女神が身み隠がくししていたあいだの季節は、陽ひの加護を失うはめに」

　この神話に出てくる大犬って、もしかすると。

　私は嫌いやな予感に苛さいなまれながら、胡汀の手をぶらぶらと揺ゆらした。

　胡汀がちょっと振ふり向いて、「ちゃんと聞いとけ」というように軽く睨にらむ。はーい。

「加護なきこの季節こそが、火か々かの季節であり、または、楽らく奪ばい月つきという」

　ああ、なるほど！　楽土の女を奪う、で『らくばいつき』ね。色々と由来ってあるんだなあと私は感心した。だけど、聖鉄は、いつこの神話に絡からんでくるんだろう。

「女神を落下させた天馬はその罪を償つぐなおうと、自らの目、鬣たてがみ、尾お、血、肉の五部を贄にえとし、聖鉄へと変じさせた。そして大犬を封ふうじる神器となる。魔まを貫く神かみ矛ほこにな。大犬を使いとして選んでしまった月神もまた、女神の悲運を嘆なげき、聖鉄の一部を自らの涙なみだで溶とかしたあと、大地に流した。ゆえにこれは生きた鉄。月日のなかで変へん生せいし、碁ご子ことなる。五国の礎いしずえたる子、という意味だな」

　はああ、と私はさらに感心した。日本だけじゃなくて世界各地にもこういった神話があって、実はなにげに現在にまで浸しん透とうしていることがあって、面おも白しろい。

「大犬の末まつ裔えいが、忌いまわしき滸こ楽らくだ。楽土に悲ひ嘆たんの流れを巡めぐらすもの、という意を持つ」

　うっと私は息を止めた。やっぱり、あの美び獣じゆう様が大犬の子孫ってことか。

「滸楽は未いまだ、女神を怨み、女たちを奪いにくる」

　そうだった。確かその、加護のなくなる火々の季節がもうすぐ来るっていっていたよね。

　だからあの美獣様が山をうろついていたんだろうか。

　どうしよう、美獣様の存在について、胡こ汀ていにやっぱり告げたほうがいいんだろうか。

「女神の末裔たる緋宮だけが、聖鉄を……天馬の意思を目覚めさせる。五の数に倣ならい、鉄を握にぎる剣けん士しを五人、選び出す。これを五剣士という。あるいは護剣士と」

「五剣士？」

「そうだ。美しき女神の選びし者だから、緋ひ剣けん、と呼ばれることもある。都では、それぞれの剣士が花の名で呼ばれることも。これにも理由がある。火々の月には、ひとつの種を除き、あらゆる花が枯かれてしまう。なぜなら、女は花にたとえるもの。滸楽は楽土の女を奪うと、呪詛を放った。女神の加護がないというのは、大地の花をも凍らせることだ。だからこそ、国を護まもる強き剣士たちを枯れぬ花として讃たたえる。緋剣は、他ほかの剣士たちの主人だ。火々の月には関門を守り、平素は都の守護にあたる。というよりは緋宮の護衛だな」

　たとえていうなら、西洋の騎き士し団みたいな感じなのかなあ。トップに立つ五人の緋剣たちはその団長さん。

　大半の花が枯れるって、すごい話だ。神話がまるごと生きている世界なんだなあ。

　胡汀の口ぶりからしておそらく蒸む槻きに暮らす誰だれもが、当たり前のように今の話を受け入れているんだろう。

　いや、受け入れざるをえないのか。

「緋宮さんのお仕事は、その緋剣さんたちを選ぶこと？」

「それだけではない。火々の月に咲さく、一種の花を決して枯らさぬことだ。なぜならこの花は、緋宮を象しよう徴ちようするものであり、神しん花かでもある。加護を失った地は、衣ころもをはぎ取られた赤子同然。苦痛に泣き叫さけぶ大地を、大きな穢けがれ──魔のみならず天災などから守護する花だ。だから緋宮は、火々の月になると、神かみ隠ごもりの儀ぎを行う。神の子こ守もり、ということだ。さすがに儀式の詳くわしい内容までは、知らぬ」

「他の月は、なにをするんです？」

「紀き府ふの長として、神事を中心とした多様な行事の類たぐいを取り仕切り、祇ぎ官かん、神かん巫なぎたちを管理する」

「きふ？」

「紀府とは、祭さい祀しなどを司つかさどるところ」

「はい」

「あとは、剣士どもの掌しよう握あくだ」

「はい」

「そしてなにより、日々清せい廉れん、心身潔白に」

「はい……はい？」

　なんですと？　清く正しく美しくってことですか。

「身を病やみ、邪じや心しんを抱けば、神力を保てない。祭事を年にいくつ行うと思っている」

　あ、そうか。日本でもお祭りとか、各地でたくさん催もよおされているもんね。先頭に立って行事全ぜん般ぱんを指揮するんだから、大変なお仕事だ。健康管理はおろそかにできない。

　お祭り。お祭りかあ。私、雪祭りの日に、ここに来たんだよね。

　もとの世界のお祭りに、私、また行けるんだろうか。ちゃんと帰ることができるだろうか。

　この世界にも、雪祭りあるのかな。

　──祭りが開かい催さいされる日に、帰れたりしないかな？

　とっさの思いつきだったけれど、これ、もしかすると案外いけるんじゃないか。緋宮さんに会ってみたくなった。

　自分の考えに没ぼつ頭とうしていると、それまで沈ちん黙もくを守っていた白雨さんがふいに口を開いた。

「──なぜそんな、幼子でも知っている話をわざわざ聞かせる？」

　私は立ち止まりそうになった。見ると、伊織さんも少し不思議そうな顔をしていた。

「それに、手首の痣あざは。滸こ楽らくに嚙かまれて、なぜ無事でいる」

　無意識に、手首の痣を指でおさえてしまった。

「やめろ、白雨」

　伊織さんは、突つき放すような声で言った。彼を無視して白雨さんは、私に冷れい笑しようを見せる。

「おまえ、このあたりに住む者にはとても見えぬ。滸楽が化けているのでは？」

　胡こ汀ていまでもが振り向いた。眉まゆをひそめ、黙だまれというように白雨さんを睨む。

「それとも、ああ、もしかすると──滸楽と契ちぎりをかわしたか？」

　つららのような悪意だった。胸をまっすぐ刺さす言葉。

　なんとなく勘かんづいてはいたけれど、白雨さん……私のこと、すごく疎うとんじているんだ。

　たぶん、貴人でもなさそうで格段美しくもなく、一いつ切さい役にも立たないうえ、明らかに歩みを遅おそくしている原因の私が、無条件で胡汀に護られているからだろう。

　胡汀は暴言を吐はきつつも、私が疲ひ労ろうで顔を曇くもらせるとすぐに小休止を取ってくれる。足場の悪い岩の地帯では、抱き上げて歩いてくれたり。至れり尽くせりに見えるんだろう。

　私だって、目の前で誰か一人だけが特別扱あつかいされていれば、あまりいい気はしない。

　そういう不満が胸にくすぶっている状態で、なおかつ伊織さんとは険悪だ。だけど、ここで皆みなと決けつ裂れつし、別行動した場合、危険を多く伴ともなうとわかっている。

　鬱うつ憤ぷんが溜たまっているだろう、嫌いや味みのひとつでも言わなきゃ胸焼けしてしまうくらい。

「伊織、その女を黙らせろ」

　胡こ汀ていは、溜ため息いきまじりに告げた。それから、どっぷり落ちこんでいるのを悟さとられないよう必死に普ふ通つうの顔を作っている私の頭を引き寄せ、髪かみの毛を鳥の巣にしてくれる。

「俺の鳥が泣く。こいつは怪かい鳥ちようのように泣くから、うるさい」

　暴言大たい帝ていめ。いつか絶対下げ克こく上じよう、と誓ちかいつつも、とぼとぼと山歩きを再開する。

　しばらく行くと、周囲の景色が変化し始めた。

　不規則に密生していた木々の数が減少し、地面の傾けい斜しやが極きよく端たんになる。

　やがて、岩石なのか、それとも黒土がただ盛り上がっているだけなのか、じっくり見ないと判別できない険しい地帯に入りこんだ。

　この周辺は、一本一本の樹木がすごく太かった。葉っぱのついていない木しか存在しない。

「これは」

　胡汀は驚きよう嘆たんの声を上げた。目の色が変わっている。

　まるで遠えん距きよ離り恋れん愛あいの相手と久しぶりに再会しました的な、情熱に彩いろどられた顔だ。

「鉱石だ」

　と、誰に聞かせるわけでもなく呟つぶやき、手近な場所に転がっている岩の前に屈かがんで、はりつくような熱心さで調べ始める。

「よい石だ。以前このあたりに来たときにはなかったはずだが、先年の嵐あらしが原因か？　このような楽園が隠されていたとは」

　楽園って。胡汀さん胡汀さん、ときめきが溢あふれまくってるから。

「これは碁ご子こがよく育つ石だ。持ち帰りたいが……」

　いやいやいやそれは無理です胡汀。持てないから。でかいから。

　ほら今は先を急がないと、と遠えん慮りよまじりに胡汀の袖そでをひっぱると、優やさしさ皆かい無むの凶きよう暴ぼうな表情で振ふり向かれた。なにこの理り不ふ尽じんな格差社会。私より岩ですか。

「碁子の育つ石がどれほど貴重なものだと？　いや、そもそも、碁子一匹に含ふくまれる隼はや鉄てつの量を知っているのか。砂金よりも貴重な聖鉄をそう大量に作れるとでも？　濁にごりなき隼鉄を碁子の体内に作らせるには──」

　滔とう々とうと始まる熱いラブ鉄語りに、白雨さんと伊織さんは、「もうどうにでもして……」という虚うつろな目をし、ぐったりと岩に腰こしかけた。ううん、まあ、ここで小休止にしてもいいかも。

　楽園の世界にいってしまっている胡汀からそっと離はなれ、私も小岩のひとつに腰かけた。

　それにしても、碁子か。元は女め神がみ様の天馬の一部だったっけ。胡汀、器用にかっさばいていたよね。かわいそうだと思ったけれど、命の摂せつ理りっていうのは非情で、逞たくましいもんだ。

　ごめんね碁子ちゃん。あなたたちの死は無む駄だにしない。

　これからも、聖鉄マニアな暴君の胡汀をどうぞよろしくね。

　ちょっぴり失礼な言葉をはさみつつも私は真しん剣けんに願い、ぽんぽんと小岩を叩たたいてみた。

　まさか、反応があるなんて、予想だにしていなかった。

「──!?」

　私が叩いた瞬しゆん間かん、突とつ然ぜん、鈴すずのように、岩が鳴り始めた。いや、単なる振しん動どうなのか。

　脳をおかしくするような、凄すさまじい金属音。耳を塞ふさいでもほとんど遮さえぎれない。

「なんだ!?」

　胡こ汀ていたちも、突然の怪かい音おんに愕がく然ぜんとしながら耳を塞いでいた。

　消えたり現れたりを繰くり返していたシャーマン系幽ゆう霊れいの椰や真まちゃんまでも、どこか茫ぼう然ぜんとして固まっていた。揉もめ事大好きな椰真ちゃんが本気で動どう揺ようしていることに、驚おどろく。

　どっどうしよう、これ私のせいかもしんない！　お願い、鳴り止やんで！

　静まれっ、とパニックのなかでまた小岩を叩く。

　信じらんない。おさまった。どどどどうなってんの私の手。

「知夏」

　胡汀は、私の行動を目もく撃げきしていたらしかった。

　私は、はっとした。怪あやしい？　私、すごく怪しい？　魔ま物ものみたい？

「今のは」

　伊織さんは、頭痛をこらえるように顔をしかめ、私と胡汀を交こう互ごに見た。

「知夏、おまえ──」

　近づく胡汀を見て、私はとっさに後退した。……んだけれど、小岩に乗っている状態だったので、転げ落ちそうになった。危ない。なんとか体勢を整え、地面に立つ。

　するとだ。また驚きよう異いが始まった。

　ぽこぽこぽこっと、なぜか地面が水玉模様を描えがく感じで丸く膨ふくらみ始めた。

「ん？」

　嫌いやな予感がした。途と轍てつもなく嫌な予感だ。

　ぽこっと穴があく地面。もぐらが今の怪音に驚き、一いつ斉せいに地中から這はい出てきたのかと思ったが、そうじゃない。

　碁ご子こだ。たくさんの碁子が、ちびた羽を忙せわしなく動かし、噴ふん水すいの勢いで這い出てきた。

　ぞわぞわっと地面に溢れたあと、ななななんでなのさ、私めがけて突とつ進しんしてくる。

　私どれだけ人外の死物とか生物に好かれているの。知らぬあいだに異才を持ってしまった自分が怖こわい、むしろこんな嬉うれしくない異才はお断りしたい。

「こっ、胡汀ー!!」

　叫さけんだ瞬間、一いつ瞬しゆんで距きよ離りをつめた胡汀に素す早ばやく抱だき上げられた。うわあ、胡汀の足元に碁子が群がっている。ごめん、かなり不気味だ。身み震ぶるいし、胡汀の頭にぎゅっとしがみつく。

　なにその「胡汀ずるいー、知夏寄よ越こせー」的な羨うらやましげな蠢うごめき感。

「おおお願い、碁ご子こちゃんたち、ここは穏おん便びんに、大人しく、土のなかに帰ろうね……！」

　懇こん願がんというかもはや祈き願がんの勢いで真剣に頼たのんでみると、えらく名残なごり惜おしげに碁子たちがぞろぞろと穴のなかへ戻もどっていく。なんて素す直なおないい子たち……じゃないよこれ！

　どうして私の命令に従ってくれるの。私、何者なのさ。

「おまえ、まさか」

　しがみつく私の腕うでの下で、胡こ汀ていはかすれた声を発した。ずるずるとゆっくり私を地面におろす。

「よ、よくわからないです。今の超ちよう常じよう現象、なんでしょう？」

　碁子たちがなぜ私の言葉に反応したのか、本当に理由がわからない。

　しかも襲しゆう撃げき目的ではなく、明らかに、鳥とり肌はだが立つほどの熱ねつ烈れつな好意だった。

　一いつ拍ぱくのあと、ふいに胡汀は私の腰に両りよう腕うでを回し、抱き寄せた。

　うわわ、と私は小さく奇き声せいを上げた。

　瞬まばたきも忘れた様子で私の顔を覗のぞきこむ。近い。距離が。

「今、この蒸む槻き国では護ご剣けん士し──護女を守護する緋ひ剣けんの士の座が空いている。おまえはその、緋剣のお方となる資質を持っているのでは？」
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　それから我に返った様子の胡汀に「なんでもない」と話をすっぱり断たち切られ、小休止が終わった。関門まではおよそ一日半の距離だというけれど、歩みの遅い私や白雨さんがいるため、結局は倍の時間を要することになった。

　当然、夜は野宿だ。でも、途と中ちゆうで発見した集落にこっそり立ち寄り、そこで旅の必ひつ需じゆ品……食べ物や着物などを無事手に入れることができた。

　伊織さんが、この世界のお金にあたる貨か幣へいを持っていたんだよね。これがなかなかにかわいい。桜の花びらの形をした黒石造りで、大きさは一円玉くらいかな。

　興きよう味み津しん々しんで眺ながめていると、伊織さんがはにかみながら一枚、くれた。

　すぐに胡汀に奪うばわれて、伊織さんに突つき返されたけれど。「金品をむやみにねだるような真似まねをしてはいけない」という厳しい目をされ、そこではじめて、なにを誤解されたのか理解した。

　いや、あのう、私、お金をねだったんじゃなくて、アクセサリーみたいでかわいいと思っただけなんだ。

　でも、こっちの人にとって私の振る舞まいは、物欲しげにお金を見ている卑いやしいやつ、って映るのか。そう考えて、ちょっと絶句してしまった。世界の仕組みが異なるということは、日常の些さ細さいな場面場面に思いがけない戸と惑まどいや驚きを生む。いいことだけでなく、悪いことも。

　それは胸が冷えるような、新たな認にん識しきだった。気をつけないとダメだ、自分の行動に。

　すでに追っ手がこの集落を訪おとずれたあとだったようなので、伊織さんに必要な荷の入手をお願いしているあいだ、私たちは離れた場所で身を隠かくした。

　持つべきものは、天性の美び貌ぼうだ。伊織さんてば、集落の純情そうな若い娘むすめさんをつかまえてうまく言いくるめてしまった。

　なんだろう、あの見事な誑たぶらかしぶりは。男の人なんてもう信じない。私信じない。

　戻ってきた伊織さんを半眼で見つつ、私はありがたく着き替がえをさせてもらった。

　毛け嫌ぎらいしている白雨さんの分もちゃんと用意してくれるところは男気がある。ぶっきらぼうに見えるけれど、実は寛かん容ような人なんだ。やっぱり信じてあげなくもない。

　大小様々な紆う余よ曲きよく折せつ後、ようやく関門付近まで到とう着ちやくしたんだけれど、日ひ頃ごろの運動不足が祟たたったのか、私はもう限界寸前、へとへとだった。

　現代女子高生の堕だ落らくっぷりと体力のなさを、舐なめちゃいけない。

　子どものとき、夏休みのキャンプがすごく楽しかったけれど、それと野宿とでは全然違ちがう。眠ねむるときに視界を遮しや断だんしてくれるテントや、寝ね袋ぶくろ、ランプの役割って大きかったんだなあとしみじみ思ってしまった。舗ほ装そうされていない地面をこんなに長く歩き続けたこともないし。

　目的地まで運んでくれる電車とバスが恋こいしくてならない。せめて自転車があれば。

　疲ひ労ろうを隠しきれない私の惰だ弱じやくっぷりを案じたのか、胡こ汀ていの判断で、とりあえず関所の宿場に泊とまる運びになった。関所は、そこが国の要かなめのひとつというだけあって、想像以上に堅けん固ごであり、立派だった。なんと門が、鈍にび色いろの鉱石を用いてそびえるほど高く造られている。

　ずいぶん遠くまで石いし塀べいが延びていて、縁ふちが北ほく斎さい風の波形だった。うん、あの黒川のうねりを連想する波形だ。で、その門の手前と向こう側の両方に、大規模な市いちの様相がうかがえた。

　日本風にいうと、栄えている繁はん華か街がい、みたいな感じだ。

　市には、たくさんの人が行き来していた。

　追っ手の人たちも独断で儀ぎ式しきを決行して後ろめたいはずだから、官かん吏りに私たちのことをそうやすやすと届け出るはずがないって胡汀が説明してくれたけれど、やっぱり不安だ。

「人が多い。それに奇き妙みようなことだ。なぜ貴人が常よりも多いのか。調べてくる」

　機き敏びんな伊織さんは、関所の賑にぎわいに不ふ審しんなものを覚えたようで、自ら調査を名乗り出た。

　私たちは、伊織さんが情報を得て戻ってくるまで木こ陰かげに待機だ。

　でも伊織さん、一人で大だい丈じよう夫ぶかな。本当に手配書など、出回ったりしていないだろうか。

「伊織さん」

　おずおずと呼びかけると、びっくりされた。そして、うおお私のほうがびっくりした！

　このとき切り株に腰こしかけていたんだけれど、伊織さんはわざわざ私の前に片かた膝ひざをついて、「なあに？」って感じで首を傾かしげたんだよ。この人には本気で深窓のお嬢じよう様さま扱あつかいされているような。思い返せば、花びら型の貨幣を渡わたしてくれたときも、やけに恭うやうやしい手つきだった。

　大した用で呼び止めたわけじゃないので心苦しいな。

「あの、気をつけて、くださいです」

　これを言うためだけに、急いで関所へ行こうとしていた人を跪ひざまずかせてしまった。

　反省していると、伊織さんは涼すずしげな目を泳がせて、長い戸惑いの果てに、こくんとうなずいた。目め尻じりが赤くなっている。

　必要な荷を得るため立ち寄った集落では、平然と純情な娘さんを誑かしていたのに、この落差はいったい。伊織さんの判断基準に悩なやみつつ、関所へと向かう背中を見送った。
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　伊織さんは、一時間を待たずして戻ってきた。

　困こん惑わくに満ちた表情を浮うかべ、情報を心待ちにしている私たち待機組をゆっくりと順番に見回したのち、重い口を開く。

「緋宮が来ている」

　その言葉に、胡こ汀ていたちは言葉を失っていた。緋宮という女性が特とく殊しゆな力を持った偉えらい人であると、知識では知っている。でも、日本生まれの私には、その緋宮さんが関所を訪問するってことが、どれだけすごい事態なのか、やっぱり実感できない。

「なぜ緋宮が？」

　白雨さんの問いに、伊織さんは感情のない目を向けた。

「誰だれかを探しているようだと。夢見をされたとのことだ。荒あら魂たまを持つ魔ま物ものが、この一帯に現れるのだとか。早急に討うつため、また、関所の封ふう界かいを強化されるために、陽都より自ら参られたのだという。緋剣の士も帯同されているらしい」

「魔物とは」

「人に化けた狡こう猾かつな魔であると。皆みなは、高位能力を持つ滸こ楽らくの者ではないかと騒さわいでいる」

　伊織さんの説明を聞いて、白雨さんの視線が突とつ然ぜんこっちに向いた。

　びくつく私を隠すように、胡汀が前に出る。

「護剣士は確か、大半が欠けているとの噂うわさだが」

「一人は辛しん月げつの年に落命し、二人が立て続けに病に倒たおれたとか。実際はどうなのかわからぬ、暗殺の疑いもある。どうであれ、緋剣の者が欠けているのは事実」

「貴人の確かく執しつが死の原因とでも？」

「俺は、強ごう欲よくどものくだらぬ諍いさかいなどに興味はない。だが、どうする。関所へは行くのか？」

　伊織さんは懸け念ねんの色を目に浮かべ、心の拠より所みたいに胡汀の裾すそを握にぎる私を見た。

　胡こ汀ていは、伊織さんの視線からも庇かばうように私を背に隠し、嘆たん息そくした。

「関所を通らずとも抜ぬけ道はある。時間は要するが、そちらのほうへ回る」

　胡汀も、私のことを魔物かもしれないと危あやぶんだのだろうか。

　白雨さんの視線が、そうであるように。
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　その夜、関所から少し距きよ離りを置いたところで野宿をした。

　白雨さんが姿を消し、そして、かわりに呪じゆ弦げん師しを伴ともなった青い衣ころもをまとう剣けん士したちが現れて、私たちを拘こう束そくした。

　白雨さんの密告だった。







　六章







　どうしてこんなひどい展開を招いてしまうはめになったのか、わからない。

　噓うそのようだ。関所の牢ろうに閉じこめられるなんて。

　夜明けを迎むかえた屋外の牢ろう獄ごくは、肩かたが重くなるほどの陰いん鬱うつな空気に包まれていた。

　動物園の檻おりに似た天てん井じようつきの格こう子し扉とびらが、長屋的にずらっと横に並んでおり、そのなかのひとつに胡汀と伊織さんが拘束されている。

　他ほかにも、投獄されている人がちらほらいたけれど、私たちの事情とはまた別件なんだろう。

　私自身はどういう待たい遇ぐうなのかというとだ。

　胡汀たちと同じ牢内ではなく、格子扉の真ん前、いかにも拷ごう問もんしちゃいます、という野や蛮ばんな道具が用意された空間の中心に、一人だけごろっと放置されている。

　牢番や関所の役人は、胡汀たちを収しゆう監かんし、私を牢の前に置き捨てたあと、なぜか全員姿を消した。

　ばくばくと、黒川に飛びこむときの比ではないほど心臓が大きく鳴っていた。

　異い臭しゆうがすごい、ここ。ずっと清せい掃そうしていないトイレのような匂においと、つんと鼻をさす変な匂い。血の匂いじゃないだろうか。薄うす暗ぐらいなかであっても、台の上に無造作に置かれている拷問道具の鞭むちや棍こん棒ぼうなど、どす黒く変色しているのが見て取れて、寒気がした。

「こ、こてっ……」

　名前をうまく呼べないくらい歯ががちがちと鳴った。怖こわいよ、どうしよう。

　せめて椰や真まちゃんがそばを浮ふ遊ゆうしていてくれたら気も紛まぎれるのに、あの岩鳴り事件以来、ぱたっと見えなくなっている。

　胡こ汀ていは、怯おびえる私を見て顔をわずかに歪ゆがめ、格子扉のぎりぎりまで来てくれたけれど、そこまで近づく体力はない。身体からだがまたおかしくなってる。縄なわで束そく縛ばくされているわけじゃないのに、足がどうしても動かない。恐きよう怖ふのせいだけじゃないようだ。

　この牢獄に連行された直後、呪弦師の人に木製の腕うで輪わをつけられたことが原因だと思う。途と端たんに身体がずんっと重くなり、一いつ切さいの抵てい抗こうができなくなった。

　石盤に乗せられたときにも味わった苦しみだ。頑がん張ばって上体を起こしても、頭が自然と垂れてしまう。なぜ私一人だけ別扱いをされているのか、理由が見えなかった。

　それをいうなら、どうして私が、この世界に来てしまったのか。根こん本ぽんがわからない。

　ここに来ていなければ、今いま頃ごろ私、なにをしていただろう。苦しくて、両親や弟たちの顔さえはっきりと思い出せない。ぐにゃりと、心に広がる景色がねじれてしまう。

「こて……」

「知夏、俺を見ろ」

　怒ど声せいではなく、外に響ひびかないよう抑おさえられた低い声だった。でも、溢あふれそうなほどの、怒いかりに似た感情がこめられている。私に向けられたものではないだろう。

「知夏、見るんだ」

「身体、重いです……」

　頭を上げると、息苦しさがいや増して、滝たきのように涙なみだが流れた。

　こっちを見ていた胡汀と伊織さんは、ぐっと言葉をかみ殺すように唇くちびるを引き締しめた。

「夜間、白雨が逃にげたことに気づいていたが、俺はあえて見ぬ振ふりをした。せいぜい一人で遠くへ逃げるのだろうと思ったから。あの女をみすみす逃のがした、災さいを招いたのは俺だ」

　昨晩、胡汀と交代で見張りをしていた伊織さんは、悔かい恨こんの声を低く発した。

　胡汀は険しさを消さずに緩ゆるく、首を振る。

「俺も気づいてはいた。だが、俺は──たとえ捕とらえられても、結果として罰ばつされることはあるまいと」

　どういう意味なのか、冷静に推おし量ることができない。

　身体が重くて重くて、潰つぶれてしまいそう。

「私、死んじゃう？」

「ろくでもないことを考えるな、死なぬ」

　すごく苦しい。声を出したり、身じろぎすると、身体にかかる圧あつ迫ぱく感かんが増すみたいだった。動作と、腕輪に仕し掛かけられた呪じゆ術じゆつの関連性に気づいたのか、胡こ汀ていは一度、ぎゅっと瞼まぶたを閉じ、次の瞬しゆん間かんには今まで見たことがないような優やさしい表情を浮うかべた。

「知夏、いい。喋しやべるな。寝ねてろ」

「でも」

「いいから」

「ごめんなさい」

　もしかしたら、と最悪の予感が頭をかすめた。

　理性が残っているうちに伝えておきたいことがあり、私は苦痛をこらえて口を開いた。

「あのう、私、お世話になってから、我が儘ままばかりで、ごめんなさい。役に立たなくて、ごめんなさい。こんなふうに、足手まといになってばかりで、ごめんなさい」

「やめろ、謝罪はよせ！」

　遮さえぎる声に、私はそれでも言葉を重ねた。

「もし、ここで死んで、でも、もとの世界……私の世界にも戻もどれなかったら、次は鳥に生まれ変わって、胡汀に拾ってもら」

「今でも十分阿あ呆ほ鳥どりだろうが！　転生する必要もない！」

　さっきとは違ちがう、はっきりと私に向けられた怒りの声だった。

　胡汀の顔を見たくて、もう一度頭を上げたときだった。

「──緋ひ宮みや!?」

　伊織さんの驚おどろいた声が聞こえた。顔をかたむけた先に、護衛らしき剣士二人に挟はさまれて近づいてくる華はなやかな女性の姿があった。その人は、項うな垂だれるようにして座りこんでいる私の前で立ち止まり、布を垂らした雅みやびやかな笠かさを外した。

　二十代半ばあたりだろうか。腰こしより長い髪かみを耳の後ろで左右に束ね、玉を散らした大おお振ぶりの簪かんざしをいくつも挿さしている。体型を隠かくすくらいにゆったりした華か麗れいな色の衣を、何枚も重ね着していた。ひらひらと花の上を舞まう揚あげ羽は蝶ちようを連想してしまう鮮あざやかさだった。

　どうして牢獄に緋宮さんが？　都にいる帝みかどさんに次ぐくらい、偉えらい人のはずではないの。

「間ま違ちがいない。この娘むすめ」

　緋宮さんは氷の目で私を見下ろし、呟つぶやいた。すると背後に控ひかえていた剣士が、恐おそろしげに顔をくしゃりと歪め、後退する素そ振ぶりを見せた。

　まだ年若そうなこの二人、帯剣している様子を見れば、剣士であることは確実なんだろうけれど、胡汀たちが話題にしていた『緋ひ剣けんの士』ではないようだった。

「この女が、滸こ楽らくの一族が化けた者なので？」

　緋宮さんは黙もく殺さつし、ひらりとうるさげに片手をあげた。去れ、と命じているのがわかった。

「しかし、我ら、緋宮を護まもる責が」

　不満そうに反はん駁ばくする彼らを、緋宮さんは冷ややかに一いち瞥べつした。視線だけで二人が震ふるえ上がり、慌あわただしく片かた膝ひざをついて礼をとったあと、去っていく。

　静けさが戻ってすぐ、緋宮さんは私の顎あごを無造作に摑つかみ、顔を近づけた。

「おまえのような女が、我を脅おびやかすと」

　私はこの、憎にくしみがこめられた冷たい囁ささやき声を、「緋宮さんは、私のことを滸こ楽らくとかの悪い魔ま物ものだと勘かん違ちがいしているんだ」と判断した。

「わ、私、こらく、じゃ、ありません」

　緋宮さんは、途端に小こ馬ば鹿かにしたような冷れい淡たんな表情を見せた。

「かしこみ申し上げる、緋宮。その娘、邪じや悪あくなりとは限りません──緋剣のお方となるべき資質を持つ娘では！」

　突とつ然ぜん、胡こ汀ていは声をはりあげ、格子を摑んだ。

「娘の声に、鉄山が呼応したのです！　聖なる鉄に愛めでられる、神がかりの御み魂たま。魔物ではありえない、人の身でこれほどの光こう輝きに満ちた神力を宿す者を他に知らない。疑われるなら、どうか娘に隼はや鉄てつをお渡わたしください。娘は必ず、鉄を鳴らす」

　確信の響きをもった力強い胡汀の訴うつたえに、ひとつ、理解した。

　胡汀は私を護ご剣けん士しとなれる資格を持つ人間だと考えている。

　それで、捕つかまったとしても問題はないと判断していたんじゃないか。

　異見を挟まず静かに胡汀の論を聞いていた緋宮さんは、ふっと視線だけを投げ、唇を綻ほころばせた。

　先ほどの剣士の二人が震え上がった理由が、わかった気がした。凄せい絶ぜつな微び笑しようだった。

　神聖というよりは、まるで妖よう美びな。

「さような。やはり、夢見に顕あらわれしはおまえなのね」

　……なんだか奇き妙みようだ。緋宮さんの態度、私のことをもとから滸楽だとは思っていないみたいじゃないか。でも伊織さんが入手してきた噂うわさ話ばなしでは、緋宮さんが夢見をし、「魔物がここに現れる」と宣言したのだと。どういうこと？

「天つ神よ、かほどに身を擲なげうち、尽つくした我の代をこうも容易たやすく奪うばうのか。させるものか、決して。──娘、渡せ」

「え？」

　なに？　なんの話？

　息苦しさを脇わきに置き、ぽかんとすると、緋宮さんは鬱うつ陶とうしげに袖そでで口くち許もとを覆おおった。

「渡せ。新たな神力を」

「じんりょく……？」

　ますます嫌いやそうに眉まゆをひそめられたけれど、なにを要求されているのかこれっぽちもわからない。平和な毎日を過ごしてきた女子高生に、むちゃを求めないでほしい。

「その身に、新しき神力を取りこんだはず。そうでなくては、次代と目もくされるはずがない。本来は、引き継つぎの儀ぎのなかで生み出し、授さずける力であるというのに──まったく忌いま々いましきことよ」

　取りこんだ？　なにを？──って、まさか。

「矛ほこ……？」

　確か、手のひらに、針に変化した不思議な矛が吸いこまれたことが──。

「渡せ」

「え、でも、どうやって」

　自分の推測が本当に正しいのか確信を持てず、まごまごしていると、緋宮さんは焦じれたらしい。どうやら、誰だれかがここに来るのを警けい戒かいしているみたいだった。

　緋宮さんは自分の髪の毛を一本抜ぬき、檻おりの胡こ汀ていたちに向けて、それにふっと息を吹ふきかけた。

「!?」

　長い髪の毛が空中で真しん紅くの大だい蛇じやに変わり、檻に滑すべりこんで、胡汀の首に巻きついた。

「な……やめっ、やめて!!　ひどいこと、やめて！」

「渡せ。男を救いたいと願うならば」

「わからないの！　わからないっ」

　胡汀のほうに駆かけ寄ろうとした──実際には這はうことしかできなかったけれど──瞬間、緋宮さんは、地面を搔かく私の手を踏ふみつけた。与あたえられる痛みよりも、胡汀が！

　大蛇が八や岐またの大蛇おろちのように分ぶん裂れつし、胡汀だけじゃなくて伊織さんの足にもぐねりと絡からみついていた。

　私は動かせるほうの手で緋宮さんの衣ころもの裾すそを摑み、懇こん願がんした。

「やめて、ひどいよ、お願い！」

「おまえ次し第だいで男は助かる」

　頭がおかしくなりそうだった。緋宮というのは国の護女、いわば国民を守る立場の人じゃないのか。なのになぜ、力をもって脅おどすような卑ひ劣れつな真似まねをするの。

「──これが、護女なる者の本ほん性しようなのか」

　胡汀の声に、私は慌てて視線を檻へと投げた。

　と同時に、大蛇が突とつ如じよ、のたうち回り始めた。

　胡汀が大蛇の目に、耳みみ飾かざりの、フックの部分を思いきり突つき立てていた。さらに力をこめ、うわああ、目玉をそのまま抉えぐり出すように引き裂さく。身体からだに巻きついていた大蛇の胴どうから逃のがれると、同じく自由になった伊織さんを隅すみに避ひ難なんさせ、胡汀は祝詞のりとめいた、不思議な言葉を紡つむぎ始めた。すると、さらに大蛇が狭せまい檻のなかで苦しげに暴れ出す。

　胡汀、神力があるって言っていたから、今のは呪術なんだろうか。

　どうやら意図的に大蛇を檻のなかで暴れさせたらしかった。正しくは、大蛇に格子扉を破は壊かいさせるためだ。大蛇は、目もく論ろ見み通りに体当たりで格子扉を歪ゆがませ、二人を外へ解放した。

　伊織さんは鬱うつ憤ぷんを晴らすように、檻おりのわきの台に立てかけてあった弓なりの刀を取り、駆ける勢いのまま大蛇の首をひとつ、落とした。またひとつ。

　ところがこの八岐大蛇、とかげの尻尾しつぽのように、斬きっても斬っても頭を再生させてしまう。胡こ汀ていはまた違ちがうタイプの呪じゆ言ごんを諳そらんじ、うわあああ、大蛇を溶とかし始めた。どろどろっと。

「なるほど。ただの男ではない」

　二人の奮ふん闘とうぶりを平然と眺ながめていた緋宮さんは、ふと、あからさまな冷れい笑しようを見せた。

「俺は大きな過あやまちを犯おかしていたようだ。護女は聖者なり、そういう罪深き認にん識しきの誤りを」

　これほどの大罪はなく神に合わせる顔もない、と胡汀は毒どく舌ぜつ全開で応戦した。

「我に対し、大口を叩たたくか。怖おそれを知らぬ男だ」

「いかに大口であっても、聖者の面を被かぶった悪あつ鬼きを飲みこめるほどではない」

「ああ、怖こわいこと。だがな、男。娘はこれ、我が手のなか」

　緋宮さんは愛らしい笑い声を立て、私の手を踏んでいる足の爪つま先さきに、力をいれた。

　痛っ、いたい！　って、だめ、叫さけんだらだめ、これは脅きよう迫はくなんだもの。

「──どうする、男」

　楽しげな響ひびきの言葉を投げると、緋宮さんは、目を険しくする胡汀の足元になにかを放ほうった。

　私の腕うでにはめられた腕輪とよく似た装そう飾しよく品だ。

「そちらの男は神力にすぐれてはいないな。だが手て枷かせをはめておくにこしたことはない」

　武器をかまえている伊織さんには、地面に転がっていた木板の枷を自分ではめるよう、要求する。

　胡汀には足元に放った腕輪を装着するように。いけない、あれをはめると、私と同じ目にあう。身体に強い圧あつ迫ぱく感かんを与え、たぶん呪術を使えなくするだろう。

「だめ、胡汀、だめ」

「おや、いじらしきこと」

　くすりと笑った緋宮さんは、おもむろに私の髪かみを片手で摑んだ。

「いっ!!」

　後頭部にぶちぶちっと、背筋を粟あわ立だたせる鋭するどい衝しよう撃げきが走った。力任せに髪をひきちぎられたんだ。頭皮が破れたような感じだった。凄すごく痛い、吐はきそうになるほど痛い。

「──やめろ」

　胡汀は、怒いかりを理性で殺すように、小さく呟つぶやいた。

「輪をはめ、檻に戻もどれ。抗あらがえば、これ、このように。娘むすめは傷つくばかり」

　緋宮さんは、自分の指に絡みついた私の髪を払はらい落とし、次いで腰こしにさしていた扇おうぎを手に取った。その硬かたい骨部分を、私の手首に押しあて、ナイフのように動かす。尖とがってはいるけれど、ナイフほど鋭えい利りではない。

　だからこそ、力ちから一いつ杯ぱい動かされるとたまらなかった。肉が抉れ、血が噴ふき出す。痛みで身体が痙けい攣れんし、頭の奥でなにかが弾はじける音がした。やだもう痛い、どうしよう、怖い。

　頑がん張ばっても、悲鳴を殺せない。こんなひどい真似、されたことない。あんまりだ。

「やめろ！」

　胡こ汀ていは叫び、命じられた通り手首に輪を装着した。

　途と端たん、腕輪の呪じゆ力りよくに圧おされたのか、上体がぐらりと傾かしいだ。崩くずれ落ちる身体を、手枷をはめた伊織さんが辛かろうじて支え、その場に座らせる。

「娘。おまえのために、男は自ら虜りよ囚しゆうとなった。ならばおまえも、男に恩を返すべきだな？」

「い、痛……っ」

「男を守りたいのなら、さあ、一いつ滴てきたりとも残さずすべて、神力を差し出せ」

　なんてむごい言い方だろう。人の心を、なんだと思っているのか。

「矛、どうやって渡わたせばいいか、わからない！　手に、手のなかに入ったの!!」

　取り出し方なんて知らないし、そもそも緋宮さんの要求しているものが、矛で正解なのかもわからない。ただ、その矛以外に、思いつくものがなかった。

「ふん」

　緋宮さんは身を屈かがめ、地面に満開の花を咲さかせるように衣の裾を広げた。

　沓くつの先で踏みつけていた私の手を、ぞんざいな仕草で取る。

「ひゃっ？……うぁっ、あ!!」
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　緋宮さんは、私の手のひらに爪つめをたてた。信じられないことに、まるで私の手が泥どろの沼ぬまと変化したみたいに、緋宮さんの指先がずぷりと肌はだの奥に沈しずんだ。

　たとえようのない不快感に、全身の肌が粟立った。なんだか、身体のなかをぐちゃぐちゃに攪かく拌はんされるような──だめだ、うまく言えない。ただただ、やめてほしくてたまらなかった。

「や、いや、痛い、やめっ、ひっ」

　甲かん高だかい悲鳴の羅ら列れつが大気に散らばる。身体が麻ま痺ひして自由が利きかなくなり、涙なみだだけじゃなく、唾だ液えきまでがだらしなくこぼれ落ちた。そのあいだ、緋宮さんは容よう赦しやなく、私の手から矛を取り出した。夢ではなかった、本当に身体のなかに埋うまっていた針。ずずっと手のひらから引っ張り出されたあと、それはすぐに、元通りの豪ごう奢しやな長い矛へと戻った。

　緋宮さんは、恍こう惚こつとした表情で矛を矯ためつ眇すがめつした。手を離はなされた私は自分で身体を支えられず、その場にごとっと横たわった。身体の感覚はなく、時折大きな痙けい攣れんに襲おそわれた。

「知夏」

　目の端はしに胡汀たちの姿が映ったけれど、言葉を返せない。

「緋宮、なぜだ。護女たるお方が、なぜ非道を！」

　伊織さんの叫びに、緋宮さんは侮ぶ蔑べつの色の目を向けた。

「非道とは、的外れなことを言う。これは違たがわず滸こ楽らくの女。明朝、処しよ刑けいする。またおまえたちも、滸楽の女に惑まどわされた大罪にて、同じく火か刑けいと処す」

「ばかな！　今のを見て、誰だれがこの人を滸こ楽らくなどと思うのか！」

「愚おろかしい。我が紡ぐ貴き宣に、否いなを唱える者が、この世にいるとでも？」

　伊織さんは絶句した。誰も緋宮さんの発言を覆くつがえすことができないって意味なんだろう。

「ああ、そう、白はく髪はつの愚ぐ昧まいな遊女も、燃やしてやろう。おまえたちをたばかり、不相応の身分を買おうと官かん吏りに媚こびへつらっていたな。愚かな女。遊女が、遊女以外になれようか」

　目的を果たした緋宮さんは、踵きびすを返し、けれどもふいになにか思いついた様子で向きを変えた。彼女が見下ろすのは、人形のように座りこみ、ぼんやりと私に目を注ぐ胡こ汀ていだった。

「おまえの神力は、太古の血が濃こいようだ。従うならば、我がおまえを召めしてもよい。緋ひ剣けんが足りぬゆえ」

「──俺を、緋剣の者に？」

「さような。そうまで血が濃い者も今では珍めずらしきこと。強き力を宿す者が必要だ。我に新たな神力が馴な染じんだあとには、緋剣の力も渡せよう」

　胡汀は、小さく笑った。

「俺の神力が確かというのなら。緋宮。──この仕打ち、黄泉よみに落ちても忘れぬわ」

「……なに？」

「俺の鳥を殺すのならば。あめつち貫つらぬく巨きよ大だいな仇あだと化してやろう」

　胡汀は、その瞬しゆん間かんだけ、視線を私からすくいあげて緋宮さんを見た。一等濃い闇やみを拾った目だった。こっちに向けられている緋宮さんの背が、強こわ張ばった。

「滅ほろぼしてみせる、常とこ世よも冥めい府ふもなすがまま。醜みにくき溢あふれ、汚お穢わい満ちよ。我が怨えん嗟さ、護まもりを砕くだく怪となろう」

　淡たん々たんとした声だった。緋宮さんでさえ気け圧おされるような、心を失った声だった。

「護女の我に、なんたる無礼」

　緋宮さんは束つかの間でも自分が圧あつ倒とうされたことに、屈くつ辱じよくを感じたらしかった。怒ど気きをまとうと、なにかまた、術を仕し掛かける素そ振ぶりを見せて──だけど、近くに待機していたと思われる剣けん士しや牢ろう獄ごくの番人たちが、戻りの遅おそい緋宮さんの身をきっと心配したんだろう。仕切りの門から姿を現し、駆かけ寄ってきたために、緋宮さんは断念したようだった。

　緋宮さんたちが去ったあとも、胡こ汀ていはどこか放心したように私を見つめている。

　だめなのに、憎ぞう悪おに駆られて心を失っちゃだめ。お願い、今のままの胡汀がいい。
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　次に目が覚めたのは昼時、太陽が空の中心を占しめるころだった。

　薄うす綿わたを敷しきつめたような朧おぼろな雲の隙すき間まから、白い陽光が柔やわらかくこぼれている。

　周囲にはざわめきが満ちていて、地面を揺ゆるがすくらいの大きな震しん動どうへと変わっていた。

　──いや、違ちがう。本当に足元が揺れている？

　私は数回忙せわしなく瞬まばたきした。これは……檻おり？

　車輪をつけた移動用の檻で私、運ばれている？　って檻かん車しやを引っ張っている動物はなんだろう、牛？　馬？　牛馬？　胴どう体たいは牛なのに、顔と鬣たてがみは馬みたい。変な生き物だ。

「知夏」

　安あん堵どをまじえた硬い声に、私は慌あわててぐるんと身を捩よじり、反対側に顔を向けた。

　なにこれ、身体からだがすごく重い。私、どうしたんだっけ？

「……胡汀？」

　狭せまい檻のなかで寝ね返がえりをうって、周囲の様子を確かく認にんする。両手を背中側で縛しばられているらしい胡汀と伊織さん、白雨さんがいた。真っ先に視線がまじわったのは白雨さんだった。

　彼女はすぐに顔を背そむけた。その拒きよ絶ぜつをあらわにした態度で記き憶おくが一いつ斉せいに蘇よみがえった。そうか私、緋宮さんに身体のなかの針というか矛ほこを抜ぬき出されたあと、気絶してしまったらしい。

　会話の糸口が見つからなかったので、とりあえず、私はもぞもぞと地味に移動してみた。

　なんか私、みの虫っぽいな。いやいや。悩なやむうちに目的の場所に到とう達たつし、私はぽすっと寝ね転ころんだ。片かた膝ひざを立てて座っている胡汀の太ふと腿ももに頭を乗っけてみたのだ。

　この行動が、移動する檻車を遠巻きに眺ながめていた野や次じ馬うまさんたちの癇かんに障さわったらしく、あたりが悪意たっぷりに騒そう然ぜんとしたけれど、ええい、うるさーい。私は今、とても身体がぐったり中だし頭も疲つかれているし、寂さびしいんだから。

「阿あ呆ほ鳥どり」

　胡こ汀ていは、呆あきれたように、だけど優やさしく呼んだ。

　あのう、できればちゃんと名前で……、まあいいか。

「胡汀。胡汀はずっと、胡汀でいてください。ね？」

　覚えている。緋宮さんに憎にくしみをもって投げつけたおっかない言葉を。

「ずっとずっと心優しい不ふ遜そんな暴君様でいてください。そしたら、私、またいつか……特別に拾われてあげてもかまいませんです。懐なついてあげなくもないし」

「──」

　気弱な表情を浮うかべてしまったのは、うん、怒おこられる瞬間を怖おそれてとか。うううん。

　胡汀の顔を正視する勇気はなかったので、逃にげるように伊織さんへと視線を移す。

「伊織さんはマジ美男子で……」

「はたくぞ」

　速そつ攻こうで返ってきた声は、俯うつむいている伊織さんのものじゃない、胡汀だ。こ、怖。

「ごめんなさい、本当は私、端たん麗れいな深窓のお嬢じよう様さまではないんです、ただの剛ごう胆たん、果か敢かんな無敗の猛もう将しようで」

「だから、はたくぞ」

　だめだ、伊織さんと会話しようとすると、胡汀がすぐさま邪じや魔まする。ふ、きっと嫉しつ妬とですね……と冗じよう談だんを言うと、本当に縄なわをぶっちぎって頭をはたかれるかもしれないのでやめておく。

「白雨さん、あのう、無事でしたか」

　返事はない。横顔は石を削けずって作られたように硬かたいままだった。

「ごめんなさい、私、あなたが不ふ愉ゆ快かいだと思う行動、しましたですね？　だから」

　だから、裏切る、というか密告行こう為いに走ったんじゃないかと思う。

「──馬ば鹿からしい。善行が、飢うえを満たしてくれるのか。食い物に変わるのか、水に変わるのか、衣ころもに変わるのか。どうせこの世は畜ちく生しようばかり。誰もが裏切る、誰もが妬ねたむ、誰もが嘲あざける、誰もが憎む。情けも愛も、とうの昔に糞ふん尿にようのなか。それだけのこと！」

　白雨さんは憎々しげに吐はき捨てた。

　最初に顔を合わせたときと、なんの変化もない、あらゆるものを恨うらむ暗くら闇やみの声だった。
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　処刑場に連行されたのち、私たちは、木の棒にはりつけにされた。

　十じゆう字じ架かに似た、横木が極きよく端たんに短いタイプのやつだ。で、明らかに火を放つつもりなんだろう磔はりつけ棒の下には、溝みぞが作られ、そこに木き屑くずがこんもりと盛られていた。

　処刑場にはすでに貴人席が仰ぎよう々ぎようしく設けられていて、ぐるっと広めに立入り禁止のシンプルな柵さくが築かれている。その外側に、公開処しよ刑けいが執しつ行こうされると聞いて集まったらしい無数の野次馬の姿が見えた。他人の処刑がここでは胸を躍おどらせる娯ご楽らくの一種みたいだ。

　呆れるくらい残ざん酷こくで容よう赦しやのない世界だと思う。

　警護のためだろう、縹はなだ色いろの織しよく布ふを敷いた豪ごう華かな貴人席の両りよう脇わき、柵の前方にも一定間かん隔かくで鋭するどい顔つきをした剣士が配備されていた。皆みな、揃そろいの青い衣をまとっている。

　貴人席の中央に座す緋宮さんの背後に、他ほかの剣士とは明確に違った雰ふん囲い気きを持つ男女が控ひかえている。おそらくあの二人が、緋宮さんの『緋剣』なんだろう。

　彼らも青系の衣を着用しているけれど、他の剣士と比べるともっと紺こん青じように近いような深い色で、片側の裾すそに花の模様が大だい胆たんに散らされていた。その雅みやびさに感情を触しよく発はつされたのか、急に苛いら立だちがわき上がり、そっちを思わず半眼で見てしまう。図はからずも緋剣の二人と目があった。

　優しげな顔立ちをした短い茶ちや髪ぱつの男性は、邪じや念ねん入り交じる私の視線をかわすように軽く眉まゆを上げただけだった。

　一方、胡こ汀ていより多少長い程度の赤茶髪の女性は、こっちのほうが「あ、すいません……」と恐きよう縮しゆくしたくなるくらい猛もう烈れつにうちひしがれた青白い顔をしている。なんかもう「ごめんね！　ごめんね!!　本当に助けらんなくてごめんね……っ！」と全力で土下座されている気分だ。

　あなたのせいじゃないんだぜ、とつい恰かつ好こつけて凜り々りしく笑いかけると、その女性にびっくりされた。あああっ、じわっと涙なみだを浮かべられた気が！

「これなる妖あやかしの娘むすめ、人を惑まどわし、地を穢けがし、世に災さい厄やくと荒こう廃はいを招くけだものの一族。我が占せんにて予見し、捕とらえるに至る。邪じや悪あくなるは封ふうずべき。忌いまわし荒あら魂たまの蘇りを断たつため、神火をもって縛し浄じよう化かする」

　力の限り叫さけんでいるわけじゃないのによく響ひびく緋宮さんの声が、ざわめきを一いつ瞬しゆんで静めた。

「けだものよ、聖門をゆけ。神火に焼かれるは怨おんの業ごう。仁を尽つくし、義を抱いだき、礼をおさめて、智ちに沐もくし、信を知れ。五国の礎いしずえとなり、巡めぐる風の賢けん神じんとなれ」

　緋宮さんは、花はな扇おおぎをひらりと動かした。それを合図に緋ひ剣けんの二人がさっと動き、他の剣士から小型の真っ赤な弓を受け取る。矢や尻じりの具合を確かめたあと、湿しめった布を巻いていた。

　水で湿らせたんじゃないだろう。油だ。

　布を巻いた矢の先に、別の剣士が火をつけた。

　緋剣の二人は、私たちの正面に立ち、弓をかまえた。

　……噓うそ、本当に処刑？　これ、現実なの。

　なんだか、頭がうまく回らない。だってもうへとへとなんだもん。だって私、どうしていいかわからないもん。なんでこんな目に遭あわなきゃいけないの。

　お母さん、お父さん！　助けて、私、こんなの嫌いやだ、おかしいよ、なにも悪いことなんてしていないのに！

　そこに平然と座っている豪ごう奢しやななりの貴人とか、真相なんてなんにもわかっていないくせに私たちを罵ののしり、目をぎらつかせている身勝手な野次馬とか、全員に怒ど鳴なり散らしてやりたい。

　ここにいる人たちに、私がいったいどんな酷ひどい真似まねをしたっていうの。

「粛しゆくと清めよ」

　厳おごそかな緋宮さんの宣告に、緋剣の二人は火矢を放った。いや、従ったのは男性だけ。

　女性のほうは、わざと……狙ねらいを外してくれたらしい。土の地面に矢が刺ささった。

　男性が放った矢は、ちょうど私の足元に刺さり、溝に盛られた木屑を燃やした。

「佐さ基き。なにをしている」

　緋宮さんの冷れい徹てつな鋭い叱しつ責せきに、さき、と呼ばれた女性は弓を落とすとすぐさま跪ひざまずき、勢いよく額を地面にこすりつけた。

「恩おん赦しやを。かしこみ申し上げます、恩赦を。滸こ楽らくには、とても思えぬ者たちです」

「黙だまれ。我が言に背くと」

　佐基さんの背中が震ふるえた。

「朝あさ火ひ。射よ。火を」

　あさひ、と呼ばれた緋剣の男性は、苦く笑しようした。ちらりと私に目を向ける。

　足元の炎ほのおは、ゆらゆら、生まれたばかりの子馬のように、ゆっくりと立ち上がり始めていた。熱い、裸足はだしだから、熱がじかに肌はだを焼く。

　どうしよう、なんだか私、心をどこかに落としてきたみたいで、あんまりよく、わからない。これ、夢みたい。とびきりの悪夢だ。そうだよね？　すぐに覚める、そうしたら、平和で安全な自分の部屋に戻もどっている。部屋を出れば家族が笑え顔がおで待っていて──。

　処刑されるなんて、本物の現実とは思えない。現実で、あるはずが。

　揺ゆれる、揺れる。魚のひれのように、赤い幕が足元で揺れ、身を包んでいく。

「──知夏！」

　呼ばないでよ、私、今起きたくない。ずっと夢うつつでいたい。

　火花が散る。宙に舞まう。その小さな光が、閉とざした瞼まぶたの裏で、雪に変わった。

　あの黒い夜。黒と白だけの静せい謐ひつな夜。雪祭りの光景だ──友達を探して、白い息をまき散らしながら、雪道を走った。喉のどを通って肺にしみこむ冷気。身を貫つらぬく孤こ独どく。

　寂しかった、泣きたくなるくらい寂しくて、寒くて、たまらなかった。

　だけど、凄すさまじく、それはもう凄まじく、美しかった。

　ばらまかれた儚はかない粉雪が頰ほおを撫なでるたび、美しさの虜とりこになった。目を凝こらしても、ひたすら黒と白しかない。手に摑つかめなくとも確かに存在する幻げん想そう的な景色。私だけの特別な夜に思えた。天地の境も搔かき消して、時間までも凍こおらせたあの夜。戻りたい、あの静せい寂じやくのなかへ。

「知夏、泣くな！」

　どこか厳げん粛しゆくな美しい記き憶おくを切り裂さく、無情ながらも強い声に、私は渋しぶ々しぶ瞼を開けた。

「阿呆娘、こちらを向け！」

　誰だれだろう、私を呼ぶ、この人は誰。

　顔を向けると、その人は、かき抱くような激しい眼まな差ざしで私を見ていた。もがいたせいなのか、髪かみが乱れている。あの独特な耳みみ飾かざり、どこへいったんだろう。

　神秘的ですごく似合っていたのに。予備とか持っていたらいいなあ。私も一個欲しい。

「泣くな、知夏。今はその涙を拭ってやれない」

　懇こん願がんされた。切々と……では全然ない。すっごくすっごく生意気そうに、傲ごう慢まんそうに。

　私を嬉うれしくさせる不ふ遜そんさ。思い出した、胡こ汀てい。胡汀だ。

「おまえは、俺が拭ぬぐえぬときに泣いてはならぬ。こら阿あ呆ほ娘むすめめ、泣くなと言っているのになお落らく涙るいするとは、なんたること」

「こて……」

「さてはこの地を涙の淵ふちに沈しずめる気か、それとも我らの身を燃やすこの酷こく烈れつな火か炎えんを、涙で鎮しずめようとでも？」

　変な言い方。私は思わず、はにかんでしまった。暴言なのに、暴言じゃない。

　いじめ言葉を、とろけそうな甘さで口にする人、他にいない。

「耳飾りは……」

「耳飾り？　なにを言っている」

「あれ、かわいい、です」

「やる、耳飾りなど、いくらでも」

「──お揃い。嬉しいです、私」

「わかった、わかったから、頼む、泣くな。俺の心まで沈めるのか。まだ、溺おぼれろと。今以上に溺れろと？　これほど頑がん固こな馬鹿娘、楽土だろうがよもつ国だろうが、俺以外にあやせる者など、いやしない」

　涙で、胡汀の顔がよく見えない。どうしたらいいんだろう。拭ぬぐいたくても、手が使えない。

　炎が広がっている。私だけじゃなくて、胡汀や伊織さんたちのほうまで火が移り始めた。

「こてっ……、見えないです、私、涙、邪じや魔まで」

「天つ神よ、毒にもならぬひ弱な娘を焼き殺すとは！　俺から奪うばうというのなら、せめて千年、調教し終えたあとに！」

　千年!!　生死の危機まっただ中という深刻なこの状じよう況きようを忘れ、全力で突つっこみそうになった。天下一の阿呆鳥ですか私。

　もうだめ、この人ってば！　ありえないよ、ほんとありえない。もう！

「知夏、待っていろ、独ひとり冥めい土どに落ちるな、迎むかえにゆく、さまような、必ず、迎えに！」

　──死なせられない、絶対に。

　精せい一いつ杯ぱい抗あらがうこともせず、戦う前から弱気になっている場合じゃない。どんなときでも暴言に暴言を重ねてさらなる暴言を吐はきまくる意地悪な人、簡単に死なせられない。なにさ、たかが炎じゃないの、私なんてすっごい猛もう将しようなんだから、格ゲーも得意なんだから！

　涙で鎮められるのなら、そうしてみせる。星の数ほど流せば、火も消える？

　それでもだめ、まだまだ努力が足りないというのなら。

「助けてみせる、だって私は無敗の女王なんだもの」

　だって。なんで。

　そんな稚いとけない言葉で、神も魔ま物ものもひれ伏ふしてくれるのか。

　災難や困難が、憐れん憫びんの念をもって道を変えてくれるのか。

　──そんな理り屈くつ、知らない。

　屈くつ服ぷくさせてみせる。力ずくでも跪ひざまずかせ、道だって変えてみせる。

　きっと神様だって、手のひらで転がせる！

「──護女が、聞いて呆あきれる！　なにが聖なる者なの、泥どろを心に詰つめた者が、神力など使えない！」

「知夏、なにを」

　息を吹ふき返したかのごとく突とつ然ぜん声を張り上げた私に、この場にいる全員が仰ぎよう天てんした。

　私は虚きよ勢せいを三段重ねにし、緋宮さんを毅き然ぜんと睨にらんだ。

「殺してみればいい、だけど私は死なない。何度でも蘇よみがえり、あなたの耳に、心に囁ささやいてみせる、護女であるなどまやかしだ、泥の思惑おもわくを秘ひめた人！　神力なんて使えない、聖なる者に、なれはしない！」

「黙らせよ!!」

　緋宮さんは声を荒あらげ、立ち上がった。

「矢を！　娘むすめを射い抜ぬけ！」

「やってみればいい、矢で射てみればいい！──朝火、私に、矢を！」

　いきなり私に指名された朝火さんは、片方の目を細めた。なにかを探さぐるように。

　そして、面おも白しろそうに唇くちびるを綻ほころばせたあと、躊躇ためらいもなく矢を放った。
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　宙を裂く矢が、私の太ふと腿ももに刺さった。とんでもなく痛かった。目が飛び出すんじゃないかってくらいの強きよう烈れつな痛み。や、やばい、意識が一いつ瞬しゆんで霞かすみそうになった。

「知夏！」

　うん、大だい丈じよう夫ぶ、これが狙いだったの。朝火さんの矢が欲しかったから。鉄の矢や尻じりだよね。さっき、剣けん士しが弓を朝火さんたちに渡わたしたとき、矢尻の上に布を巻いていたのを見て、気づいた。

　で、理由はまったく不明だけれど、私ってば、怪あやしい死物とかなんとかにえらく好かれている。鉄を含ふくんだ岩だってご機き嫌げんに鳴らしちゃうほど。

　その説でいけば、鉄の矢も呼びかけに応こたえてくれるはずだ。護女の緋宮さんが用意したものなら、それは胡こ汀ていが溺でき愛あいする隼はや鉄てつに違ちがいないし。あああ太腿、痛くておかしくなりそう。

「……鉄の矢、聞いて。碁ご子こちゃんを呼んで」

　ずるり、とふいに、太腿から矢が落ちた。抜ける瞬間、卒そつ倒とうしたくなるくらいの激痛が走ったけれど、不思議なことに、完全に抜けたら、痛みがぱっと去った。

　とろけるメタルスライムもとい銀の雫しずくと変化した矢尻が足をつたい、地面にしみこむ。

　緋宮さんは、愕がく然ぜんとしていた。ふらりと貴人席から離はなれようとして、だけど護衛兵に止められている。

　ずず、ずずず、と奇き妙みような音が響ひびいた。それまで、手に汗あせ握にぎる感じで状況を見守っていた全員が、不思議な音に「……ん？」と首を傾かしげ、恐おそる恐る下を向く。

　ぽこぽこぽこっと見覚えのある怪かい奇き現象的光景。地面が水玉模様を描えがいて泡あわをふく。

「碁子!?」

　水玉模様の穴から、噴ふん水すいのように碁子ちゃんがどっぷりと溢あふれ出てきた。

　野や次じ馬うまさんたちが飛び上がり、他ほかの人を押しのけるようにして一目散に逃にげ出していく。

　貴人の方々、情けない……腰こしを抜かすか放心状態でこっちを見ている。

　碁子ちゃんたちってば本当、私のこと大好きなんだ、うん。

　熱ねつ烈れつな好意に私はちょっと遠い目をしつつも、碁子ちゃんたちに感謝した。「いかん、燃えているではないか、知夏を守れー！」ってな感じで右往左往し、炎ほのおをその小さな、ちょびひげに似た羽のある身体からだで消してくれる。って碁子ちゃんたち、大丈夫なのかな、身体が溶とけたりとかしな……ああああんごめんもういい、溶けてる溶けてる溶けてるからー!!

「ご、碁ご子こちゃん、もう……！」

　言いかけた言葉が、途と中ちゆうで消えた。

　自らを犠ぎ牲せいにして火を消し、溶けた碁子ちゃんたちが地面にどろりと広がり──見る間に捻ねじれ、絡からまって、地面に咲さく、無数の花に変化した。

　黒く輝かがやく、鉄の花。陽ひを受けて、時折白い光を反射する。風に揺ゆらぐことはない、ただ鋭するどく美しく、深い夜の色の花弁を広げ、咲いていた。柵さくで囲われた処しよ刑けい場一面に。

　百花撩りよう乱らんの様に全員が圧あつ倒とうされ、言葉もなく固まるなか、朝火さんが飄ひよう々ひようと近づいてきて、え、いいのかな？　磔棒から私の身を解放してくれた。

　靴くつをはいていないし、さっき太腿に矢が刺ささったから、ちゃんと立てるかどうか……って不思議だ、多少痣あざになっているだけで、抉えぐれていたはずの肉が完かん璧ぺき塞ふさがれている。

　感かん嘆たんしている合間に、朝火さんは「よいしょっと」という感じで私を軽く担かついでくれた。

　容姿優やさ男おとこ系けいの人なのに、力持ちですね。こっちの人って強きよう靭じんがデフォですか。

　にこにこして私を見つめている朝火さんに、「あのう、できれば他の人たちの縄なわも……」と目で控ひかえめに訴うつたえてみると、「えー、どうしようかなー。でも俺、メンドウ嫌きらいだしぃ」といったプチ生意気な視線を返された。やだ、まさかこの人までいじめっ子だったらどうしよう。

　でも親切に違いない佐基さんが──こちらも大変、私好みな温和系美人だった──ぎこちない様子で胡こ汀ていたちのほうへ向かってくれた。わかる、私にはわかる。佐基さんは今後、暴君たちに虐ぎやく待たいされる私の癒いやし系になる！……そうなってくださいお願いします。

「朝火、佐基！」

　正気に返った緋宮さんは、貴人席の卓たくを手て荒あらく押しのけ、護衛も振ふり切って、こっちに駆かけ寄ってきた。

　緋宮さんが私たちの前に到とう着ちやくするまでのあいだに、奇妙な事態が発生した。

　目の前に咲いている鉄の花……蕾つぼみのひとつが不意に、開花したんだ。

　蓮はすっぽい花で、それは中に、ごつごつした丸い物を隠かくしていた。球根みたいな物体だ。

「あれ……」

　指を差すと、朝火さんは目を見開いた。

「種だ。──種が顕あらわれた」

　種？　球根じゃなくて？

「代だい替がわりだ、現緋宮の代が終わり、新たな護女の歴が生まれる！」

　代替わり？

　朝火さんの鋭えい利りな声に、一連の超ちよう常じよう現象に対処しきれず幽ゆう体たい離り脱だつしかけていた貴人たちは、魂たましいをすばやく取り戻もどし、驚きよう愕がくの声を発した。よく見ようと身を乗り出す人までいる。

　でも、柵の内側に入ってくる勇気は皆みなさん、ないわけね。

　朝火さんは、私を抱かかえたまま地面に片かた膝ひざをつくようにして器用に屈かがんだ。その流れのなかで、自分の太腿に私を座らせる。あなた様、実に女性の扱あつかいが上手……、や、こういう紳しん士し的な振る舞まいが慣れてらっしゃいますね、と色々疑いたくなったが我が慢まんしとく。

　朝火さんは、優やさしく微笑ほほえみながらも「ほれ、ぼけていないで、その種、取れや」と促うながす目をした。私はびくつきながらも素す直なおに種を手に取った。

　ますます球根っぽいんですけれども。かぶ、食べたくなってきた。というかすごく空腹だ。

「種だ」

「まさか、現緋宮が健在というのに代替わりとは」

「しかし現緋宮の神力に翳かげりがあるのは事実。護まもりが弱く、護剣士の三方をおめおめ死なせもした。さらには、力を注げぬばかりに新たな護剣士を選定できずにいる」

「では、その娘が次代と？」

「現緋宮の任期はまだ、十の年を越こえたばかりというのに」

　などと貴人たちは、唾つばを飛ばす勢いで喧けん々けん囂ごう々ごう、姦かしましく口論をはじめた。

　わからない、話がまったくわからない。このぽてっとした球根的な種って、見た目に反して途と轍てつもなく価値のあるものなの？　代替わりって、緋宮さんが？……誰だれと？

「愚おろかな！　その娘は滸こ楽らく、異形の者。滸楽の求きゆう婚こん痕あとが腕うでにある、穢けがれた娘！」

　青ざめていた緋宮さんは、髪かみを振り乱すようにして叫さけんだ。ざわめきが一度途と絶だえ、また一層の騒そう々ぞうしさを取り戻す。滸楽の求婚痕。白雨さんが、伝えたんだろうか。

「道理を欠いたこのような狂きよう言げん、誰が認めようか！」

　緋宮さんは顔を歪ゆがめ、従者に持たせていた矛ほこを奪うばい取ると、地に咲く鉄の花をそれで乱暴になぎ払い、近づいてきた。私の手から取り出した、あの不思議な矛だ。

「許せぬ、首落としてくれる！」

　え、ええ、え。

「緋宮の名、渡さぬ!!」

　振り上げられた矛に、体を強こわ張ばらせたときだった。

　私が逃げ出さなかったのは朝火さんの膝ひざに乗っていたからで、その朝火さんが剣けんで矛を受け止めようと全身に力を入れていたのがわかったからだ。

　だけど、剣を使う必要はなかった。佐基さんに縄を解いてもらった胡こ汀ていが、いつの間にかそばにいて、素す手でで矛を受け止めたためだ。

　胡汀は微笑んだ。刃やいばの心を隠した柔やわらかな微笑みだ。

「無念なこと。巨きよ大だいな仇あだとなり果て、おまえを食くらうつもりであったのに、死なずにすんだか」

　甘い声こわ音ねにそぐわない底冷えのする眼まな差ざしに、緋宮さんは気け圧おされ、唇を震ふるわせた。

　でも気の強い人なんだろう、すぐに眦まなじりをつり上げ、叫ぶ。

「誰か!!　殺あやめよ、この非礼なる者ども、鬼き畜ちくの者どもを！」

　動かない。凍こおりついたように、場は動かない。緋宮さんの守護剣たる緋ひ剣けんの二人が、沈ちん黙もくを守っているせいだ。他の剣士たちは、実質上の主人である彼ら二人が行動を起こさないため、緋宮さんの命に従っていいものかと、戸と惑まどいの目を向けてくる。

「我を何者と！　討うて、この賊ぞくどもを！」

　叫ぶ緋宮さんの手から、胡こ汀ていは矛を取り上げた。次の瞬しゆん間かん、緋宮さんは勢いよく胡汀を平手打ちした。予測していただろうに、胡汀は、わざと避よけなかったんだと思う。なんて意地悪なのか、この人、薄うすく笑ってる。胡汀さん胡汀さん、それどう見ても悪役の顔。

「──やれ、ふしぎ！　この女人、孕はらんでおるなあ！」

　と、いきなり素すっ頓とん狂きような声が響き、私は仰のけ反ぞった。

　ちなみに胡汀と朝火さんと緋宮さんも仰け反った。

　あれ、朝火さんと緋宮さんも、椰や真まちゃんの姿が見え………って、椰真ちゃーん!?

「やっ、椰真ちゃん!!」

　今までどこかに姿をくらましていた椰真ちゃんが前まえ触ぶれなく出現し、空中にぷかぷか浮うきながら緋宮さんのお腹なかを珍めずらしげに凝ぎよう視ししていた。椰真ちゃん、これを突つっこむのもなんだけれど、凝視するあまり、空中でさかさまになるのはどうかと。

「孕む？　ありえぬぞ、椰真。緋宮がどれほど男と契ちぎろうが、任期のあいだは孕むことなどあるはずが──」

　にやにや笑っている椰真ちゃんを見て、胡汀は、はっと驚おどろきに打たれた顔をし、私に視線を流した。穴のあくほど、じいいいぃぃっと見つめられてしまう。

　私は私で、このやりとりとは全然無関係なことに、むくれ中だ。

　ああもう、胡汀ってば、せっかく綺き麗れいにさらっと切り揃そろえられている髪なのに、くしゃくしゃになっている。整えたくて、手がうずくじゃないか。

「だから、代替わりの種が。……おまえ」

「はいっ？」

「緋剣のお方ではなく、緋宮なのか」

「……はい？」

「阿あ呆ほ鳥どりが、次代緋宮に」

　茫ぼう然ぜんとした様子で胡汀は呟つぶやいた。信じられないものを見る目だった。

　私はきょとんとし、胡汀の言葉を頭のなかで繰くり返して、さらにきょとんとした。

　私が緋宮？　代替わり？　今の、この緋宮さんが妊にん娠しんしちゃってるから新しい緋宮さんを迎むかえる必要があって、それでそのお役目に私が……ってこと？

　私はあっさりと両手を振って、明るく否定した。

「ないです、ないです。私、胡汀の鳥ですもん」

　ないない、絶対ない。って自分で阿呆鳥だと従順に認めているあたり、海より深い問題がある気がしなくもないけれど、まあいいか。

　もしかして緋宮さんもそんな途と方ほうもない誤解が原因で、私を一刻も早く処刑しようと焦あせっていたのかな。早く理由を言ってくれたら、力ちから一いつ杯ぱい否定したのに。

　渋しぶい顔をして、これまでの山あり谷ありな騒そう動どうの数々と災難を振り返り、脱だつ力りよくしかけたときだった。

「緋宮の任期中で、その身に子を宿すはずがない」

　朝火さんの静かな声に、緋宮さんはお腹に手をあて、後ずさった。

　たぶんその仕草は無意識で、だからこそ、妊娠が真実なのだと推測できる。たくさん着こんでいたのも、もともと重ね着が主流の衣い装しようってこともあるだろうけれど、一番の目的はお腹の膨ふくらみを隠すためだったんじゃないかな。妊娠しちゃうと、神力は衰おとろえるのだろうか。

「なれども孕んだというのなら、それは──人の子ではありえない」

　人の子ではない？

「天てん祖そ陽女ひめ神がみを穢すけだもの、滸こ楽らくと契る以外、なぜ孕めようか。それは大罪だ。急激な神力の衰え。魔ま封ふうの界もことごとく破られた。そのために、我ら護ご剣けん士しの友が三人も失われた。いくつの草花の種が、この災わざわいで滅ほろぶのか。大罪に大罪を重ね、次代の護女まで殺めようと？」

「わ、我に大罪と！　滸楽などと誰が契るか！」

「捕とらえよ、おまえたち」

　にこやかだった朝火さんは表情を変え、首筋がひやりとするような冷たい声で、剣士たちに命じた。

「──触さわるな、我は神族に迎えられる者！　妃きさきに！　帝みかどの天てん妃ぴにしてくれるはず!!」

　緋宮さんは目を血走らせ、死に物もの狂ぐるいの形相で剣士たちの手を振り払って、貴人席のほうへ駆け寄った。鉄の花の葉で足を切ってしまったのか、辿たどり着く前によろめき、その場に崩くずれ落ちる。鉄の花のなかで、多色を広げる緋宮さんの衣ころもが一層艶あでやかに見えた。

「いずれ、我を妃にと！　だからこそ……っ」

　けれどもだ。大半の貴人が、後ろめたそうに顔を背そむけた。へたな義ぎ俠きよう心しんを発揮して共とも倒だおれしたくないっていう、狡ずるくて、だけどとても正直な反応だった。

　その緊きん迫ぱくした場のなかで、他ほかとは毛並みの異なる貴人がいた気がした。一いつ瞬しゆんだけ緋宮さんを冷たく見下ろして、すぐにそれをごまかすように皆みなと同じ反応をし、扇おうぎで顔を隠かくした人が。

　なんだろう今の光景。もしかすると緋宮さん、誰かの無責任な甘かん言げんに惑まどわされていたとか、そんな感じがする。

　でもおかしい。緋宮さんは帝さんの正妻になりたかったってことだよね？　まあそういう野望を抱いだいていたというのはいい。これまでの展開から推測するに、誰かにうまいこと唆そそのかされ、企たくらみを実行に移す最中で、つい関係を持ってしまったんだろう。そこまでは、理解できる。

　だけど、滸こ楽らくの子を身み籠ごもるというのはいったい。

　いくら国で一番偉えらい人の奥さんになりたかったからといって、護女が大敵のはずの滸楽と関係を持つだろうか。……あの美び獣じゆう様は確かに恰かつ好こいいけれど、でも、その、そういう、その、あれだ、やっぱり普ふ通つうの男女とは違ちがうわけで。

　じゃあ、緋宮さんを翻ほん弄ろうした誰だれかが、滸楽と関係を持つことを強要した？

　しっくりこない。脆ぜい弱じやくな雰ふん囲い気きとは無む縁えんの緋宮さんを見る限り、無理やり関係を持たされたとは考えにくい。だいいち、理由も見当がつかない。獣けもの……けだものさんたちとどうやって関係を持つのかも謎なぞだし。悩なやんでいると、誰も手を差し伸のべてくれないっていう無む慈じ悲ひな現実を悟さとった緋宮さんが、最後のあがきを見せた。

　立ち上がって、くるっと振ふり向き、私を憎にくしみの目で睨にらんで、指をつきつける。

「あの小こ娘むすめが、新たな緋宮だと！　力ある者は見よ、あのような異い形ぎようの魔ま物ものを飼う娘が次代緋宮となるのか！」

　貴人の何人かは、わけわからんっていう怪け訝げんな顔を見せた。

　でも、神力という特とく殊しゆ能力を持っているらしき人たちや剣士の数人、そして私や護剣士のお二人などは、同時に緋宮さんの指差す方向を見つめた。

　くけ？　と稚いとけなく首を傾かしげる椰や真まちゃんを。

　あああっ確かに椰真ちゃん、容よう貌ぼうだけは否定しようなく魔物っぽい。

　どっどうしよう、陰おん陽みよう師じとか呼ばれて封ふうじられちゃう!?

　微び妙みように時代を間ま違ちがった動どう揺ようをしてしまったけれど、いやそもそも世界の次元が違っているんだけれどとにかく、私は目まぐるしく作戦を考えた。椰真ちゃんをどうやって逃にがそうか。

　私は焦りを押し隠し、朝火さんの膝からよたよたと立ち上がった。

「椰真ちゃん、わっ私がなんとかするから、そのあいだに逃げて。こう見えてもかなりの猛者もさだし、百人斬ぎりくらい、ゲームのなかでは余よ裕ゆうで」

「知夏、知夏、それ、食くろうて、よい？」

「え、いいけど……って人の話を聞きなさいっ」

「だって椰真、飢うえておる」

　拗すねた！

　というか椰真ちゃんが物欲しげに熱く見つめているのって、胡こ汀ていが握にぎっている矛ほこじゃないか。

　あれは食べ物じゃないから。お腹壊こわすから。

「……聖なる矛を、食う、と……」

　やや顔を引きつらせた朝火さんは、ぽつっと呟くと、重々しい動きで腕うで組ぐみし、私を見た。「や、それはあかんわ。食わせたらいかん」って全否定のお叱しかりの顔だ。

　でも椰真ちゃん、はらぺこっぽい。両手の指をもぞつかせ、しょんぼりしている。

「年々、椰真は薄れておる。知夏のおかげで一いつ旦たんは濃こゆくなったが、このままでは椰真、消えゆく」

　あ、神しん出しゆつ鬼き没ぼつだったのは、もしかしてどこかでのんびり道草をしてたんじゃなく、消しよう滅めつしないよう力を温存していたためなの？

　ごめん、朝火さん。私は胡こ汀ていから矛を奪うばい、「ん！」と椰や真まちゃんに差し出した。ちょい待てー！　と突っこむようなどよめきが広がった。椰真ちゃんの姿が見える人たち限定で。

「み、見よ！　異形に神かみ矛ほこを捧ささぐ娘が、緋宮になると!?」

　ちょっぴり怖おじ気づいた感がなきにしもあらずな緋宮さんの勝ち誇ほこった声に、胡汀と朝火さんは大層嫌いやな顔をし、そのあと私に視線を向けて、「知夏、だめだ、食わせんな」と濃のう霧むのごとき圧力をかけてきた。

　佐基さんに無事救出してもらった白雨さんと伊織さんもこっちに近づいてきて、奇き妙みような顔をしている。そうだった、この二人は椰真ちゃんが見えないんだった。

　なんの会話をしているのか把は握あくできず、意味不明なんだろう。

「よいのか、知夏。よい？」

「よいぞ、よいぞ」

　皆の非難と批判がたっぷりつまった視線を払はらいのけ、私が偉そうにうなずくと、椰真ちゃんは、ぱああっと喜色を広げた。うん、不気味な仮面とかつけてて表情はわからんけれど。

「阿呆鳥……」

　胡汀に怒おこられた。

「あの、だってこれ、私のなかにもともとあったものですもん。だ、だから、所有権は私にあって、その私がいいと言っているので、そんな、そんな惨ざん殺さつ目的なおっかない目で睨まれても、私、めげたりしませんよ!?」

　へっぴり腰ごしになりつつも、ささっとすばやく椰真ちゃんに矛を押しつけた。

　慌あわてた朝火さんがとめる間もなかった。椰真ちゃんは、かぱんとまるで大だい蛇じやみたいに大口を開け、矛を一気に食べちゃったのだ。ごりごりがりがり食べてる、この子。

「って朝火さん、剣けんをしまってくださいっ」

　椰真ちゃんを斬きろうとしてるっ。

　ぶった切る意志を煙けむりのようにもくもくと揺ゆらめかせる朝火さんの腕うでにしがみついた瞬しゆん間かん、椰真ちゃんが、変へん貌ぼうした。

　砂すな嵐あらしのように身体からだがぶれ、直後、マジックの布で早変わりしたみたいに鮮あざやかに、確かな輪りん郭かくを取り戻もどす。

「ああ──世界、輝かがやかしきこと」

　私は目を見はった。椰真ちゃんの姿が、濃くなる以上に、なんだか……若返ったみたいだった。ひび割れていた声も、優やさしい中性的なものに変わっている。

　骸がい骨こつ仮面は、なめらかな鋼はがねの仮面に。灰色の髪かみは、もさもさながらもやはり艶つややかな鋼色、裸はだかの上半身は瘦やせているけれど、少なくともミイラじゃない。翼つばさも綺き麗れいな鋼色。

　なにより、仮面に覆おおわれていない顔の下部分の皮ひ膚ふは、若者のように瑞みず々みずしいはりがあった。つやつやとした赤い唇くちびるが、笑うように弧こを描えがく。

　薄うすくてよく見えなかった下半身は、首もと同様じゃらじゃら装そう飾しよく品つきの布で腰こし元もとを覆っていて、ふさっとした尻尾しつぽが生えていた。

　それも、犬や猫ねこ的な尻尾ではなくて、どちらかといえば──。

「美いつくし乙女おとめ、覚えておろうか、憎んでおろうか」

「……椰や真まちゃん？」

　椰真ちゃんは、ふわりと私の前に降り、頭こうべを垂れた。

「我が過あやまちを、憎んでおろうな？　償つぐないきれぬ。償わねばならぬ。なれども我が力、及およばずに、我が魂たましいも、今やこのような骸むくろに成り果て、記き憶おくすらも薄れゆく」

　私は目をぱちぱちさせた。

「我は刃やいばとなった。我は矢となった。我が血は土に、我が肉は木に。なれども贖しよく罪ざいに囚とらわれしこの魂、月日の果てに、己おのれを失っていた。美し女神よ、源たる欠片かけらがなくてはこうして我が我たる意を再び抱くことはなかったろう」

　源の欠片。頭のなかで、胡こ汀ていから聞いたこの国の神話が勢いよく押し寄せ、流れていく。

　もしかして、椰真ちゃんは。
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「天馬？　女神様を乗せていた……？」

　女神様を落馬させてしまって、そのことを悔くやんで、自分の体を聖鉄に変えたっていう天馬さん？

「己の名は忘れた。よい。だが確かに、そういう愚おろかな、罪深き獣であった」

　椰真ちゃんは顔を上げ、仮面の奥から私を見つめて、小さく笑った。

　とさり、と音がして振り向くと、緋宮さんが放心のていでその場にへたりこんでいた。
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　そして、あれよあれよという間に、場が動き、人が動き──。

　ついでに私も動いて、皆みなの隙すきを見計らい、いつかの再来よろしく木の上に逃とう亡ぼう中だった。

　緋宮さんが剣けん士しに監かん視しされる形で連れ去られたあとの、貴人たちの変わり身のはやさといったら、こっちが泡あわを食うほどだったんだ。押し倒たおす勢いで駆かけつけてきて、私の身み柄がらを確保、じゃないや、お世話をさせてくれって言い始める。

　それを制したのが護剣士なんだけれど、彼らは逆に、調子のいい貴人たちから責を問われる形になった。なぜ緋宮さんの妊にん娠しんに気づかなかったのかとか、実は滸こ楽らくが通うのを手引きしていたのか、とか。一時は消えていた野や次じ馬うまさんたちも戻ってきてしまい、こちらの対応も必要で、処しよ刑けい場は蜂はちの巣をつついたような有様になった。

　逃げるのだけは得意な私、胡こ汀ていたちが野次馬さんを威い圧あつしているあいだに、こっそり貴人席の裏側に回って、そこから全力疾しつ走そうしたんだよね。

　さすがに飛ひ翔しよう可能な椰や真まちゃんだけは振り切れなかったけれど。

　私はとにかく一人になりたくて、だけどもあんまり遠くに行くと皆に迷めい惑わくかけるだろうから、しばしの時間稼かせぎとして木の上に隠かくれているってわけだった。

「美し女神、胡汀に叱られるのではなかろうか」

　なぜか大事そうにあの黒い種を抱かかえている椰真ちゃんは、枝上で丸まっている私を見つめ、困ったように告げた。ちなみに椰真ちゃんは、私の真向かいの枝に座っている。

　椰真ちゃん、物を触さわれるようになったんだ。

「女神」

「女神じゃないもん、知夏だもん」

　椰真ちゃんは、困こん惑わくした様子で口をつぐんだ。

　口調と態度がまともになっているし、違ちがうもん、こんなの私の椰真ちゃんじゃないもん。

「だが、種がある。女神の血族たる緋宮。五国では、政まつりごとをもって国を動かす者が男の帝みかど、霊れい的てき力をもって護まもる者が女の緋宮と定められている。この形が陰いん陽ようをあらわすからだ。緋宮の任期は、その者の神力と器うつわに左右される。任期明けには、必ず次代緋宮に、種が用意される。これは代だい替がわりの証あかし。あめつちが、認めた証だ。そしてこの種が咲さかせる花こそが、次代緋宮を象しよう徴ちようする国花となる。最も貴き聖なる花として」

「あめつち、ってなに？」

「天地」

「ふーん」

「女神、ぶすくれずに」

「女神じゃないです」

「緋宮」

「違います」

「……」

「知夏だもん。椰真ちゃんのばかばかばか、私のこと知夏って呼んでたくせに。椰真って呼ばれて喜んでたくせに」

「知夏」

「椰真ちゃああんっ」

　私は泣きたくなった。

　よくわからないまま、私が『次代緋宮』っていう護女にされそうなんだもの。

　ありえないよ、ありえないから、絶対ありえない。なんでそうなるの？　見知らぬ次元の国に迷いこんだってことだけでもう精神的に満腹状態だし、人生最大の苦難であるのは間ま違ちがいなしなのに、その上さらなる試練を押しつけられるとか、とても受け止めきれないよ。

　悪いけれど、絶対に嫌いやだ。

　明らかに緋宮って重要なお役目っぽいし、いち国家の中ちゆう枢すうっぽいし、どろどろした政争にも否いや応おうなく巻きこまれそうだし、担になう責任も山を築けるほどに重そうじゃないか。

　向上心がないって非難されようと、気楽で平和で穏おだやかな毎日のほうがずっといい──暢のん気きな学生でいられる世界に、帰りたい！

「知夏」

「耳を塞ふさぎ、心も閉とざしているので、聞こえません」

「聞いておるだろう」

「そもそも変だよ、緋宮って女神様の血筋の人がなるんでしょう。なぜ私？　この国、というか次元さえも違う出身なのに」

「代々、緋宮の任には神族の神かむ人びとがつくものだが、天とは予期せぬ事態を作り出す。流星が天を渡わたるように、女神の血も時の果てへと落ちたのでは。あるいは、神力の濁にごりを防ぐために、血族を異界へ逃のがしていたのやも」

「よくわかりません。自信のない私より、もっと偉えらくて賢かしこくて大人な女性にまかせたほうがいいです。……私、ほ、本当は猛もう将しようなんかじゃなくて臆おく病びようだし」

「さほどに嫌か？」

「……帰りたいの」

「椰や真まのためにというても、嫌か。堪たえられぬか」

「椰真ちゃん、なかなか卑ひ怯きような！」

「椰真でだめなら、胡こ汀ていはどうか？」

「な」

「胡汀のために、まずは堪えてくれぬか」

「椰真ちゃん、ずるいっ」

「まったく、ずるい。ずるくて、醜みにくいこの世。知夏は失望するだろう。心が垢あかにまみれる思いを味わうだろう。不条理なことばかり。天災に膝ひざを屈くつし、人の仕打ちに涙なみだする。誰だれもが騙だまし合い、妬ねたみ合い、盗ぬすみ合う。生きるためには仕方ないと、平然と浅はかな弁明を垂れ流す。おまえは穢え悪あくの河に、身をひたすはめに」

「あの、もしもし。それ、逆効果なお言葉です」

「それでもどうか、どうか、地の果てまで、愛いとおしんでおくれ。あらゆる命を」

「そんな、言い方」

「知夏。たとえこの世でも、おまえの世でも。時に人というものは、己の望み通りに整えられた景色のなかではなく、苦痛と不平が溢あふれるなかを、必死に歩んでいかねばならぬのではないか。おまえだけでなく、誰もが。こんなはずではなかったと、喪そう失しつと悔かい恨こんの茨いばらに肌はだをさらしながら。それが人の定めでは」

「ひどいっ、そんなの」

「美し乙女おとめ、まったく酷むごい。それが歴と重なりゆく事、神々すらも変えられぬ。だが、この酷さが、慈じ悲ひを生み、人を育てていく。なあ乙女、どうか。こたびこそは、落とさぬから。女め神がみ、決して生いけ贄にえなどにはさせぬ」

　これっぽちもほしくない荷物を背負わされる苦痛と辛つらさ。いや、背負う前から、背中が痛む。目め隠かくしで獣けもの道みちを歩かされるようなものじゃないか。

　泣きそうな思いで顔を背そむけていたけれど、椰真ちゃんが最後に発した生贄という言葉がどうしても気になり、頭を上げた。そのときだ。

「──阿あ呆ほ鳥どりめ、こんなときまで探させるとは！」

　背筋も凍こおるお怒いかりの声が聞こえたため、シリアスな空気が一いつ瞬しゆんで消しよう滅めつした。胡汀の声だ。

　や、やややばいコレ、「マジ許せん、目を離はなした瞬間、性しよう懲こりもなく逃とう走そうしやがって。捕ほ獲かくしたら徹てつ底てい的に折せつ檻かんだ」という邪じや心しんが溢れ返っている地じ獄ごくの声だ。自分の未来と心の平安を死守するため、私は姑こ息そくにも、このまま隠れてやりすごすことにした。

「胡汀、知夏はここ」

　椰真ちゃん裏切り者だよ、大いなる裏切りだよ。つらっと横を向く椰真ちゃんを涙目で睨にらんだあと、覚かく悟ごを決め、そうっと下をのぞいてみた。深しん淵えんをのぞく気分だった。

「阿呆鳥」

　やばい!!　見つかった！　なにを言われるのか想像するだけでも気絶できそうだ。

「……緋宮、降りられよ」

　──え？

　私はがばっと下を向いた。危ない、落下しそうになった。ってそんなことはどうでもいい！

「胡こ汀てい」

「降りてきなさい。あなたでなくてはおよそとめられぬ問題が──」

「降りないっ！　ばかばかばか胡汀のばか、もう私、胡汀のこと飼い主だなんて、思ってあげないんだから！」

「……なに？」

「ひどい、ひどいです、ここはご主人様なら、『おまえがどんなに高貴で美しくて偉い大だいで手の届かない清せい楚そな佳か人じんになっても俺の心は変わらない』とか言って、私の心を浮ふ上じようさせるべきなのに！」

「……」

「乙女心がわからない人ですね！」

「降りてこい、阿呆鳥め」

「やだ！」

　つんっと思いっきりそっぽを向いた瞬間、木が揺ゆれた。ぎょっと視線を戻もどすと──裏切り者め椰や真まちゃん、一息で登ってきた胡汀に場所を譲ゆずり、ささっと身を消した。

「降りろといったのに、聞こえないのか」

「そ、そんな脅おどしになんて、屈しませんよ!?」

「俺が、優やさしいうちに、従わないか」

「野や蛮ばんな暴君のくせにどこが優し……ごっごめんなさい睨まないでくだ……じゃなくて！　胡汀、噓うそつきです、私、泣くんですから。私を拾ってくれるっていったのに！　私が胡汀にどつかれる以外の理由で泣いてもいいっていうんですね、薄はく情じよう者」

「おまえ、俺をなんだと思っているのか」

「千年調教するって豪ごう語ごしてたくせにっ。捨てるんですね、私のこと。これだから人間って。飼えないなら最初から飼わないでください、私もう野の良ら鳥になって落ちぶれてやるっ」

　あれ、なんか私の言葉、大きく間違っているような、と思ったけれど、口がとまらない。

　胡汀は、表情を真しん剣けんなものにして私を見た。

「胡汀がっ、ちゃんとっ、躾しつけてくれなきゃ、だめなんですから！」

　ぐしぐしと、私は泣いた。

「見捨てるなら、私、実家に帰らせていただくんです！　もう会えないんですからね、とてもとても遠い国なんだから、永遠みたいに遠い国で」

　いや実家に帰れるかわからないけれど……と、どっぷり落ちこみつつもそう叫さけんだ瞬間、腕うでを乱暴に摑つかまれた。って、落ちる！

　力ちから一いつ杯ぱい問いただしたい、こっちの人たちの運動神経って破格すぎませんか。

　みんな、サーカス出身に違ちがいない。私の腕を摑み、枝から落とす合間に抱だきかかえ、そしてそのまま身軽にすとんっと地面に着地とか、普ふ通つうじゃない。

「──なら、俺を指名するのか」

「え、えっ」

　今の神かみ業わざ的アクロバットに動どう揺ようがおさまらない私を膝に座らせ、両手で頰ほおを包んでくる。

「緋宮の指名が、最たる資格。俺にはそれなりに神力もある。身分も問題ないだろう。俺を、緋ひ剣けんの者に？」

「護剣士さんに……？」

　それって、緋宮さんが……ううう、次代緋宮だと思われている私が指名するなら、誰でも護剣士の有力候補として立てる可能性があるってこと？

　確かあと三人、護剣士が必要なんだよね？

「阿呆鳥、俺に躾けられたいのだろう」

「う」

「躾けてやる、俺の鳥」

　頰を包む手の指が、かすかに震ふるえている気がした。

「おまえを護まもるといいながら、結果、おまえに助けられた己おのれが信じられぬ。これほどの屈くつ辱じよくがあろうか」

　屈辱って、私をそこまで阿あ呆ほだと……。

「指名を、緋宮。俺が破は魔まの剣けんとなる。おまえの剣となる。望むのならば、いかなるものも切り裂さく」

　永遠の国には帰るな。

　耳の奥に滑すべりこんだ囁ささやき声に、私は息をとめた。そんな。そんな言葉。

　間近な位置から、火の意志に輝かがやく胡こ汀ていの真剣な眼まな差ざしを見つめたときだった。

「──緋宮！」

　伊織さんの、躊躇ためらいを含ふくんだ焦あせり声が割りこんできた。私は我に返り、ばっと胡汀の胸を押しのけて、その動作で盛大にこけた。あの胡汀さん、私が慌あわてて離れたからってそんなに腹を立てず、こけないよう支えてほしかったです。いえ。いいんです。

「伊織さん」

　駆かけ寄ってきた伊織さんに、戸と惑まどいながら声をかける。緋宮って呼ばれてしまった。

「戻ったほうがいい。です。白雨が、捕とらえられている。です。あなたは、あの女を、気にしていたから。です」

　うん伊織さん、無理して「です」をつけなくてもいいよ。です。

　つられている場合じゃなかった。白雨さんが？
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　慌てて脱だつ走そう地点の処しよ刑けい場に戻ると、伊織さんの説明通り、白雨さんが連行されそうになっていた。それも朝火さんの手で。

　どういう技わざを使ったのか、熱気と邪じや気きで淀よどみまくっていた処刑場からは、いつのまにか野や次じ馬うまの姿も消え、数人の剣士と貴人が残っているだけで、閑かん散さんとしていた。

「朝火！　さん！　白雨さんを、どうして」

　白雨さんをどこかへ連れていこうとする朝火さんを呼び止めると、予期していたみたいに落ち着いた表情で振ふり向かれた。

「どうしてとは。奇き異いなことを言われる。虚きよ言げんを操あやつり、あなたを陥おとしいれようとした。叩たたけば、他ほかにも罪状がありそうだ。ゆえに、捕らえねば」

　飄ひよう然ぜんと答えられてしまった。一見無害そうなこの微笑ほほえみが、曲くせ者ものだ。

「やめて、私、陥れられてなんかいないです！」

「次代緋宮を処刑しかけた。その発ほつ端たんとなった悪あしき女だ。斬ざん首しゆでもまだ罪は晴れない」

「緋宮じゃない！」

　思わず飛び出た拒きよ絶ぜつに、慌てて口を覆おおった。痛いほどの沈ちん黙もくが広がった。

「なら、なおさら、あなたが口をはさむべきことではない」

「朝火さん！」

「無実の者を陥れた。その事実は変わらない」

　それまで無言を通して地面を見つめていた白雨さんは、艶つやがにじむ悩なやましい仕草で乱れた髪かみをかき上げ、高笑いをした。

「殺せ！　どうせこの世はこんなもの！　救いも慈じ悲ひもあるものか、生きても地じ獄ごくなら、死んでなにが変わるという」

　殺せと叫び、手に絡からみついた自分の長い髪をぎゅうっと握にぎり潰つぶす。誰だれかの命であるように。

　白雨さんは一いつ貫かんして、目に映るもの全部、憎にくみまくっていた。

　辛しん苦くばかりの毎日だったんだろうか。

　希望を持つことさえ諦あきらめなきゃいけないほどの、陰いん惨さんな暮らしだったんだろうか。

　私が、知らない世界に迷いこんで、怖こわいって泣く以上の、暗い日々を？

　確かに、白雨さんの言葉が原因で、ひどい目にあってしまった。

　それでも、どうしてなのか、この人を真正面からは恨うらめない。なぜだろう。泣かないからなのか。この人が私とは正反対に、涙なみだをまったく見せないためなのか。

　私は、ぐっと熱いものを飲み下したあと、力強くしゃがみこんだ。

　で、ぶちっと、というか、土をかきわけかきわけ、よいしょ、と──一輪の、硬かたい鉄の花を引っこ抜ぬいた。それを、怪け訝げんな顔をしている白雨さんに勢いよく差し出す。

「つき合ってくださ──じゃなくて」

　いかん、花を差し出したことから、ついプロポーズを連想してしまった。

「受け取ってください、これ」

「なに？」

「あなたのこと、私、護ります。その証あかしです。この花は、きっとずっと枯かれないです。私の意志です」

「なにを、言って」

「たくさん優しくします、たくさん挨あい拶さつします、たくさん幸せ、拾ってきます。わ、私っ、諦めないんだから、美人に好かれて、毎日有う頂ちよう天てんになってみせるんだからっ」

　変な顔をされた。それから、まるで安らかというほどの、不思議な目で見つめられた。

「あっでも、私が慣れるまで、あんまりこっち見ちゃだめです。きゃあん私照れる照れてしまうんです、免めん疫えきないんですよ、こんな美人に見つめられたら、また勢い余ってプロポーズしかねません！　でも私のほうはこっそり見つめて堪たん能のうしますけどね、くくく、美人の横顔を思う存分盗とう撮さつ………痛、いたたた、胡こ汀ていさん、痛い、いたた」

　突とつ然ぜん、胡汀に無言で雑草摑みされた。むごい。プロポーズの意味わかってないくせに、空気読み過ぎだ。痛みにうちひしがれつつ白雨さんをうかがうと、どうしてなのか、胸を貫つらぬかれたような、苦しそうな表情を浮うかべていた。

「朝火さん、手を離はなしてあげてください」

「それは、緋宮の声として？」

　朝火さんは、面おも白しろそうに私を見下ろした。唐とう突とつに理解した。

　この人、わざと白雨さんを連行しようとしたんだ。逃にげた私の心理を予測してだ。

　うつむく白雨さんを見て、胡汀を見て、伊織さんを見て、朝火さんを見て、浮ふ遊ゆうしている椰や真まちゃんを見やる。

　──逃げられない運命らしい。いつか帰りたいという気持ちは忘れていないけれど、まずは一歩一歩、目の前のことから手を伸のばしていかなきゃ、だめらしい。

「緋宮として、お願いします」

　白雨さんは、私を見た。様々な感情が荒あれ狂くるっている眼差しだった。

「そして緋宮として、指名します。白雨、私の緋剣となりなさい」

　命じる以外、彼女の罪を消す方法がわからなかった。

「緋宮、それは」

　朝火さんは、さすがに認めがたいって顔をした。

「……遊女の私を、護剣士に。護女の華はなたる剣とすると？」

「そうです、私の剣。胡こ汀ていと、白雨さん。これで二本、新たに揃そろいました」

　単純に私の指名だけで、護剣士の任が決定するわけじゃないだろう。

　きっとなにか契けい約やく書をかわすとか、儀ぎ式しきを行うとか、色々小難しい決まりがあるはずだ。なかでも一番重要なのが、緋宮の指名ってことなんじゃないかと思う。いわば第一関門だ。

　茫ぼう然ぜんと、緋ひ剣けん、と繰くり返していた白雨さんが、笑い声を響ひびかせた。

「遊女を、護剣士に！　なんて皮肉、いい、なってやろう、なんて愉ゆ快かいなこと！」

　白雨さんは叫さけびながら、両手で顔を覆った。

　ふと思い出した。遊女は遊女以外の者になれない、という緋宮さんの声を。

　言葉に力があるというのなら、私が引っくり返してみせる。

　どんな人でも、生きている限り、新しい自分を作ることが許されるって。
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　その夜、とりあえずは関所の宿にて一いつ泊ぱくすることとなった。

　処刑騒さわぎで私も心身ともに疲つかれていたので、この休息はありがたい。

　朝火さんの配はい慮りよなのか、宿は私たちの貸し切りだった。宿といっても、日本にあるようなホテルとは当然違ちがう。こちらの民家よりはちょっと立派という程度だ。

　それでも、いい。安心して眠ねむれる場所があるって、すばらしいことだ。

　次代緋宮と仮定されたためだろう、私は豪ごう華かに一人部屋を使うことができた。

　おかげで、人目を気にせず好きなだけ思し索さくにはまれる。緋宮さんは、剣けん士したちの監かん視しのもと、一足先に陽都へ連行され、取り調べを受けるらしい。罪人としてだ。

　どうなるんだろう、この先。どうすればいいんだろう、ここで。わからないことばかりだ。そもそも緋宮っていう役目さえ、よく理解していない。具体的な想像ができないので、結局煩はん悶もんし続けるのも虚むなしくなり、脱だつ力りよくしてしまった。悩むだけ無む駄だってやつか。

　毎日、泣いてしまうかもしれない。いじめられて、つつかれて、どつかれて、暴言を雨のように……ってここまで考えたところで、さらに脱力した。これなら胡汀のおかげでもういくらか免疫あるし。調教の成果を早くも発揮だ。胡汀すごい。

　思わず笑い、案外満ち足りた気分で夜具のなかに潜もぐりこむ。とても疲れた。今は眠る。

　目覚めたら、家に戻もどっているのかも。戻っていなかったら、そのときは。

　──続きを考えつく前に、意識は闇やみに吸いこまれていった。
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　次代緋宮が眠る貴室の前。

　清き乙女おとめの安息の夜を密ひそやかに護まもっていた異形は、何者かの気配を戸の外に感じ取った。

　闇に身を溶とかし、その者の正体を探さぐりにゆく。

　白き髪の女がいた。女は、手にしていた鉄花に柔やわく口づけると、膝ひざをつき、額を板いた敷じきに押しつけて、誓ちかいを刻んだ。

「──蒸む槻きの美いつくし乙女」

　囁ささやく声は、粉雪のよう。ほろほろと闇のなかに流れていく。

「星が朽くち果て、月割れ落ちようとも、清き乙女に永えい劫ごうの護りを。輪りん廻ねは望まぬ、次なる生など惜おしくはない。いつくし姫ひめ。あなたのために剣けんとなり、今生を捧ささぐ。願わくば、どうか──」

　女は泣く、声を殺し、祈いのりを胸に闇のなか、一人、泣く。

　その姿を見守ったあと、異形はふと思いつき、別の場所へと向かった。
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　異形は、灯あかりを落としている寝しん所じよのひとつに潜りこんだ。

　それから、梁はりを支える丸木に寄りかかって星夜を仰あおいでいる男に、声をかける。

「なあ。緋宮となれば、おまえの女とするのは難しかろうな」

「くだらないことを言う」

「くだらないか」

　頑かたくなに顔を背そむける男に、異形は嘆たん息そくする。

「まこと、わかっているのか。もはや稚いとけない娘むすめではない。おまえはかしずかねばならない。手に触ふれることすらままならない。おまえの鳥だった娘は、国で真に清らかなる神女となった」

「うるさい」

「帝みかどが、召めすかもしれぬ神女に」

「──うるさい」

　異形はまた嘆息し、姿を闇に隠かくした。

　異形が慈いつくしむ神女のもとへ戻るために。清き乙女の、一夜の安息を護るために。







　あとがき







　はじめまして、糸森環と申します。

　今回、角川ビーンズ文庫様での出版にあたり、多くの方々のお力や励はげましをいただきました。

　ご親切に優やさしくご指導くださった担当者様、本当にありがとうございます。いつも感謝、感謝！　これからもどうぞよろしくお願い致いたします。編集部の皆みな様さまにも、心からお礼申し上げます。

　美び麗れいなイラストを描えがいてくださった鳴なる海みゆき様。小説に、まるで豊かな色しき彩さいが咲さいたようです。ありがとうございました。

　推すい薦せん文を書いてくださった須す賀がしのぶ先生。大変光栄です、どきどきしました。

　ずっと支えてくれた家族。一人ではここまでこれなかったと思います。ありがとう。

　そして、この本を手に取ってくださった読者様方。少しでも楽しいと思っていただけましたら、こんなに嬉うれしいことはありません。

　今までと、これから出会うすべての方々に、ありがとうございます！
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